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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　姫騎士と元社畜







　小お野の直なお人と、昨日まで社畜。







　三年ぶりに有休を無む理り矢や理り使った直人は、朝からわくわくした気分で二十三区外にある自動車ディーラーにやってきていた。

　今日、納車する予定の車を受け取るために。

「こちらが小野様のご注文のディアクイーン５となります」

　店員に案内された、郊こう外がいならではの広大な駐ちゆう車しや場じように新品のマイクロバスが駐とまっている。

　青をベースにした外装は清潔感と上品さを感じさせる見事なものだ。

「ご注文された通りのオプションを取り付けました。順に説明いたします。まずは屋根全体に変へん換かん効率が四十パーセントを超こえる最新式のソーラーパネル、その先に希望されたとおり車体の限界ぎりぎりまで搭とう載さいしたバッテリー群、さらには内部をオール電化したことによって、エンジンをかけなくても生活用電気は太陽光発電だけで──」

　店員が横でごちゃごちゃ説明しているけど、直人の耳には入らなかった。

　彼はそのまま、これから愛車となるバスの中に入っていく。

　マイクロバスの中、そこには通常あるべきシート類がまったくなく、代わりに畳たたみが敷しき詰つめられて新品のい草の香かおりがした。

　畳の上にコタツがあって、天てん井じよう近くにはふすまを使った収納がある。

　横に木製のシンク台と、ＩＨクッキングヒーターがつけられている。

　さらにバスの後部にあたる部分にはトイレとシャワー室がある。

　一人暮らしのアパートのような造りだ。

「こちら、後部ドアを開くと縁えん側がわになります。小野様のご希望通りのオーダーメイドですので、時間が掛かかりました」

　直人はドアを開けてできた縁側に座って、足を下ろしてぶらんぶらんとさせた。

　風が吹ふいてきて、気持ち良かった。

　気持ち良かったが、若じやつ干かん風ふ情ぜいが足りなく感じた。

「やっぱり和室にするなら縁側もないとだよな。よし、あとで風ふう鈴りんを買ってきてつけよう」

「いいですね！」

　営業スマイルで同意してくれた店員をひき連れて、今度はマイクロバスの反対側に回った。

　青色をベースにした車体の横に、「パトリシア」の五文字がデザインロゴででかでかと掲かかげられていた。それは彼が注文した、愛車の名前をプリントしたものだ。

　それをみていると、最初に買ったパソコンに名前をつけたときの気分を思い出す。それによってマシンと距きよ離りが縮まって、より親しくなって……まるで家族になったかのような気分になる。

　そんな気分のまま、店員から車の細部の説明をうけつつバスを一周した。

　大半がオーダーメイドのそれは、彼が望んだ通りのキャンピングカーに仕上がっていた。

　大満足。目の前の車の仕上がりはその一言に尽つきた。

「ふ、ふふ」

「小野様？」

「ふふふふふ、ふはははははは」

　心の底から笑いがこみ上げてきた、久しぶりに楽しくて笑った。

　社畜生活十年。

　日々のストレスと節約の果てに、彼はようやく念願のキャンピングカーを手に入れることができた。







　納車されたパトリシアを運転して、あれこれ買い出しに行った。

　寝しん具ぐは新しいものを調達した。

　パトリシアと同じ六畳じよう一間、築五十年のおんぼじろアたパートくには長年使ってきたせんべい布ぶ団とんがあるが、新しい生活をはじめるので、これを機に良いものに買い換かえた。

　服も買った。昨日まではスーツさえあればとりあえずは困らないという、実に困った生活をしていたので私服はあまりなく、これを機に量りよう販はん店てんで大量に買い込んだ。

　食料や、日常消しよう耗もう品も買った。米は床ゆか下したの貯蔵室に、生せい鮮せん食品はそこそこの容量がある冷蔵庫に保管した。

　十年前の新社会人時代が思い出されるような行動の数々。

　それを彼はキャンピングカーの六畳間和室でやった。

　楽しくて仕方がなかった。

『家』を駐車場に駐めて、買った物を積み込んで、足りないものがあればまた店に戻もどって買ってくるという行動は彼を興奮させっぱなしにした。

　そうして、生活に必要なものを一通り揃そろえると、時刻は夕方になっていた。

　最初に立ち寄ったホームセンターを出て、直人はパトリシアを駆かって勤務先の会社に向かった。

　パトリシアを向かいの駐車場に駐め、つかつかとビルに入って、会社のある階に直行。

　夕焼け小焼けの時間をとっくに過ぎているのだが、会社の中はまだほとんどの社員が残っていた。同どう僚りようたちは私服で会社にやってきた直人をみて驚おどろいた。

　それらの眼まな差ざしを全部無視して、直属の上司である部長のところに行った。

「おお小野くん、ちょうどいいところにきた、きみに任せていた案件だが──」

　部長は休んだはずの直人の出現をまるで当たり前の事のように、仕事の話をした。

「部長、話があります」

「なんだね、仕事の話があるんだから手短にたのむよ」

「はい、これを」

　直人はあらかじめ用意した白封ふう筒とうを部長のデスクに叩たたきつけた。

　退職届、と書かれた白封筒だ。

　それを見た部長の眉まゆがつり上がった。

「なんの真似まねかね」

「今までお世話になりました」

「ふざけるな、こんな勝手が許されると思ってるのかね！　会社をなんだと思ってるんだ」

「社畜製造工場」

　怒ど鳴なる部長に、直人は前からずっと思っていた言葉を臆おくせず言い放った。

　部長の顔がますます怒いかりで赤くなった。

　横から心配そうに見つめてくる同期の男が見えた。鬱うつと過労で二度休職しながらもその都度復職し、周りから憐れん憫びんをこめて「不死鳥」とあだ名を付けられた男だ。

　入社当時は百キロあった体重も、今は六十を割り込んでいる。

　こんなにはなりたくないと思った。

「では」

「待ちたまえ小野くん！　小野ォ！」

　怒鳴る部長の声と、困こん惑わくする同僚たちの視線。それらを丸ごと袖そでにして、直人は十年間勤務した会社をあとにした。







　会社のあるビルを出て、道路を挟はさんだ向かいにある駐車場に駐めたパトリシアに戻る。

　タラップの玄げん関かんで靴くつを脱ぬいで、和室に入る。

「何からやろうかな……ゲームでもするか」

　そう決めた直人はオプションでつけた三十二インチの液えき晶しようテレビに、さきほど買ったばかりの最新型ゲーム機を取り付けた。

　一いつ緒しよに買った何本かのゲームソフトの一つを本体に入れて、コタツの横に座って、ほぼ十年ぶりにゲームをした。

　面おも白しろかったけどすぐにゲームオーバーになってしまったので、今度はゲームをやめてテレビを見た。

　時間帯的に何の変へん哲てつもないニュース番組だが、それでもなんだか面白かった。

　季節は夏だけど、なんとなくコタツをつけてみた。

　熱かったので、エアコンもついでにつけた。

　そうして新居の中で、適当に意味のないことでゴロゴロと過ごした。

「最っ高……」

　目的のない、のんびりとした生活。

　昨日まで社畜だった事から想像もつかないような、最高の贅ぜい沢たく……時間の使い方。

　この贅沢の前では、オーダーメイドで一千五百万円かかったキャンピングカーですら安く感じてしまう。

　彼はいつしか、コタツに潜もぐり込んだまま眠ねむってしまった。







「すみません今すぐ出社します！」

　パッと起き上がる直人。

　ぜえぜえと息をし、しばらくして、自分が悪い夢を見ていた事に気づく。

　たいした夢ではない。昨日までは彼にとっての現実だったので、たいした夢ではないのだ。

　深夜だろうが休日だろうが、自宅だろうが北海道にある実家にいようが、電話一本あれば会社に呼び出されるという日常あくむ。

　それに、うなされていただけだ。

「ふん、もうおれは会社を辞やめたんだ、社畜なんかじゃない」

　自分に言い聞かせるように言って、彼はスマホで時間をチェックした。

　時刻は夜の十一時半。そろそろか、と彼は思った。

　靴を履はいて、パトリシアから降りる。

　数時間前に出てきた、道路を挟んだ向かいにある会社のビルを見る。

　日付がそろそろ変わるというのに、会社が入っているフロアの電気はまだついていた。

「そろそろかな……」

　直人がつぶやいたのとほぼ同時に、ビルから数人の男が出てきた。

　スーツを着た、ついさっきまで同僚だった男たちだ。

　よれよれのスーツにくたびれた格好の彼らは同じ方向に向かって猛もうダッシュした。

「終電ダッシュごくろーさま」

　昨日まで自分もそこにいた。二度と戻りたくないと思う光景だった。







　夜の街を鼻歌交じりで運転した。

　海外有名メーカーの最新型である「ディアクイーン５」をベースに改造したパトリシアはガソリン車に相応ふさわしく、六畳一間を走らせているのに、ほとんど振しん動どうを感じさせない造りだ。

　どれほど振動がないのかといえば、ついさっきスーパーで追加で買ったみかんがコタツの上に置かれてもまったく転がらないほど。

　巨きよ体たいとは裏腹に、最高の乗り心地ごこちである。

　ある程度荒あれ地ちでも運転できるように設計された「ディアクイーン５」が、公道程度で揺ゆれないのは当然のことだ。

　それを運転する直人は、特にどこかに行きたいということはなかった。強しいていえばナビをつけて、意識して会社と自宅の反対方向に走っているという事くらいだ。

「そういえば、これってフェリーに乗せられるのかな。もしそうなら沖おき縄なわとか行けるから、このまま日本一周もいいかもな」

　そうつぶやき、じゃあ西の方に行こうと思って、ナビを設定した──その時。

　フロントガラスの向こうが光った。まぶしくて目を開けていられないほどの、強い光。

　手をかざして目をこらすと、対向車のトラックが不自然に蛇だ行こうしているのが見えた。

　トラックはまっすぐこっちに向かってくる。

「ぶつか──！」

　反射的にブレーキを思いっきり踏ふんで、ハンドルを切った。

　瞬しゆん間かん、走そう馬ま燈とうが駆け巡めぐった。うそだろ！　と叫さけびたくなった。

　直後、キュルキュルキュルという音が耳をつんざく。パトリシアは公道の上で盛大にスピンした。

　衝しよう撃げきは、ない。盛大にスピンしたけど、運良くぶつからず、横転もせずにすんだようだ。

　すっかり息が上がって、背中が汗あせでびしょ濡ぬれだ。

「くそっ！」

　ハンドルを叩いて悪態をつく、クラクションが盛大に鳴った。

　社しや畜ちくのままならともかく、これから悠ゆう々ゆう自じ適てきな新生活をはじめようとしたところで、トラックに轢ひかれて死んでしまったら洒落しやれにもならない。

　しかしぶつかってなくてほっとした。

　衝撃もなく、エアバッグも出ていない。

　大だい丈じよう夫ぶだったか──そう胸をなで下ろしかけていると、視界の隅すみで、カーナビの液晶画面が真っ白になっているのが見えた。

　タッチパネルも物理ボタンも反応しない。故障しているようだ。

「まさか、やっぱどこかぶつけたのか？」

　直人は慌あわてて運転席から降りて、くるりと一周して確かく認にんした。

　幸い、どこもぶつけていないようだ。

　直人はほっとした。

　総額一千五百万のキャンピングカー、これから自分の相棒となるパトリシア。

　目立った傷がなくて、ほっとしたその時。

「くっ、殺せ！」

　少し離はなれたところから若い女の声が聞こえてきた。

　どこかで聞いたような台詞せりふだ。

「なんだ？」

　目を向けると、そこに鎧よろい姿で木の下に拘こう束そくされている少女がいて、彼女に二体の豚ぶたのような怪かい物ぶつがゲヒゲヒと笑いながら迫せまっていた。

「……ファンタジー？」

　夢か、それともやっぱりトラックに轢かれたのか。

　直人は思わず自分のほっぺたをつねる。




　ちゃんと痛かった。







　姫騎士と魔力







　豚そのものの頭に出っ張った腹、それでいながら人間のように二足歩行している。

　オーク、という言葉が直なお人との脳のう裏りに浮うかんだ。

「オゴッ、オゴオゴッ」

「オゴォォォ！」

　オークは二匹ひきいて、奇き妙みような鳴き声で会話しながら、木に縛しばりつけられている少女を取り囲んでいた。

　銀色の美しい髪かみに、深しん紅くの鎧、装そう飾しよくのついたティアラに、鎧の腰こし巻まきの下はフリルのスカート、ニーソックスといういでたち。

　そんな彼女にオークたちが徐じよ々じよに迫っていき、オゴォ！　と喜んでいるような声を上げて手を伸のばした。

　少女は嫌けん悪お感かんたっぷりの顔で叫んだ。

「わたしにふれるな！」

「オゴ──オゴッ！」

　それでも手を伸ばすのをやめないオーク。縛りあげられた少女は唯ゆい一いつ自由になっている口でオークの手に思いっきりかみついた。

　嚙かまれたオークは飛び退のき、手を押さえた。もう一いつ匹ぴきのオークが憤ふん怒ぬの形相で少女の横っ面つらを殴なぐる。

　思いっきり殴られた少女はそれで気絶し、ぐったりとなった。

　オーク二匹はまた上じよう機き嫌げんなトーンでオゴオゴ言い合って、少女の鎧に手をかけた。

　離れたところで、それを一部始終見ていた直人。

　誰だれがどう見ても暴行の現場である、更さらに片方はオークというモンスターだ。

　さすがに見て見ぬ振ふりはできないと、直人は彼女を助けることにした。

　少し考えたあと、彼はパトリシアの運転席に飛び乗って、プッシュスタートのボタンを押してエンジンをかける。

　微かすかだがしっかりとした馬力のエンジンの感かん触しよくがシート越ごしに伝わってくる。

　ハンドルを回し、頭をオークたちの方にむけると、クラクションを鳴らして、ヘッドライトをハイビームにした。

「オゴ？」

　光と音、同時に向けられたオークは直人の存在に気づき、こっちに顔をむけた。
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　表情は変わったが、豚面なのでどういう意味の表情なのかはわからない。

「うおおお！」

「オゴオオオ！」

「オゴオゴ」

　アクセルを踏み込んで、パトリシアを発進させる！

　バス型のキャンピングカー。どんな猛もう獣じゆうよりも巨きよ大だいな車体。

　迫られたオークたちはみるからに慌てた様子で、我先争って逃にげ出した。

　更にヘッドライトをチカチカ点てん滅めつさせてみた。

　悲鳴に聞こえるオゴオゴの声を出しながら、オークたちは全力で逃げさっていった。

　その姿が見えなくなるのを確認してから、直人はパトリシアからおりて、気を失ったままの少女のもとに向かった。

「おーい、大丈夫かー」

　しゃがみ込んで、呼びかけてみた。返事はなかったけど、鎧の上からもわかるくらい豊かな胸が微かに上下しているので屍しかばねではないようだ。

「どうしよう……とりあえず中に運ぶか」

　独りごちたあと、直人はその方がいいと思って、縛りをといて抱だき上げようとしたが。

「重っ！」

　鉄の手っ甲こうがガチャンと音を立てて地面に落ち、直人は思わず声をあげてしまう。

　気を失った少女は成人男性である直人が抱き上げられないくらい重かった。

　胸は立派だけど、全体的に華きや奢しやな体つきをしている。なので間ま違ちがいなく身につけている鎧のせいだと直人は確信する。

「しかたない、鎧をはずすか」

　そう言って、少女の鎧に手をかけた。

　現代の日本に生まれ、大学を出て会社勤めをしてきた直人にとって、鎧に触ふれるのは初めての経験。

　何をどうすればいいのかわからなかったが、パソコンや車をいじくりまわすのと同じ要領で、手て探さぐりしながらも何とか鎧を外す事ができた。

「これで運べるかな」

　苦く闘とうの末、手の甲で額に浮かんだ汗を拭ぬぐった。

　鎧をまるごと外されて薄うす着ぎになった彼女を抱き上げるが、そこであることに気づく。鎧を外す途と中ちゆうで偶ぐう然ぜんそうなったのか、彼女のスカートが少しめくれ上がっていたのだ。

　めくれたスカート、ニーソとの間にある白い肌はだ、太ももの間にできたかげ。

　肝かん心じんなところはまったく見えていないというのに、直人は思わずゴクリと喉のどを鳴らした。

　未知の世界がそこにある。ちょっと手を伸ばせば届く距きよ離りにある。

「し、白だよな……」

　童どう貞てい丸出しの台詞をつぶやきながら、おそるおそる手を伸ばし、スカートの裾すそをつまんだ。

　あとは一気に──。

「な、何をしている！」

　突とつ然ぜん、頭上から声が聞こえた。

　慌てて飛び退く直人。距離をあけると、いつの間にか目覚めた少女と目が合った。

「い、いやこれは──」

「痴しれ者が！」

　少女は体を起こして、怒いかりを露あらわに直人をにらんだ。

　彼女の銀色だった髪が、どういう訳かみるみるうちに赤に染まっていく。

　赤いだけではない、周りに火の粉のようなものまで舞まっていた。

「髪が……燃えてる？」

　啞あ然ぜんとなる直人にむけて、少女は手のひらをかざす。

　その先にある何もない空間に火の粉が徐々に集まって、やがて大きな火の玉になった。

「燃えろ！」




　叫さけぶのと同時に、火の玉が直人に向かって飛んできた。

　とっさに身を屈かがめてそれを避よけると、火の玉が背後の地面に着ちやく弾だんして、爆ばく発はつを巻き起こした。おそるおそる振り向いた直人だが、そこにある光景にぎょっとなった。

　着弾したのはキャンピングカーのすぐそばだった、車体から三メートルと離れていない地面が炎えん上じようしている。

　恐きよう怖ふが一いつ瞬しゆんで消え去り、慌てて駆かけ出し、車体後方にあるトランクルームから消火器を取り出した。

　オプションでオール電化にしたキャンピングカーにはあまり必要はないが、万が一のためにホームセンターで買ってきたものだ。

　それで炎上している地面に向かって、消火剤ざいを吹ふきかける。

　白い泡あわが勢いよく吹き出され、盛大に燃え盛っていた炎ほのおがみるみるうちに鎮ちん火かされていく。

「ふう……危なかった」

　万が一パトリシアに延えん焼しようでもしていたらすべてがパーになる。それを食い止められた事に、直人は胸をなで下ろした。

「それは……なんだ？」

　背後から訝いぶかしむ声が聞こえてきた。振り向くと、少し落ち着いたのか銀色の髪に戻もどった少女が目をまるくさせているのがみえた。

　直人は少しむっとした。

　もう少しで大事なキャンピングカーを燃やされそうになった。

　彼は無言で少女に近づき、消火器のホースを向けた。

　プシャー！

「きゃあ」

　白い泡が再び吹き出されて、薄着の少女に直ちよく撃げきした。

　悲鳴があがるが、直人は構わず更に吹きかける。

　一瞬髪が赤くなったように見えたが、すぐに収まった。

　同時に彼女も脱だつ力りよくして地面にへたり込んだ。

「や、やめろ」

　懇こん願がんする少女だが、更にプシャー。

「なんなんだこの白いのは、きゃあ、目に、目に入った！」

　パニックになる少女、構わずプシャー。

「や、やめ……もうやめて……」

　泣き出しそうな少女、慈じ悲ひなきプシャー。

　一回一回は短いが、何度も消火剤をぶっかけられた少女はすっかり弱っていた。

　それでようやく気が済んだ直人は、消火器を静かに地面に置く。

　改めて、少女を見る。

　彼女は体中白いものにまみれて、地面にへたり込んでいた。

「こんな……こんな訳のわからないものをかけられるなんて」

　消火剤に屈くつ辱じよくを感じ、弱々しいながらも直人をにらみつけてきた。

「こんな辱はずかしめをうけるくらいなら──いっそ殺せ！」







　しばらくして、キャンピングカーの中。

　落ち着きを取り戻した直人と少女はコタツを挟はさんで向き合った。

　外の気温同様に室内もすっかり冷えてしまったので、直人はコタツをつけて、少女と共に入っていた。

　新品のタオルで白い泡を拭ぬぐった少女は、直人に向き直って頭を下げた。

「助けてもらったのに、早とちりしてすまない」

「いや、おれもつい魔まがさしたというか、こっちこそごめん」

　直人も頭を下げた。コタツの上で頭を下げ合う二人。

「まだ名乗っていなかったな、わたしの名前はソフィア。王宮生まれで、姫騎士の称しよう号ごうを頂いているものだ」

「これはご丁てい寧ねいに、小お野の直人と申します」

　十年間たたき込まれた癖くせで、直人は思わずピンと背筋を伸のばし、懐ふところに手をやろうとした。それが名めい刺し交こう換かんする時の癖だとすぐに気づき、体に染しみついたそれにちょっとばかり悲しくなった。

　そんな彼に、ソフィアは再び礼を言った。

「助けてもらったのに、申し訳ない。あなたが通り掛かかってくれなかったらどうなっていたことか、本当にありがとう」

「どういたしまして。それよりもあの生き物、えっと──」

「オーク、の事か？」

「やっぱりあれオークっていうんだ。えっと、もしおれが来なかったら、あれにどうされてたんですか？」

「それは──」

　ソフィアの顔は一瞬で真っ赤になった、火の玉を撃うったときに勝まさるとも劣おとらない程ほどの勢いで。

　それをみて、やっぱりそういう事なのかと直人は悟さとった。オークと姫騎士、この上なく定番の組み合わせだ。

　同時に、掘ほり返してはいけない話題だとも気づいた。それで慌あわてて話をそらそうとしたが、あまり女慣れしていない彼はどうすればいいのかわからない。

　なので、苦し紛まぎれに言った。

「ま、まずはシャワーをあびるか？　とりあえず拭ふいたけどそのままじゃ辛つらいだろ」

「こんな辺境の地にシャワーがあるのか？」

　気になる台詞せりふが出てきたが、落ち着いて考えられる状じよう況きようじゃなかった。

　直人はなおも焦あせったまま言う。

「そ、そこがシャワールームなんだ。あとこれタオル、さっき買ったばかりの新品だから。そうだ、シャンプーと石けんも」

　コタツから出て、立ち上がってアワアワと準備する直人。

　一通り必要なものをだしてから、彼はソフィアがまったく動かず、見上げてきている事に気づく。

「どうしたんですか？」

　気になって聞くと、彼女は困った顔をした。

「えっと……」

「はい？」

「出られない」

「出られない？」

　訝しむ直人。

「その……どういうわけか、ここから出たくならないんだ」

　彼女は困った顔のまま、自分が入っているコタツを見つめた。「何故なぜだろう……」と首を傾かしげてもう一度つぶやいた。

「ああ」

　それを見て、直人は納なつ得とくした。同時に、慌てていたのが落ち着いてきた。

　彼はコタツに入り直し、のせていたみかんを取って、ソフィアに差し出した。

「これは……」

「食べてみて」

　すすめると、彼女は少し戸と惑まどった表情をしながらも、言われた通りみかんをうけとって、むいて口に運んだ。

　口に入れた瞬しゆん間かん、凜り々りしかった彼女の顔が一瞬でほっこりとなった。

「ふっ」

「な、何がおかしい」

　笑われたと思ったのか、彼女は必死に取り繕つくろった。

「コタツの魔ま力りよくにとらわれたな」

「やはり魔力のせいなのか！　くっ、わたしともあろうものがこんな罠わなに引っかかるとは、なんたる屈辱！」

「ふふ」

　直人とソフィア、二人は同じ言葉を使っているのに、ちょっとだけ意味合いがずれていた。

　直人はそれを指し摘てきしなかった。なぜなら一瞬顔を赤くしたソフィアが、すぐにコタツの魔力に負けてまた顔がほっこりとなったからだ。

（コタツをつけて正解だったな）

　キャンピングカーのオプション、その選せん択たく肢しを褒ほめられたような気分になった直人は、彼女としばらくの間、コタツのなかでまったりしたのだった。







　姫騎士と生物兵器







　キャンピングカーの中、六畳じよう間の和室。

　直なお人とは畳たたみの上に立って、壁かべに埋うめ込まれている五インチの液えき晶しよう型コントロールパネルを見つめている。

　画面の中には様々なグラフと数字が表示されている。それも彼がオプションとしてつけさせたもので、このキャンピングカー全体のシステムを管理するためのものだ。

　そこにガソリンと電気、水の残量はもちろんの事、太陽光発電の現状から、内外の温度や湿しつ度ど、さらには気圧に至るまであらゆるものを数値化し、表示している。

　様々な数値の中、電気と水の量だけがハイペースで減っていた。

　なぜなら、ソフィアが今シャワーを使っているからだ。

　このキャンピングカー……パトリシアで特にこだわったオプションの一つに、大容量のタンクと高性能ボイラーによるシャワー機能があって、それによって通常の建物とほとんどかわらない感覚でシャワーを浴びる事ができる。

　そのこだわりのシャワーの初めてをソフィアにささげたのだが、ある意味これでいいと直人は思った。

　なぜなら使用中に本来なら確かく認にんできないコントロールパネルを、自分の目で確かめられたから。結果オーライだ。

　そうして全体のシステムが機能している事を確認した直人だったが、二つ、エラーを出している項こう目もくを見つけた。

　ＧＰＳと、ネットワークの現状をしめす項目だ。

　ＧＰＳはＮｏｔ　Ｆｏｕｎｄとなっていて、ネットワークは圏けん外がい表示されている。

　エラーこそ出ているが、現状を踏ふまえるとむしろ正常に機能しているとも言える。

「通信系だけ全ぜん滅めつって、やっぱり異世界だからかなあ。まあオークとか、火の玉を手のひらから出す姫騎士がいる時点でなあ……」

　つぶやきつつ、今度はちゃんと機能している気圧の項目をみた。

「気圧は九百五十──大体標高五百メートルくらいか。元の世界の常識が通用すればだけど」

　頭の中でざっくりと計算しつつ、モニターを見つめ続けていた。

　ふと、水の残量が早くも半分を切っている事に微かすかな驚おどろきを覚えた。

　原因はもちろん、ソフィアが使っているシャワーだ。

「……ごくり」

　思わず喉のどが鳴ってしまった。

　パネルは運転席側にあって、シャワー室は車体の後方にある。

　彼はさっきから、それを見つめることで「シャワー」から意識を逸そらそうとしていたのだ。

　が、そのパネルに示された極きよく端たんな数字の減りで、結局はその事を思い出してしまう。

　思わずチラッ、と背中越ごしに背後をみた。

　シャワー室の前、脱だつ衣いカゴ。そこにソフィアが脱ぬいだ服と鎧よろいを見つけて、彼はまた喉を鳴らしてしまう。

「もしも──」

「──っ！」

　水音が止やんで、中からソフィアの冷たい声が聞こえてきた。

　その声に心臓をわしづかみにされたかのようだ。

「覗のぞいたら……どうなるかわかってるな」

「ののの覗くわけないだろ、会社の中でも草食系男子で有名なんだぞおれは」

「その意味はわからんが、ならいい」

　そうとだけいうと、またシャワーの水音が聞こえてきた。

　このままじゃヤバイ、と直人は慌ててドアを開けて、キャンピングカーの外に逃にげた。

　夕焼けに染まる車の外、モニターに外気温十五度と表示されたそこはやはりちょっとだけ肌はだ寒ざむかったが、それがかえって良かった。

　そこにしばらく立っていると頭が冷えてきたからだ。

　冷静になった彼は手をこすりつつ、キャンピングカーの周りをくるっと一周した。

　周りに木や草など様々な植物があった。

　ほとんどが見た事のないもので異世界の植物かなと思ったが、機械とは違ちがって、植物でパッと見てわかるのは子供の頃ころにさんざん綿毛で遊んだたんぽぽくらいなので、判断がつかなかった。

「足が生えて歩ける木とか、触しよく手しゆがにょろにょろした花とかだったらわかりやすいんだが」

　それくらい突つき抜ぬけてたらなあと軽くため息をついた。

「本当、ここはどこなんだろうな。今まで聞いた固有名詞はオークと姫ひめ騎き士し……、異世界かゲームの中とかそういうのかなあ」

　独りごちて、夕焼けの空を見上げる。

　ソフィアを襲おそっていたオークの姿を思い出す。

　豚ぶたの頭と、良くも悪くも相撲すもう取りみたいな体をしている不思議な生き物。

　かつてカンガルーの写真を見た時は「リアル獣じゆう人じんだ！」という感想を持ったことがあるが、さっきのオークはファンタジー的なリアリティを持った獣人だ。

　見た目もさることながら、その反応である。

「着ぐるみとかじゃないよなあ……バスに轢ひかれそうになってもオゴオゴって演技できたらすごいわ」

　その時の事を思い出し、苦笑いする。

　異世界かどうかを判断できる材料を求めて、彼はもう少し捜そう索さく範はん囲いを広げることにした。

「クゥーン」

　聞き覚えのあるタイプの鳴き声が聞こえた。一発で犬のそれだとわかる鳴き声である。

「豚男の次は犬耳っ娘こか？」

　的外れな期待を持ちつつ、声の方向に向かっていく。

　そこにいたのは期待した人ひと形がたの犬ではなく、普ふ通つうの柴しば犬いぬによく似た見た目の子犬だった。

　その子犬はモンスターに囲まれていた！

　そう、モンスターだ。

　二足歩行しているオークと違って、それは巨きよ大だいなゼリーのように半はん透とう明めいで、地面を這はって動くもの。スライム、という名前が頭に浮うかぶ。

　スライムはざっと数えて十匹ぴき以い上じよういて、地面を這って子犬に近づいていく。

「助けなきゃ」

　追い詰つめられた先でどうなるのかわからなかったが、子犬の怯おびえた瞳ひとみを見てわかりたくもないと思った。直人は足元に転がっていた棒きれを拾い、へっぴり腰ごしながらも構えた。

「待て！」

　子犬のために飛び出そうとしたその時、背後から凜々しい声が彼を呼び止めた。

「ソフィア!?」

　声を上げて振ふり向く、そこにシャワーを浴びているはずの、鎧姿のソフィアが立っていた。

「わたしがやる」

　彼女はそう言って直人を追い越こし、一歩前に進み出た。

　瞬間、直人はほっとしてしまった。手の中にある棒きれなんかより、姫騎士の凜々しい姿に安心を覚える。

　一方、スライムたちはソフィアが現れたのを機に一いつ斉せいに動きを止めた。一呼吸間をあけたあと、今度は一斉にソフィアの方に向かってきた。

　直人ではなく、明らかにソフィアの方に。

「やはりこっちに来るか。種族としての摂せつ理りを踏み外した者どもめ」

　どういう意味だろうか、と直人が思っていると。

　直後、彼女の髪かみの色が変わった。ついさっき炎ほのおの玉を撃うったときと同じ、静かに輝かがやく銀色から燃えるような赤に変わり、風もないのにふわりと火の粉をまき散らしながらなびきだした。

　両足を肩かた幅はばほどに広げ、右手を突き出す。炎の玉を次々とスライムに向けて撃った。

　全弾だんが命中し、スライムは一匹残らず焼き尽つくされた。

「おお、すげえ」

　一いつ瞬しゆんでスライムの大群を焼き尽くしたソフィアに、直人は感心して思わず手を叩たたいた。

　なんとなくだめな人かもしれないというイメージがつきかけていた彼女を盛大に見直した。

　自分が株を上げたことも知らずに、ソフィアは子犬のほうを向いて、手を差し伸のべた。

「さあ、もうだいじょうぶ──」

　話しかける途と中ちゆうで、子犬は怯えた鳴き声を出し、しっぽを巻いて逃げ出した。

「怖こわかったんだなあ……」

　助けたは良いものの、やり過ぎて、助けた相手にもどん引きされるというのは、ままあることだ。

　子犬に逃げられたソフィアは手を差し出したまま固まっていた。銀色に戻もどった綺き麗れいな髪が哀あい愁しゆうを誘さそう。やがてその手は力なく垂れ下がり、気持ち肩かたを落としてしまう。

「ま、まあ気にするな」

「気にしてはいない」

　慰なぐさめると、ソフィアはキリッ、と表情を作った。顔を上げて、直人をまっすぐ見つめる。

　そんな凜り々りしい姫騎士らしい表情できびすを返し、キャンピングカーに戻っていく。

　明らかに意地を張っている後ろ姿を気の毒に感じた。

　彼女を慰めようと思った。

　後ろから追いつき、声をかける。

「お茶、飲むか？」

「茶？」

「ああ、お茶。そうだ、せっかくだから縁えん側がわで飲もう」

「エンガワ？」

　ソフィアは首を傾かしげて、平へい坦たんな発音でオウム返しした。

　コタツの時も似た様な反応をしていたので、知らないものなんだな、とすぐに理解した。

　キャンピングカーに戻ってきた直人は側面の入り口ではなく、車体後方に回って、そこのドアを開いた。

　メーカーオプションにはない、オーダーメイドの縁側。

　その縁側と空を一度見比べてから、今度は運転席に乗り込むと、車を動かして車体の向きを変えた。

　車の後ろを──縁側を夕日の方に向けたのだ。

「これは動くものだったのか!?」

　キャンピングカーが動いているところをはじめて見たソフィアは驚いたが、それは今重要な事ではない。

　縁側ごしに差し込む夕日。彼はその光景に満足した。

「ナオト？」

「あんたはそこに座って、少し待ってて」

「ここか？」

「そうだ、そこでちょっと待ってて」

　夕焼けに染まる縁側に座ったソフィアを確認してから、直人は中に入って、キッチンスペースで湯を沸わかし、パックの緑茶を湯飲みにいれた。それをもって縁側に戻ると、訝いぶかしむソフィアに手て渡わたす。

「はい、どうぞ」

「これは……文字か？」

「うん？　ああ湯飲みに書いてあるこれか。寿す司し文字っていうんだ」

「スシモジ」

「それはどうでもいいから、ここでお茶を飲んでみて？　お茶はわかるよな」

「茶は、まあよく飲むが……」

　ソフィアは少し迷って、上品に茶を一口飲んだ。

　直人のこだわりとして、ここはズズズと音を立てて飲んでほしかったが、パスタを食べ慣れた欧おう米べい人にラーメンを振る舞まうような割り切りであきらめた。

「あぁ……」

　ソフィアの口から息が漏もれる。

　効果あり、と見た直人は更さらに追つい撃げきをしかける事にした。

　今度はホームセンターで買ったガラス製の風ふう鈴りんを取り出し、縁側の上に取り付けた。

　そこに、ちょうど風が吹ふく。チリン、と綺麗な音が鳴った。

「ほわ……」

　鎧よろい姿の姫騎士がほげえ、となった。

　夕焼けに染まる縁側、熱々の日本茶、風鈴が奏かなでる音色。

　シナジーを生む三コンボ。

　姫騎士にとって、もはやオーバーキルも同然で、さっきまでの凜々しさをすっかりなくしてしまっていた。

「ふっ」

「──はっ！」

　我に返ったソフィア、顔を真っ赤にして、微笑ほほえんでいる直人をにらんだ。

「き、貴様、また妙みような魔ま法ほうを使ったな」

「空間魔法ってやつかもな」

「くっ、この卑ひ劣れつ漢かんめ」

「ちなみに言っとくけど、まだまだこんなもんじゃないぞ。この縁側は夏になってから本領を発揮するんだからな」

「なっ──」

　絶句するソフィア。今し方体感したことで、夏になった時の事を想像したのだろう。

　コタツの時もそうだが、彼女の反応はいちいち面おも白しろくて、からかいたくなってしまう。

「その時どうなるのか、くく、楽しみだな」

「くっ……こ、こんなところにいられるか！」

　ソフィアは湯飲みを縁側に置いて、立ち去ろうとする。

「くぅーん」

　彼女を呼び止めようとしたが、その前に聞き覚えのある鳴き声が割り込んできた。

　声の方に目をむけると、さっきの子犬が木の陰かげから顔を出して、こっちの様子を窺うかがっているのが見えた。

「戻ってきたんだ」

「あっ、こっちに来る」

　柴犬のような子犬はソフィアの横を通り、縁側に登ってきた。体が小さくて苦労していたが、何とか自力で登る事ができた。

　夕焼けに染まる縁側に、子犬はそのまま伏ふせた。

　縁側デビューした異世界子犬。

　その姿はとてつもなく可愛かわいかった。

「ほにゃん……」

　ソフィアの顔がだらしなくにやけてしまうくらいには可愛らしかった。

「ソフィア」

「……はっ」

「こんなところにいられるか、だったよな」

「うっ」

「なら、部屋の中に戻ってもいいんだぞ」

「い、いや。この子犬がまた狙ねらわれるかもしれん。一度助けたのだから、最後まで責任を持つ」

「……つまり？」

「ここにいてこの子を守る」

　そう言って縁側に座り直したソフィア。

　意地っ張りなソフィアに、今度は直人がほっこりさせられた。

　直人も縁側に座った。

　二人と、一匹。

　チリン、と風鈴が鳴った。







　姫騎士と移動する兵器







　夜、キャンピングカーの中。

　直なお人とは運転席でハンドルを握にぎり、車を走らせていた。

　フロントガラスの向こうでヘッドライトに照らし出されているのは、一直線にのびた土の道である。

　現代日本のアスファルト道路の快適さに比べれば天と地ほどの差があるが、車が走れないほどではない。時速二十キロ程度のスピードで、パトリシアは大して揺ゆれず走行していた。

　運転する彼の後ろにある居住部分の六畳じよう間和室には、鎧姿のソフィアと子犬がいた。

　子犬は畳たたみの上に腹ばいになっていて、ソフィアは少し離はなれたところからそれを見つめていた。

　学生時代、レンタルワゴンで友だちと旅行にいった時、運転中にみんなが後ろの席でトランプしていた時の事を思い出した。

（あれはあれで楽しかったな）

　そう思い、今回も同じような気分になった。

　それを思い出させてくれた一人と一いつ匹ぴきをバックミラー越ごしに見て、確かく認にんするようにソフィアに問いかけた。

「湖にはこの方向のまま行けばいいのか」

「そうだ、ここから南に少し下ったところに大きな湖がある」

「南か」

　直人はスピードメーターの横にあるコンパスを見る。機能しているそれは進路がちゃんと南になっている事を示している。

「それなら、とりあえず水の補給は何とかなるな」

「すまない、わたしがシャワーで大量に水を消費したからなのだな」

「いや、水はいいんだ。湖とか川とかあれば補給ができるんだからな」

　問題があるとしたらガソリンだ、と直人は思った。

「一応聞くけど、ガソリンってわからないよな」

「がそりん、か？　すまない、聞いた事はない」

「まっ、あったところで原油だろうな」

　一応聞いてはみたけど、その存在に期待はしていなかったので、落らく胆たんはしなかった。

　同時に、悲観する事もなかった。

　結論からいうと、彼にとってガソリンは「何が何でも必要なもの」じゃないからだ。

　このパトリシアはガソリンがなくても、丸一日の太陽光充じゆう電でんで何分かは車として走れるほどのオプションをつけているし、車として動かさなければ家電用は余よ裕ゆうで足りてしまう。

　ガソリンがないことによる影えい響きようは、長ちよう距きよ離り走行ができるかできないかだけだ。

「なきゃないで、のんびりやりゃいいだけだし」

　一日五分間車を動かして適当に旅していく、それでいいんじゃないかって直人は思った。

　十年間にわたる社しや畜ちく生活の反動で、今はとにかくのんびりしたいのだ。

「なにか言ったか？」

　聞いてくるソフィア。直人は答えるかわりに、彼女と出会ってから気になっていた事を質問した。

「あんたは、これに驚おどろかないんだなって言ったんだ」

「これって、この民家の事か？」

「車なんだが」

　指し摘てきするが、民家と言われて悪い気はしなかった。

「そういえば車輪がついてたな。そうか車か」

「ああ」

「しかしこの居住性……さしずめ移動する民家、といったところか」

「移動する民家か、おれのいた世界──国だとキャンピングカーかモーターホームっていうんだ」

「聞いたことのない言葉だ。このようなものも初めて見る」

「なのに驚かないんだな、こんなのを見たら普ふ通つう驚くだろ──これとか」

　直人は手元にあるスイッチを押す。天てん井じようにあるＬＥＤ電灯のスイッチで、それで六畳間の電気が消えて、また点ついた。

「こういうのは見た事ないだろ？」

「ないな。そもそも熱を持たない明かりなどみた事もない」

　オークに襲おそわれかけた魔法を使う姫騎士。その情報からこの異世界の科学レベルを予想してその事を聞いたが、予想は大体合っているようだ。

「それにしても、初めて見たものばかりなのに驚かないんだな」

「父上の教えだ」

　そう前置きするとともに、彼女は畳の上で背筋を伸のばした。

　バックミラー越しにみてハッと息を吞のむほど、凜りん然ぜんとした美しい姿だ。

「見えるものには驚くな、お前に見えるものはすべてこの世の理ことわりの中にあるものだから、知らないものを非常識なものだと思ったとしても驚かずまずは受け入れろ、と」

「なるほど、それで驚かなかったのか」

（かわりにいろいろダメだったけど）

　密ひそかにそう思うが、口には出さない。

　ソフィアはなおも言う。

「それに、以前同盟を結んだ西方の帝てい国こくに赴おもむいたとき、帝国が誇ほこる最強の移動要よう塞さいを見せてもらったこともある。移動要塞があるのなら、移動する民家があってもおかしくはない」

「すごい言葉が出てきたけど、まあたしかにそれの下くらいの互ご換かんにはなるよな」

　ソフィアの言葉に、直人はニンマリとなった。

　はじめてリアルで耳にする移動要塞という言葉そのものよりも、自じ慢まんのキャンピングカーがそれと同じカテゴリーに入れられた事の方がうれしかった。

　移動要塞、キャンピングカー。

　いずれもガジェット、メカ好きの男の心をくすぐる言葉である。

「よかったな、パトリシア」

　まるで頭をなでるようにダッシュボードに触ふれていると、背後からソフィアの声が聞こえてきた。

「ああ……」

「どうした？」

「い、いや、なんでもない」

　ソフィアは慌あわてて否定するが、その反応でますます気になったので、直人は運転したままバックミラー越しに彼女の方を見た。

　コタツの横に鎧よろい姿のソフィアと子犬がいた。一人と一匹は共にコタツの横にいるのだが、微び妙みように距きよ離りが離れている。

　手を伸ばしても微妙に届かない程度の距離。

　ソフィアは畳の上に伏せている子犬を食い入るように見つめている。直人と話していて、父親の言葉を説明するのを除くと、ずっと子犬を見つめている。

　バックミラー越しにもわかるほど目はそわそわして、手がうずうずしている。

（触さわりたいんだろうなあ）

　たまにさりげなさを装って、座ったままずれるように移動し、子犬との距離をつめようとするが、子犬はその度たびにビクン！　となって彼女から距離をとってしまう。

　彼女が動いて、子犬が逃にげる。

　子犬が逃げて、彼女が追いかける。

　その度に彼女は声を漏もらし、落胆する。

　バックミラーでチラ見していただけでも、それは三回も繰くり返された。

　このまま続けていたらコタツをグルグル回る追いかけっこになって、彼女は心を砕くだかれてしまうだろう。

　そんな風に子犬から拒きよ絶ぜつされ続けるソフィアがいい加減不ふ憫びんに思えてきたので、何とかしてやろうと直人は車を止めた。

「ナオト？」

　ロックを外し、回転式の運転シートをくるっと百八十度回して、居住部の方に向けた。

　そのまま立ち上がり、六畳間の姫騎士の横を通って、後方の貯蔵室に向かった。

　扉とびらを開けた貯蔵室の中は雑多なものが入っていた。その中にスーパーで食料を大量に買ったときに入れ物としてもらったダンボール箱があった。

　それを引っ張り出して、和室の方に戻もどってくる。

「それはなんだ？」

「ダンボール箱」

「だんぼーるばこ？」

「ちょっと待って」

　直人は畳たたんだ段ボール箱を開き、底を組み立てて部屋の隅すみっこにおいて、中にタオルを敷しいた。

「ほらわんこ、ダンボール……みかん箱だぞ」

「くぅーん？」

　呼びかけられた子犬は体を起こし、直人とみかんの絵がプリントされたダンボール箱を交こう互ごに見比べた。

　みかん箱、直人、みかん箱、直人。

　そうして交互に見つめていたのだが、みかん箱の方に何か感じるものがあったのか、子犬は次し第だいにみかん箱を見る間かん隔かくが長くなっていった。

　やがて、トコトコと箱の方に向かって歩き出す。

「あっ……」

　声を上げるソフィア。彼女の目の前で、子犬は縁えん側がわに登った時と同じように自力でみかん箱の中に這はって入った。

　そして、箱の縁ふちにあごをのっけて顔だけ出した。

　だらけた、気の抜ぬけた表情をした。

「はわぁーん」

　直前まで背筋を伸ばして座っていたソフィアだったが、子犬とみかん箱のコンビにへなへなとなって、だらしなく目め尻じりが下がってしまった。

　直人も子犬の事を可愛かわいらしいと思ったが、ソフィアほどではない。

「ソフィア」

「かわいぃ……」

「……ソフィア」

「はっ」

　強めに呼んでやると、彼女は我に返り、咳せき払ばらいして取り繕つくろった。

「な、なんだ？」

「芸術品を知ってるか？」

「むっ、馬ば鹿かにするな、確かにわたしは世間知らずだが、芸術品という概がい念ねんくらいは知っている」

「それと同じだ。みかん箱に子犬……これも見て楽しむ、触っちゃダメな芸術的なものだ」

「……そうか！　そういうことだったのか」

　大げさなくらいに驚いて、納なつ得とくしたソフィア。

（驚かないんじゃなかったのか）

「わかった、触らない！」

「そうしな」

　宣言通りみかん箱の子犬に手を出すまいと拳こぶしを膝ひざの上で強く握にぎった姫ひめ騎き士しだったが、すぐに拳から力が抜けて、顔がほっこりしてしまう。

「……ちょろいなあ」

　好意的なニュアンスが含ふくまれたそんな感想が、子犬に夢中になっているソフィアに届く事はなかった。







　姫騎士と箱の中身







　夜の湖のほとり。直なお人とは電動ポンプを使って、湖から水をくみ上げている。

　キャンピングカーの給水口と湖をつなぐポンプは、盛大なモーター音を鳴り響ひびかせながら、シャワーで消費した水を補ほ充じゆうしていく。

　また一つ、キャンピングカーの機能が動作したのを確かく認にんして、顔がほころぶ直人。

　不意に風が吹ふいて、湖こ畔はんに細波さざなみを起こした。半はん袖そでの直人は冷たい風に身み震ぶるいした。

「中に戻ってコタツにでも入ろっと」

「くぅーん」

　ふと、直人の足元から子犬の鳴き声が聞こえてきた。

　いつ部屋から出てきたのか、子犬は彼の足元にいた。

　小さな体をフルに、直人の足に押しつけてくる。

「おーわんこ、みかん箱はいいのか？」

　直人はそう言ってしゃがみ込んで、子犬の頰ほおを軽く押し返してやった。

　すると子犬も体全体を使って押し返してくる。

　しっぽをヒュンヒュンと、風きり音が聞こえてきそうなくらい盛大に振っている。よほど上じよう機き嫌げんなのだろうと、直人にまでうれしさが伝わってきた。

「わん！　わん！」

「あはは、何言ってるのかわからないぞ。せっかくの異世界なんだからお前もしゃべれればいいのに。なあわんこ、お前、名前はなんて言うんだ」

「くぅーん？」

　体を押しつけるのをやめて、しかししっぽは振ったまま、小首をかしげる子犬。

「やっぱりだめか。まっ、そこまで都合よくいかないわな」

　直人は笑って、更さらに子犬とじゃれ合った。手のひらを出すとペロペロとなめてきて、手をあげるとそれを追いかけてぴょんぴょんと跳とびはねた。

「かわいいなあ。そういえば犬を飼いたいなって思ってたんだよな」

　つぶやくようにいい、わしゃわしゃと頭をなでる。

「なあわんこ、ここ、気に入ってくれたか？」

「くぅーん？」

　子犬は小首をかしげ、不思議そうな顔で見上げてくる。

「ここここ」

　直人はキャンピングカーの後ろに回り、ドアを開けて、縁側を開放した。

　夕方、子犬が姫騎士を骨ほね抜ぬきにした舞ぶ台たいだ。

　そこに子犬がポテポテと走ってきて、そろそろ慣れてきた、と思わせる感じで縁側によじ登った。

　そこで犬座りして、直人を見上げる。

「わん！」

「おーそうか、気に入ってくれたか」

「わんわん！」

「縁側に子犬、うん、最高だな」

　上機嫌に頷うなずく直人。この縁側をオーダーメイドした時から、彼はそこに犬か猫ねこがいるという事をイメージしている。

　室内のようで、屋外のような不思議なスペース、日本の心であるといっても過言ではない、縁側という空間。

　実際に子犬がそこにいる光景をみて、直人は気持ちを固めた。

「これも縁だよな」

　子犬とじゃれ合いながら、そんな事をつぶやいた。

　そんな風に微笑ほほえんでいると、ポンプのモーター音の中でもよく通る、キュルキュルな音が聞こえてきた。

　分かりやすい腹の音だが、直人のものではない。

　一変して切なそうな顔をする、子犬のものだ。

「あはは、腹減ったのか。ちょっと待ってな」

　頭をポンポン撫なでてやってから、直人は縁側から六畳じよう間に入って、キッチンスペースにある冷蔵庫を開いた。そこに入っているパックの牛乳を取り出して、まずはマグカップに注いだ。

「温めた方がいいんだったよな、確か」

　前にどこかで見た知識を思い出して、そのマグカップを湯せんで温めてから牛乳を皿に移し替かえ、それを持って縁側に戻ってきた。

　縁側に置くと、子犬はすぐさまそれに飛びついた。

　牛乳を盛った底の浅い皿。子犬は舌を出してペロペロなめた。

　ぺろっとなめて、くるっと皿の周りを回る。

　まるでメリーゴーラウンドに乗っているかのような仕草だ。

「わん！」

　子犬は直人の正面に来ると、顔を上げて鳴いた。そしてまたなめて、回って、正面に戻ってきて、鳴いた。

「どんな飲み方だ」

　そんな風に言いながらも、直人の顔はほっこりしていた。

「そういえばソフィアは？」

　自分以上にほっこりしそうな姫騎士の事を思い出して顔をあげると、数メートル離はなれた先にいつの間にかソフィアが立っているのが見えた。

「ソフィア──」

「くっ、卑ひ怯きようだぞ貴様」

　声をかけようとしたら、どこかで聞いた事のあるような台詞せりふでカウンターを喰くらった。

　直人は「オゴオゴッ」と返事してやりたい気分になったが、それ以上に、彼女がそう言った理由が気になった。

「おれ、何かしたか？」

「待っていろ！」

　ソフィアは質問に答えず、身を翻ひるがえして駆かけ出した。

　夜の湖こ畔はん、銀色の髪かみをなびかせながら、離れたところにある林に向かう。

「あっ、おーい、夜の林は危ないから懐かい中ちゆう電灯もってけー」

　あっけにとられて、ハッとした直人は手をメガホン状にして呼びかけたが、既すでに姿が見えなくなった彼女には届かなかった。

「大だい丈じよう夫ぶなのかな……」

　あとを追いかけたほうがいいのかな、そう、直人が迷っていると。

「なんか光った……ああ、彼女の髪か」

　林の向こうに赤く、揺ゆらめく光が見えた。ソフィアが魔ま法ほうを行使する時の髪の色だとすぐにわかった。

　離れたところからでも、それが周りをよく照らしているのがわかる。

　直人は追いかける事をやめ、縁側に座り込んで、林の中を高速で移動する赤い光を眺ながめて独りごちた。

「便利だなー、魔法って」

　直人の横で、子犬がなおもメリーゴーラウンドを続けている。

　ソフィアにはまったく興味がない様子だ。

「なあわんこ、お前もっとソフィアに優やさしくしてやれ？」

　直人は子犬に語りかけた。

「たぶんなー、おれよりもずっとお前の事気に入ってるからさ」

「わん！」

　子犬は皿から顔を上げて、しっぽを振ふって高い声で鳴いた。

　そのまま近づいてきて、直人に体を押しつけてくる。

　犬の愛情表現のフルコースだ。

「いや、おれにじゃなくて。ソフィアにな」

「わんわん！」

「……ま、いっか」

　言葉が通じないんじゃしょうがないと、直人はあきらめる事にした。

　ソフィアの事はまたゆっくりとやっていけばいい、そう思ったからだ。

　考える事を投げ出した直人は縁えん側がわに座ったままぼけっとした。

　ミルクをなめ終えた子犬が横にやってきて、みかん箱の縁ふちにするように、彼の太ももにあごをのせてきた。目が半開きになって、ぼけっとした顔をする。

　それまで鳴っていたポンプのモーター音が鳴り止やんだ。

　代わりに、子犬のしっぽが静かに揺れて、縁側を叩たたく音がした。

　パサッ、パサッ。

　給水は終わったが、ポンプの片づけはあとでいいや、と直人は思った。

　穏おだやかな時間が、しばらく続いて。

　ふと、赤い光が林を飛び出し、猛もうスピードでキャンピングカーに戻もどってきた。

「いま帰ったぞ！」

　陸上競技で世界新記録を出せるんじゃないかってくらいのスピードで戻ってきたソフィアは、鎧よろい姿でダッシュしたのに、息一つあがっていない。

　代わりに険しい……どこまでも真しん剣けんな顔をしていた。

「どこに行ってた……ん、だ？」

　座ったまま彼女を見上げて問いかけるが、途と中ちゆうで言葉を失ってしまう直人。

　ソフィアが抱かかえている、両りよう腕うでを使って抱えているものに言葉を失ってしまったのだ。

「これを取ってきた」

「それ……もしかしてみかんか？」

「そうだ！」

　彼女はそう言って、みかんを一つとって、直人の目の前に突つきつけてくる。

「それ、どうするつもりなんだ？」

　いやな想像が頭をよぎったけど、とりあえず確認するためにそれを聞く。

「あの箱に絵が描かいてあっただろ！　みかんの」

「ああ……描いてあるな」

　直人は縁側から部屋の中を見た。隅すみっこに、前に子犬が入っていたみかん箱がある。

　ソフィアの言う通り、箱の側部に見み間ま違ちがえようのないみかんが描かれている。

「だからこれをとってきた。そうだナオト、コタツも貸してくれ」

「コタツ？」

「ああ、コタツとみかん、これさえあればわたしにも──」

　そう言って、期待に満ちた眼まな差ざしで子犬を見た。

「あー、意気込んでるところ悪いんだけど、それはだめだ」

「なっ、貴様邪じや魔まをする気か」

「いやそうじゃなくて、その……すごく言いにくいんだけど」

「なんだ？」

「犬って……みかんがきらいなんだ」

「え？」

「というか柑かん橘きつ類るい全ぜん般ぱんの匂においが苦手らしい」

「ウソ……」

　信じられない様な顔をして、子犬を見るソフィア。

　大量のみかんを見たせいか、子犬のしっぽが止まって、みるからに警けい戒かいのポーズをとっている。

「そ、そんな……」

　自分の努力が無む駄だになった、切り札だと信じていたみかんがまったくの逆効果だった。

　そう知ったソフィアは、世界が終わるかのような顔をしてしまう。

　絶望した彼女の腕うでからみかんがこぼれ、地面に落ちた。

「こんな……こんなものなんて！」

　涙なみだ声ごえで振りかぶって、手の中にある最後のみかんを投げた。

　林の方向に、みかんがすっ飛んでいく。ソフィアの悲しさをのせて、飛んで行った。

　なにか言って慰なぐさめようと、直人が思った、その時。

「わん！」

　子犬が急に鳴いて、縁側から飛び降りた。ぽかんとするソフィアをよそに、みかんが消えていった方にかけていく。

「ど、どうしたんだ？」

「……あっ」

　何が起きたのかわからないソフィア、ある事を思い出した直人。

　その直後、子犬がみかんをくわえて戻ってきた。

　みかんをくわえたまま、しっぽを揺らしてソフィアの前に座る。

「こ、これって」

「もう一度投げてあげて」

「あ、ああ……」

　言われた通り、みかんを子犬から受け取って、もう一度投げた。

　するとまた子犬は走って行き、みかんを取って戻ってきて、犬座りでしっぽを揺らした。

「はわーん」

　はじめて自分に向けられたかわいらしさに、姫ひめ騎き士しはいともあっさり陥かん落らくしたのだった。







　姫騎士と朝ご飯







　朝の湖こ畔はん、キャンピングカーの中。

　六畳じよう間の和室、ソフィアはコタツの前に座っていて、直なお人とはキッチンの前で動いていた。

　ＩＨクッキングヒーター、電子レンジ、炊すい飯はん器き。パトリシアの内装をフルに活用して、朝ご飯を作っていた。

「ナオト、それはどんな魔法なのだ？」

「うん？　魔法って何の事だ？」

　手元のフライパンに視線を落としつつ、肩かた越ごしにソフィアに聞き返した。

「ナオトはいま何かを焼いているが、見たところ火は使っていないし、そもそも火をおこした様子がない。どうやって焼いてるのだ？」

「ああ、これはＩＨヒーターっていってな。えっと……」

　言いかけ、ふと、首を傾かしげてしまう直人。

「そういえばＩＨヒーターってどういう原理で熱くなってるんだ？」

　天てん井じようを見上げたポーズで考える。

　同じく調理器具の一種だが、ガスコンロとも電気コンロとも違ちがって、見た目何がどうなっているのかまったくわからないのがＩＨクッキングヒーターだ。

　言われてみれば、当たり前のように使っているが、それをまったく知らないで生きてきた。

「ま、どうでもいっか」

「うん？」

「いやなんでもない。まあ、溜ためた電気を熱にかえる道具だと思えばいい」

「電気？」

「そう、この車は全部電気で、雷かみなりの力……のようなもので動くように作られているんだ」

「なるほど、たしかに雷なら熱をだすな」

　頷うなずき、納なつ得とくするソフィア。

「その雷を消えさせないで、溜めて、好きな時に取り出して使えるのがこの車だ。ああ、太陽の力も借りてるな」

「なるほど、確かに太陽も熱いな」

　ソフィアはいともあっさり納得した。

「……ええ子や」

　思わず、そうつぶやいてしまう直人。

　しばらくして、焼いていたものができあがって、料理が完成した。

　直人は作ったものを、一品ずつコタツに運び、並べた。

「お待たせ」

「これは……見た事のない料理ばかりだな」

「そうなのか」

「ああ」

　頷くソフィアに、それならばと、直人は用意した食事を一つずつ説明してやった。

　つやつやに炊たきあがった白いご飯、湯気立ちのぼる大根のみそ汁しる、皮をかりかりに焼き上げた鮭しやけの切り身に、さわやかなゆずの香かおりが漂ただようお新しん香こ。

　そして──。

「これは……豆なのか？」

「ああ、納豆って言うんだ」

「ナットー」

「そう、納豆」

　白いご飯に一いち汁じゆう三さん菜さい、それが二人分、コタツの上に並んでいる。

　これまで海外に一度も出たことのない直人にとって、家庭的で、見ただけで心安まる光景だ。

　直人はソフィアの向かいに座り、「いただきます」と手を合わせた。

　一方、和室に膳ぜんとは死ぬほどそぐわない鎧姿の姫騎士は、直人の料理を前に唸うなっていた。

「むぅ……」

「どうしたんだ？　食べなよ」

「むぅ……これは、いやしかし……」

　なにやら難色を示しているソフィアは、自分のものと直人のものを交こう互ごに見比べた。

「同じものだ……」

「ああ、まったく同じなのを二人分作ったからな」

「つまり、ナオトもこれをたべる……」

「……そりゃそうだ？」

　さっきからいったい何を、と訝いぶかしむ直人。

　気になって彼女をよく見ると、その視線が朝食全体にではなく、ある一点に集中している事がわかった。

　日本人である直人にとって、国民食といっても過言ではない納豆。

　が、ソフィアは異世界の姫騎士なのだ。

「ああ、納豆の食べ方がわからないのか」

「え、あ、ああ」

「貸して」

　そう言って、直人はソフィアの納豆の器うつわを取って、箸はしでかき混ぜてやった。

「まぜるのか」

「ああ、よく混ぜなきゃダメだ」

「ねばねば……」

「このねばねばが命なんだ」

　軟やわらかく発はつ酵こうした納豆が割れないように優やさしく、しかし遠えん慮りよのない手つきで混ぜてやる。

　シャカシャカ、シャカシャカ。

　一分も経たたない内に、納豆の表面が白い糸に覆おおわれるようになった。

　そこから立ちこめる独特の匂においが、遺伝子に刻み込まれた美味の記き憶おくを呼び起こした。直人の口の中にじゅわり、と唾だ液えきがあふれ出してくる。

　直人は混ぜきったそれを、ソフィアの前に突つきだした。

「はい、どうぞ」

「うっ……」

　彼女は受けとったが、眉まゆをひそめた。

「臭くさい……糸引いてる……」

「あっ、食べる時は気をつけてな。ねばねばがついたら匂いとるの大変だから」

「ねばねば……臭い……」

「あはは、そういう食べ物なんだ」

　ソフィアが難色を示していると、匂いに誘さそわれたのか、子犬がみかん箱から出て、ポテポテとやってきた。

　寝ね起おきらしく、犬特有のとぼけた顔で直人に甘えてくる。

「くぅーん」

「起きたかわんこ、飯食うかー」

「わん！」

「ちょっと待ってな」

　子犬の後頭部を揉もむように撫なでてやってから、立ち上がり、キッチン横の冷蔵庫を開けた。

　ついてきた子犬は直人の足元で、パタパタとしっぽを振ふっている。

「わんこも魚でいいよな」

「わん！」

　まだ残っていた鮭の切り身を一切れ出して、フライパンでじっくり焼く。

　焼き上げたあと、骨をとってから、皿に盛って子犬に出してやる。

「ほれ、食えー」

　子犬がガツガツと食べ出すのを見てから、コタツの前に戻もどってくる。

　そこで、ソフィアがいまだに納豆を持ったまま、唸っていることに気づいた。

「あれ？　どうしたんだソフィア、食べないのか？」

「あ、ああ」

「納豆の食べ方、まだわからないのか。そこにあるご飯の上にかけて食べるんだ」

「こ、この白いのにかけて食べるのか」

「ああ、実際にやって見せたほうが早いかな？」

　直人はそう思い、自分の納豆をさっきと同じようにかき混ぜて、ご飯の上にのせた。

　それをぱくっ、と口いっぱいに頰ほお張ばる。

　納豆の独特の苦みと、白いご飯の甘みが糸によって絡からまり、一つとなって口の中に広がった。

「くぅ────」

　思わず、感激してしまう直人である。

「やっぱり朝はこういう朝ご飯じゃなきゃ！　ここ数年間まともなもの食ってなかったからなあ」

　変へん哲てつもない味だというのに、涙なみだが出るくらい嬉うれしかった。

　今度は鮭の切り身を一口かじった。脂あぶらののった、ほどよい甘みと塩加減が舌の上に転がる。

　みそ汁をずずず、と音を立ててすする。だしのきいたみその味が短冊切りの大根によく染しみこんでいて、全身にも染み渡わたった。

　数年ぶりのまともな朝食に感動し、それに舌した鼓つづみをうっていると、子犬がやってきて、しっぽをふって直人を見上げてきた。

「わんわん！」

「どうしたわんこ、なんだもう食べちまったのか」

「わん！」

「まだほしいのか？　しょうがないな、ちょっとだけだぞ」

　直人は自分の分から鮭を箸で切り分けて、手のひらにのせて子犬に出した。

　子犬は大喜びで、直人の手の上から直接食べた。

　ガツガツと魚をむさぼる子犬に、直人も少しほっこりした。

「わん！」

「もうだめだぞー、残りはおれの分だ」

「くぅーん」

「また昼に作ってやるから」

「わん！」

　後ろ頭をもみもみしてやり、視線を戻した。

「あれ？　まだ食べてないのか？」

「こんなもの……こんな臭いモノ……」

「あー、納豆苦手なのか」

「うぅ……」

　しばらく眺ながめていると、ソフィアがパッと顔を上げて、意を決した顔で納豆を直人に突きだしてきた。

「すまないナオト、これは──」

「いいよ、ってか悪い。こっちも考えなしに納豆なんか出して。おれの故郷でも好き嫌きらいがわかれる食べ物なんだよ」

「そ、そうなのか」

「ああ、だからごめん」

　直人が納豆を受け取ると、ソフィアはみるからにほっとした。

　それに微笑ほほえみ返しながら、受け取った納豆を──子犬に差し出した。

「わんこ、これはたべるか？　納豆だぞー、ミネラル豊富だぞー」

「わん！」

　パタパタしっぽを振る子犬に納豆を与あたえた。

　子犬は大喜びで、口の周りがべたつくのも構わず、納豆にパクつく。

「えっ？」

　それをみて、驚おどろくソフィア。

「た、食べた……」

「犬って結構納豆が好きなんだよ、醬しよう油ゆで味付けしたりネギを入れたやつは毒だからあげちゃいけないけどな。あと人間にはにおいきついけど、犬はそういうの好きみたい」

「なぜそれを早く言わない！」

「えっ？」

「言ってくれたらわたしがあげたのに」

「ああ、そうか、そうすれば良かったのか」

「もういい！　ナットーがダメでも、この野菜を──」

「あ、お新しん香こは塩分強いから犬にはよくないぞ」

「なに？　じゃあこの汁しるを──」

「みそ汁も塩分マシマシだ」

「この魚──」

「ゴメン、人間用だから塩振ってあるんだ。おれがもう一口自分のをあげちゃったしこれ以上は」

「じゃあこの白いの──」

「穀物はあまり消化によくないんだよな、肉食動物だから」

「だったら何で餌え付づけすれば良いんだ！」

「餌付けって言い切るのか……」

　涙を溜ためて、恨うらめしそうににらみつけてくるソフィアに、直人はかける言葉が見つからなかったのだった。







　姫騎士とハーフエルフ







　昼間の街かい道どう、停車しているキャンピングカー。

　直なお人とは百八十度回転して室内側に向けた運転席に座り、事の成り行きを見守っている。

　視線の先、六畳じよう間の和室で、ソフィアはある少女と向き合っている。

　少女は畳たたみの上に正座していて、膝ひざの上に握にぎり拳こぶしを置いてシュンとしている。

　そんな彼女をみて、直人は久しぶりに異世界にやってきた実感が湧わいている。なぜなら少女の耳が普ふ通つうの人間にはありえないくらい、横向きにツンと尖とがっていたからだ。

「エルフ、ってやつか」

「ハーフエルフだ」

　即そく答とうするソフィア、何かこの世界の人間だけにわかる違ちがいがあるのだろう。

　ソフィアは直人に答えたあと、いかにも怒おこっているという顔で少女を問い詰つめた。

「答えろ、何故なぜ空き巣に入った」

「……」

「答えろ」
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　強い口調で、更さらに問い詰める。

　明らかに怯おびえているハーフエルフの少女を見て、直人は「そこまでしなくても」と思った。

「なあソフィア、もういいじゃないか」

「良くない！」

　姫騎士は怒った様子で言う。

「こんな悪逆非道な事を許すというのか、直人は」

「大げさだなあ、冷蔵庫の中の食べ物を食べられただけじゃないか。そもそもキャンピングカーに空き巣っていうのも……」

「食べられただけだって？」

　少女に向けたもの以上の怒いかりで、ソフィアは直人をにらんだ。

「その食べられたものが問題なんだ！」

「納なつ豆とうだろ？　ソフィアは食べないからいいじゃないか」

　そう、コタツの上には空になった納豆のパックが証しよう拠こ品として置かれている。

　直人とソフィアが車を少し離はなれていた間に、少女が侵しん入にゆうして、冷蔵庫の中にある納豆を食べたのだ。

　正直直人からすれば、納豆よりもとっておきのちょハっとー高いゲカップ○ダアイスツツを食べられた方が痛いのだが、それでも激げき怒どする程ほどの事ではない。

　が、ソフィアにとってはそうじゃなかったようだ。

「ナオトはナットーを食べ尽つくされてなんとも思わないのか」

「いやあ……」

「こんな……こんな事になるなんて。ナットーがなくなったら、わたしは、何をあの子に食べさせればいいというのだ！」

　ソフィアは子犬を指して言う。みかん箱の中で顔を縁ふちにのせて昼ひる寝ねしている子犬を見て一いつ瞬しゆん顔がほころびかけたが、慌あわてて咳せき払ばらいして怒りを呼び戻もどした。

「あっ、自分で食べるんじゃないんだ」

「当然だろ！　子犬がわたしに懐なついたら自分で食べさせようと思っていたのだ！」

「いや食べ物だし、その頃ころには腐くさってるだろ」

「元から腐ってる食べ物ではないか！」

「……よくお気づきで」

（本当は発酵だけどな）

　苦笑いする直人。そう言われると返す言葉がない。

　ソフィアは怒りを持続させたまま、ハーフエルフの少女に向き直る。

「わかった、何故空き巣を働いたのかはもう聞かない。それよりもお前の家だ。住んでる村か町を教えろ」

「家……？」

　少女はおずおずと、上うわ目め遣づかいでソフィアの顔色を窺うかがった。

「そうだ、お前の家に行って、親にちゃんとしつけてもらうように言う。少なくとも空き巣分はな！」

　まあそれくらいは当然か、と直人は思った。

　良くないことであるのは確かなので、親にしかってもらうくらいはやるべきだと思う。

　まだ少女なので、このまま、なあなあにしてしまうのは彼女の未来にとってプラスではない。なので口を挟はさまず見守っていたのだが、聞かれた少女はそのままうつむいてしまう。

「お父さんとお母さん、いない」

　と答えた。

「えっ？」

「遠くに、いっちゃったの」

「むっ」

　瞬しゆん間かん、表情を変えるソフィア。

　やったのが幼い少女で、被ひ害がいが食べ物、さらにハーフエルフで、親はいない。

「数え役満だな。ハーフドエルフラがいくつ乗るのかにもよるけど」

　これはちょっとでも同情心のある人間なら責められないぞと、直人は思った。

（ソフィアなら、なおさらだな）

　そう思っていると予想通り、ソフィアの態度が一瞬で軟なん化かした。

　表情から、ハーフエルフの少女に同情しはじめたのがありありと見て取れる。

「お前……親がいないのか」

「うん、家にいない」

「そうか」

　しばし、沈ちん黙もく。

　もともとさほど怒っていなかった直人は完全に許している。ソフィアはといえば、空になった納豆のパックと少女を交こう互ごに見つめて悩なやんでいる様子。

　短いつきあいだが、直人は完全に確信している。

　彼女なら、必ず堕おちるだろう、と。

　しばらくして、ソフィアは一度天を仰あおいでため息をついて、言った。

「それなら……仕方がない」

「ソフィアはいいのか？」

「当然だ」

「あの……許してくれる、の？」

「ああ」

「ありがとう！」

「ところで、お前の名前は？」

「ミミ！」

「ミミか。ミミはどこか行くあてはあるのか？」

「うん、お父さんとお母さんを捜さがしに行くの」

「そうか」

　かわいそうに──と思いかけたその時。

「はねむーんって、どこなのかな」

「そうか……って、え？」

「え？」

　直人とソフィアは同時に声を上げた。

「ハネムーン？」

「うん、お父さんとお母さん、あたしを置いてはねむーんっていうところに行ったんだ、二回目だって。それを追いかけてるところなんだ」

「……」

　さっきとはまるで違う、キャンピングカー内部に響ひびき渡わたる高くて明るい声ではきはきと受け答えした。

「……一いつ緒しよに行こう」

　ソフィアは低い声、なにやら怒りを押し殺した様な声で言った。ぶつぶつ何かいうその姿は怖こわかったが、直人は気づかないふりをした。

　子供を産んだあともラブラブで二度目のハネムーンにいく夫ふう婦ふはどうかと彼も思うが。同行の許しが出た途と端たん、パアと表情が明るくなった少女をみて、彼も明るくなっていくのを感じたから。

　少女の未来のために、彼は言った。

「話は全部わかったけど、これからは黙だまって人んちに入って食べ物を漁あさったらだめだ。いけないことだって、わかるよね」

「うん、ごめんなさい……」

「いいよ」

　そういって、ミミの頭を撫なでてやった。素す直なおに謝れる子なら、これくらいでいいと思った。

　ふと、騒さわぎに起こされたのか、子犬がみかん箱を出てポテポテとやってきて、ミミの前に座った。

「わん！」

「うわー、可愛かわいいわんちゃん！」

「だろ！」

「なぜソフィアが威い張ばる」

「本当にかわいいね」

　ミミは子犬を撫でた。子犬は大喜びでしっぽをふる。

　あどけない少女にじゃれつく子犬。微笑ほほえましい光景で、直人は目を細めてそれを見守っていた。

　緩ゆるやかな空気が流れる。

　──と思いきや。

「わんわん！」

「オゴ！」

　少女が啼いた瞬間、ソフィアはびくっとなって、車内の空気が凍こおりついた。

「オゴ？」

　一件落着したあと、穏おだやかな気持ちになっていた直人は眉まゆをひそめた。

　それ以上に、ソフィアが完全に固まってしまった。

　まるで、石像にでもなってしまったかのように。

「わんわん！」

「オゴオゴ！」

「わーん！」

「オゴォー！」

　じゃれ合う二人、やがて子犬は腹を出して、ミミがそれを撫でた。

「そかそか、わんちゃんはこのお兄ちゃんに拾ってもらったんだね。あたしと一緒だね」

「なあ」

　気になった事を聞くため、直人はミミに声をかけた。

「なに、お兄ちゃん？」

「なあミミ、いまのはなに？」

「今の？」

「オゴオゴってやつ」

「お父さんたちの言葉だけど？」

　ミミはさも当たり前のように答えた。

「……お父さんたち？」

「そう、お父さんと、その周りにいる人たちはみんなこう喋しやべるの」

「みんな？……あんたのお父さんとお母さん、どういう人なんだ？」

「こういう人！」

　少女は大喜びで、襟えり元もとからペンダントを取り出した。木き彫ぼりのペンダントで、ペンダントトップに一組の男女（？）が彫ほられている。

　片方は豚ぶた面のオークで、片方は尖とがった耳に騎き士しの鎧よろいを纏まとったエルフの女。

　ペンダントには、二人が寄り添そい合っている姿が彫られている。

　まるで──夫婦のように。

「オークと……エルフか？」

　直人は確かく認にんするように聞いた。

「うん！　あっ、村の人たちはみんなこういってるよ、『オゴォォォォ』って」

「それもオークの言葉か？　っていうかどういう意味!?」

「えっと、こっちの言葉だと……美女と野や獣じゆう！」

「ああ、なるほど」

　直人は頷うなずき、更さらに聞いた。

「つまり、きみはオークとエルフのハーフってことか」

「うん、あっ、お父さんは村の王様で、お母さんはどっかの国のお姫ひめ様だったって」

「……オークキングとエルフの姫か、でもってバイリンガル……倍率ドンだな」

　直人はソフィアの方を向いて。

「こういうのってよくあるのか？」

「……」

「ソフィア？」

　異世界の常識はわからないので聞いてみようと思っていたのだが、彼女はいまだに固まっていた。

「……そんなにショックなのか」

「わんちゃんー、オゴッ」

「わん！」

　子犬とじゃれ合うミミ。

　ソフィアを行動不能に追い込んだオークの鳴き声ことばをしているが、直人はそれを可愛らしいと感じている。

　彼の耳には、子供が動物の鳴き真似まねをしているようにしか聞こえないからだ。

　が、ソフィアにとってはそうではないようだ。

「う、うう……」

　しばらくして、顔面蒼そう白はくになりながらも、なんとか戻ってきたソフィア。

「大だい丈じよう夫ぶか？　顔色が悪いぞ」

「すまん……大丈夫じゃない……。昔からオークだけは苦手なのだ、どういうわけか。エンシェントドラゴンと対たい峙じした時でさえこうはならないというのに……」

「まっ、姫ひめ騎き士しだからだろうな」

「そんなバカな話があるか！　そんな事とオークが苦手なのにどんな関係がある」

「……ないんだけどね」

　普ふ通つうは、と直人は心の中で付け加えた。

　それでも苦手という事にものすごく納なつ得とくする直人。

　なにしろオークと姫騎士である、むしろ当然だと彼は密ひそかに思った。

「で、どうする？　ミミをこのまま引き取るか？」

　聞くと、ミミの手が止まり、ソフィアを見つめた。

　じっと姫騎士を見つめる、少女らしい無む垢くな瞳ひとみ。

　ソフィアには到とう底てい、あらがえない瞳だ。

「も、もちろんだ。このわたしに二言はない」

　いうと、ミミは大喜びでソフィアに抱だきついた。

　あどけない少女の、素直な愛情表現。

「はわーん、お母さんと同じ匂においがする……」

　それを受けたソフィアの口元に微かすかな笑えみが浮うかびかけたが。

「わん！」

「オゴっ！」

「──っ！」

　すぐに、また真っ青になって固まってしまう。







　この日から、ソフィアは毎晩ミミの寝言オゴオゴに悩なやまされてしまうのだった。







　姫騎士と即席ボール







　昼下がり、キャンピングカーの中。

　コタツを囲む三人と一いつ匹ぴき。そこだけを切り取れば、若夫婦に娘むすめに飼い犬と、一いつ般ぱん的な家族の日常に見える。

　そんな中、窓から射さし込む陽光に、ソフィアはうつらうつらとしている。

　一方で眠ねむ気けから程ほど遠とおいミミは、あごを畳たたみにつけて寝ねている子犬の肉球を揉もみしだきながら、直なお人とに話しかけてきた。

「お兄ちゃんも、お姉ちゃんとはねむーんにいくところなの？」

「いやちがうよ。彼女の事はわからないけど、おれは老後を送ってるって感じかな」

「ろーご？」

　ミミはちょこん、と首をかしげ、直人を見上げた。

「ろーごってところにいくの？」

「老後は場所じゃなくて……こういう生活をいうんだ」

　直人はそう言い、ソフィアを指さした。

　日だまりとなった六畳じよう間和室で、寿す司し文字の湯飲みに軽く触ふれたままうたた寝するソフィア。

　直人がずっと夢見ていた生活のワンシーンだ。

「こういうの、いいだろ？」

「うん！」

「あとは彼女の膝ひざの上に猫ねこでも乗ってれば完かん璧ぺきだったけど」

「くぅーん」

　寝ていた子犬が顔をあげて、切ない顔で訴うつたえかけてきた。

　犬はだめなの？　としょげているような顔だ。

「はは、おいでわんこー」

「わん！」

　呼ばれてやってきた子犬を抱き上げて、上半身だけ自分の膝の上にのせた。

　膝に前足をのせて、下あごを体にくっつけて、見上げてくる子犬。

「うん、犬だと無敵だ」

「無敵だー」

　楽しげに直人の台詞せりふをリピートしたミミは、ソフィアの方を見て、何かに気づいて声を上げる。

「あっ」

「どうした」

「お姉ちゃんよだれ垂れてる」

「うん？」

　ミミの言葉に、直人はソフィアの顔を見た。

　首をガクン、ガクンとさせてうたた寝しているソフィア。ミミが指し摘てきしたほどおおげさなものではなかったけど、確かにちょっとだけ口の端はしからよだれが出ていた。

「ま、この暖かさじゃな」

　車外はちょっとだけ冷えるが、キャンピングカーの内部は室温二十三度、湿しつ度ど五十パーセントとコントロールパネルが表示している。居間として最も快適な環かん境きように保たれている上に、窓からうららかな日差しが射しこまれている。

　そこで昼ひる寝ねしたら、よだれの一つや二つは当たり前に出るだろう。

「お兄ちゃん、なんか拭ふくものない？」

「ほら」

　聞かれる前から準備していた直人は、天てん井じよう近くの収納からハンドタオルを一枚抜ぬき出し、ミミに手て渡わたした。

「ありがと！」

「そっと拭いてあげてな。せっかく気持ち良く寝てるのに、起こしたらダメだぞ」

「うん！」

　ミミは大きく頷き、そそそ、とソフィアの横に移動した。

　そしてハンドタオルを使って、ツンツン、ツンツンと口の端を拭いてあげた。

「んん……」

　身をよじるソフィア、しかし起きる気配はない。

　ミミは更にツンツン、ツンツン、と拭いた。

　普通に拭いた方がいいんじゃないかと直人が思っていると、不意に、ソフィアがまぶたを閉じたままにやけだした。

「ふふ……」

「お姉ちゃん笑ってるね」

「なんかいい夢でも見てるのかな」

「しゅごーい……」

「その寝言はだめだろ……似合ってはいるけど」

「犬が……いっぱい……一〇一匹……」

　情景が想像できてしまう寝言まで言い出したソフィア。

「わんこが一〇一匹だって」

　戻ってきて、タオルを返したミミがいった。

「それは楽しそうだな」

「うん！」

「……みかん箱も……一〇一個」

「……それは楽しそうだな」

　直人は微び苦く笑しようし、一〇一匹の子犬が全員みかん箱に入っている光景を想像した。

　想像の中では、犬だけではなくミミまでもが登場して、一匹一匹撫なでていき、もふもふして回る。

　鳴いた犬のところにパタパタと駆かけ寄って、もふもふ。離はなれたところで違ちがう犬が鳴いたらまたパタパタと駆け寄って、もふもふ。さらに違う犬が──。

　そんな光景を、直人は想像した。

「……キュン死しかねないな、人によっては」

「きょんしー？」

　小首をかしげ、愛らしく聞き返す現実のミミ。

「キュン死、な。意味は──ほっこりしてて、すごく楽しいって事だ。一〇一匹のわんこがいたら楽しいだろ」

「うん、すごく楽しい！」

　ミミは大きく頷うなずき、子犬に向かって。

「わんちゃん。わんちゃんはどうしたらふえるのー？」

　と、赤ちゃんはどこから来るの？　みたいな聞き方をした。

「わんわん」

「そっか、そーなんだ」

　うんうんと頷き、今度は直人の方を見て。

「お兄ちゃん、ボールってある？」

「ボール？」

「うん、わんちゃん、ボール大好きだって」

「ああ、ふえる話じゃないんだ」

　てっきりその話をしていたのかと思った直人だったが、ミミと子犬ののんびり加減にほっこりした。

　ボールが大好きと話す子犬、それで何をしたいのかは聞き返すまでもない。

　直人は微笑ほほえみながら、ボールか……と少し考えて。

「ちょっと待ってな」

「うん！」

　直人は手元にあった、さっきミミがソフィアのよだれを拭くのに使ったハンドタオルをぎゅっ、と丸めた。そして物置から梱こん包ぽう用のヒモを取り出して、それを使ってくるくると固めに縛しばった。

　即席ボールのできあがりである。

「ちゃんとしたのはないけど、これでいいよな」

「わん！」

「早く投げて、だって」

「あはは、今のはおれでもわかったよ」

　つぶらな瞳ひとみを輝かがやかせる子犬に、通訳をするミミ。

　そんな一人と一匹に微笑み返して、直人は立ち上がり、後方のドアを開け放った。

　縁えん側がわに腰こしを下ろして、しっぽをはち切れんばかりに振ふっている子犬を見る。

「じゃあいくぞわんこー。……それ！」

　直人は縁側に座ったまま、タオルのボールを放ほうり投げた。

「わん！」

「わーい！」

　放物線を描えがくボールを追いかけて、本能全開の子犬が駆け出した。同時に、ミミも大喜びで一いつ緒しよに駆け出す。

「おー」

　子犬とミミが、一緒になってボールを追っかけて行く。その光景を、直人は目め尻じりを下げて見守った。

　やがて、タオルのボールをくわえて子犬が戻もどってきて、その後ろをミミが笑え顔がおのまま追いかけてくる。

「まけちゃったー、お兄ちゃんもう一回」

「よしっ……そら！」

　受け取ったボールをまた投げた。同じように、一人と一匹が追いかけていく。

　今度はミミがボールをとって戻ってきて、満面の笑みで直人に差し出した。

「勝ったー」

「やるな。もう一回行くか？」

「うん！」

「わん！」

　直人は縁側に座って、ボールを投げ続けた。

　時には子犬、時にはミミがキャッチする。

　一進一退の攻こう防ぼう──というにはあまりにものどかすぎる光景。

　彼女たちが拾ってきたボールを、受け取ってまた投げる。

　昼下がり、直人は少女と子犬と一緒になって遊んだ。

「きゃっほい！」

　強めに投げたボールを地面に落とす事なく、ヘッドスライディングしたミミが空中でキャッチした。

　その勢いのまま、ズザザザ、と地面に滑すべり込む。

「とったー」

　ボールを持った手を高く掲かかげるミミ、そこに、子犬が飛びついていった。

「きゃははは、だめだよわんちゃん、これあたしのー」

「わんわん♪」

「オゴオゴ♪」

　一人と一いつ匹ぴきは地面で転げまわって、じゃれ合っていた。

　しばらくしてミミが立ち上がり、「はいわんちゃん！」とボールを子犬に渡わたして、一緒に縁側に戻ってきた。

「あー楽しかった」

「わん！」

「そっかー。あのねお兄ちゃん、わんちゃんお腹なか空すいたって」

「あはは、ミミが空いたんだろ」

「うん！　あたしも空いた」

「じゃあおやつの用意をしてやるから、コタツでおとなしく待ってなー」

「うん！」

「わん！」

　縁側からあがり、部屋の中に戻っていく二人と一匹。

「あー」

　ふと、直人が苦笑いして、ミミに振り向いた。

「今日のこと。お姉ちゃんに内ない緒しよな」

　唇くちびるに人差し指をあてていう。

「内緒って、どうして？」

「……不ふ憫びんだから」

　苦笑いしたまま、六畳じよう間和室のコタツを見る。

　子犬が大はしゃぎで遊んだ昼下がり。

　うららかな陽気にさらわれたソフィアは、しばらくの間起きてこなかった。




　知らぬが仏、直人はそう思った。







　姫騎士と焼き肉







　夜のキャンピングカー、風ふう鈴りんが鳴る縁側。

　直なお人とはそこに座って、ぼーっと星を眺ながめていた。

　ミミは天てん井じようがせり上がってできたロフト部分で寝ねていて、子犬は定位置のみかん箱の中にいる。

　ソフィアは車内にはいない、直人の視線の遥か先、燃える髪かみがまるで水面に映し出される月のように、風景の一部になって夜の世界に溶とけ込んでいた。

「迎むかえに行った方がいいかな……いや、やめとこ」

　車を移動させようかなと一いつ瞬しゆん思ったが、ちらっと室内を見て、思いとどまった。

　社しや畜ちく時代、満員電車に鍛きたえられたせいで、直人はどんなに車が揺ゆれていても熟じゆく睡すいできる体になっているのだが、ハーフエルフの少女がどうかはわからない。

　せっかく気持ち良く寝ているのだから、彼女を起こさないようにしようと思った。

　なので何もせずにしばらく待っていると、目線の先にある燃える髪の輝きが消えた。さらにしばらく待っているとソフィアが戻ってきた。

　何かのしっぽを引きずっていた。

「戻ったぞナオト」

「それは？」

「恐きよう龍りゆうのしっぽだ」

「恐龍のしっぽ？」

「そう、恐龍シーイーリウス。この一帯に棲せい息そくしている、きわめて臆おく病びような性格で知られる龍だ」

「ああ、恐がりな龍って意味か」

「危険を察知したらしっぽを自ら断たち切って相手の注意を引きつけ、その間に逃にげることで有名だ」

「まるでトカゲだな」

「それを少し脅おどしてきた。これくらいあれば何日分かにはなるだろ」

「そうだな」

　しっぽを指さしていうソフィアに、頷く直人。

　ついさっき、冷蔵庫の中身が心こころ許もとなくなってきたと直人が話したので、彼女が調達に行ってくれたのだ。

「しかしこれって美味うまいのか？」

「かなり美味いぞ。大たい抵ていの調理法は合うが、焼いたときは特に絶品だ」

「へえ、じゃあちょっと焼いてみようか」

「いま焼くのか？」

「夜食な気分だ」

「なるほど、まあいいだろ」

　ソフィアは頷うなずき、じゃあ火をおこすといって、周りから枯かれ木や枯れ葉を集めた。そこに向かって手をかざし、燃える髪になって、魔ま法ほうで火をつけた。

「便利だな、それ」

「便利と言われるとなんだか腹がたつな。これでも王家に伝わる秘法なのだ」

「ああ、ごめん」

　直人は素す直なおに謝った。

　そうしている内に、彼女がつけた火が一気に燃え上がった。

　直人はまるで家の庭でたき火をするような、わくわくする気分になった。

　ふと、彼はあることを思い出す。

「ソフィア、そのしっぽの肉は焼いたときが一番美味いんだよな」

「ああ、わたしが知っている限りそうだ」

「石器時代の原始肉にできそうだけど……ここはあれでいくか」

「あれ？」

「ちょっと待ってて」

　訝いぶかしむソフィアを置いて立ち上がり、いったん車内に戻って、シンクで鍋なべになみなみと水を溜ためて、それをもって戻ってきた。

　それをたき火から離はなれたところにある、草が生えていない土だけのところにぶちまけた。

　ぬかるみになったそこに、砂すな浜はまで城を作る前準備のように泥どろをこね上げていく。

「それをどうするのだ？」

「まあみてて。そうだ、そのしっぽを切り分けられないか？　こぶし二つ分の幅はばで輪切りに」

「こうか」

　炎えん髪ぱつをだしたまま、指先に炎ほのおの剣けんを作ってしっぽをスパッと切った。

　直人の注文通りの肉の塊かたまりになる。

「さりげなくすごい技使ったな」

「それほどでもない」

　ほめられたソフィアは素っ気なく答えたが、一瞬だけ顔がにやけたのを直人は見み逃のがさなかった。

　見逃してはいないが、あえて見逃して、指し摘てきしなかった。

　彼はソフィアが切り落としたしっぽの輪切りを受け取って、新しん鮮せんで大きな葉っぱで包んでから、その上に泥をまぶしていく。

　しばらくすると、しっぽの輪切りが泥の固まりに変わった。

「ナオト？　それをどうするのだ？」

「こうする」

　直人はそう言って、泥の固まりをたき火の真ん中にポンとおいた。

　そして、腕うで組ぐみして炎をじっと見つめる。

「それから？」

「これだけ」

「えっ？」

　ソフィアは目を見開き、驚おどろく。

「これだけって、何もしないのか？」

「ああ、これだけでいいんだ」

「それ……料理って言わないぞ」

「……」

　直人は微かすかな笑えみを浮うかべたまま、言い返さなかった。

　何も言わない彼にソフィアは不安そうな顔をしたが、直人が自信たっぷりにしているのを見て、とりあえず様子を見る、となったようだ。

　しばらく、二人はたき火と、その中心にある泥の固まりを見つめた。

　火が表面を焼き、それで水分が抜ぬけて泥の色が徐じよ々じよに明るくなっていき、やがて焦こげると黒に変わっていった。

「そろそろかな」

　そうして徐々に火が小さくなっていき、やがて消えた。直人は枯れ木を一本拾って、火種がくすぶっている燃えかすを突つっついた。

　灰を避よけると、すっかり黒くなった泥の固まりが姿を見せる。

　焦げたにおいがツーンと鼻をつく。

「それはもう、食べられないんじゃないのか」

「まあ見てなって」

　直人は足を使って、熱々の泥の固まりをたき火から出した。そして足元に転がっているこぶし大の石を拾い上げ、慎しん重ちように叩たたいた。

　コッ、コッ。まるで卵を割るような慎重な手つきで、鈍にぶい音を立てて叩いていく。

　やがて、焼いた泥がパリッと割れて。

「うわあああ……」

　瞬しゆん間かん、泥の中に閉じ込められていた、肉にく汁じゆうの芳かぐわしい香かおりが辺り一帯に広がった。

　暴力的なまでの、肉の香り。

　それを嗅かいだソフィアは一瞬でうっとりとなってしまった。

　直人も、作った当の本人で予想はしていたのに、口の中があふれ出る唾だ液えきに占せん拠きよされてしまった。

「なるほど、これは美味おいしそうだ」

　そう言いながら、更さらに慎重になって、焼いて硬かたくなった泥の皮を剝はいでいく。

「ナ、ナオト！　それはいったいなんなのだ!?」

「たき火で焼き芋いもをやったことないか？　それと同じやり方なんだ。子供の頃ころ、焼き芋をやろうとしたけどアルミホイルがなかった時があってさ。それでしょうがないからこんな風に代わりに泥でくるんでやってみたんだけど……。ケガの功名ってヤツだな、逆にアルミホイルより上手うまくできたんだ」

　直人はそう言って、剝むいた泥を一かけらソフィアに見せた。

「ここに葉っぱがくっついてるだろ？　たとえば芋とか魚を丸焼きにすると、粘ねばりの強い泥が香りを閉じ込めておくだけじゃなくて、剝いたときこんなふうに鱗うろことか皮とかがくっついて一いつ緒しよに剝がれるんだ。今回は肉の断面があるから真ん中に葉っぱを挟はさんだけど」

「な、なるほど！」

「焼いて美味しいもので、皮を剝く必要のあるものなら大抵このやり方があうぞ？　分かりやすくいうと蒸むし焼きだな。魚とかなら鱗をまったくとらないで、内臓だけ取り出して、そこにネギとかショウガとかつめてやればさらに美味しくなる」

「し、しかし丸ごと放り込んでは焦げてしまわないか？」

「その時も焦げた分は泥にくっついて一緒に剝がれる。問題はない」

「そ、そうか」

　驚きが収まらないソフィア。彼女は焼き上がった肉をじっと見つめて、ごくり、と生なま唾つばを飲んだ。

「あはは。さあ剝けたぞ」

　直人は包丁と皿を持ってきて、焼き上げた肉を切りわけると、皿に載のせてソフィアに渡わたした。

　受け取ったソフィアはしばしそれを見つめて、ぱくっ、とかぶりついた。

　瞬間。

「──っ！」

　頰ほおに手を当てて、うっとりしてしまうソフィア。

　感かん極きわまって、言葉も出ない様子だ。

　そんな彼女の反応に満足すると、直人も自分の分を切りわけて、食べる。

「おお！」

　彼もまた、そのおいしさに感動した。

「この肉すごいな。脂あぶらがすごくのってて、かといって脂じゃなくて、肉の味がメインだ」

　口の中いっぱいに広がる肉汁を舌の上に転がしつつ、感想を述べる。

　肉と脂。どちらも美味しいが、同時に存在する事が非常に難しい二つのおいしさだ。

　直人は昔一度だけ、サーロインステーキとヒレステーキを一緒に食べた事を思い出した。

　霜しも降ふりのサーロインと、赤身のヒレ。

　どっちも美味しかったが、どちらも美味しすぎて、口の中で脂と肉がケンカを始めてしまった。

　別々に食べれば良かった。直人はあのときそう思った。

　しかしこの肉はサーロインとヒレ、両方のいいとこ取りをしたような味をしている。

「んー、おいひい」

「うまい！」

　口々に言い合いながら、二人はシーイーリウスのしっぽを次々と口に運んだ。最初に焼いたやつはすぐになくなったので、残ったしっぽも切り分け、泥に包んで新たにおこした火の中に入れて焼いた。

「いいにおい……」

　それが焼き上がったころ、ミミが起きてきた。

　目は半開きで寝ねぼけている様子だが、じっと肉を見つめて食べたそうにしている。

「ああごめん、起こしちゃったか」

「にく……」

「食べたいのか？」

「うん……」

　見た感じ寝ぼけている彼女に、食べ物を与あたえていいものかと直人は一いつ瞬しゆん迷ったが。

「お兄ちゃん……」

　すぐにほだされてしまった。

「わかった、一切れだけだぞ」

「わーい」

　寝ぼけたまま、手をあげて大喜びする幼い女の子。

　直人はしっぽの肉をサイコロステーキ大に切って、自分の皿にのせて彼女に渡した。

「美味しい！！！」

　肉にかぶりついた瞬間、ミミの目がカッ、と見開いた。

　あまりの美味しさに一瞬で覚かく醒せいした様子で、むしゃむしゃごっくん、と飲み込んだ。

「おかわり！」

「寝た子をおこしちまったな」

　楽しげに笑いながら、直人はさらに肉を切って、ミミに手て渡わたす。

「おかわり」

　切って、手渡す。

「おかわり！」

　切って、手渡す。

「すっごく美味しい！　おかわり！」

　切って──。

「どんだけ食べるの!?」

「すごい……」

　思わず突っ込む直人に、舌を巻くソフィア。

　ミミは一瞬のうちに追加で焼いたしっぽ肉を食べ尽つくしてしまった。

　あとから焼いた分は目測で一キロ近くはあった、直人が食べきれるかな？　食べきれなくて冷蔵庫に入りきるかな、と思ったほどの分量なのに、ミミは一人でそれを全部平らげてしまった。

　彼女の要求にこたえてさらに同じ分量を焼いたが、これまた、ミミ一人で食べ尽くした。

　それでも──。

「おかわり！」

「ごめん、もうない。にしてもよく食べるな」

　ソフィアが狩かってきたしっぽ肉は食べ尽くされ、何も残らなかった！

　直人はミミの大食いに驚おどろいていたが。

「オゴォ……」

　すぐに、納なつ得とくしてしまった。

「ねえお兄ちゃん、もっと食べたいよ」

「いや、そんな事言われてもないものはしょうがない」

「うぅ……」

　唇くちびるを尖とがらせるが、すぐにしょんぼりと、肩かたを落としてしまうミミ。

　実際にもうないのは明らかなので、意い気き消しよう沈ちんしてしまった様子だ。

　見ていて、かわいそうになるくらいの落ち込みよう。

　愛くるしい女の子のために何とかしてやりたいところだが、ない袖そでは振ふれない直人である。

「待っていろ」

　ソフィアが名乗りを上げた。

「また、狩ってくる」

「本当？」

　ミミはソフィアを見上げて、目を輝かがやかせる。

　姫ひめ騎き士しは無言で頷うなずき、身を翻ひるがえして駆かけ出した。

「ありがとー、お姉ちゃん！」

　ミミは大声を出して、手を振った。

　駆け出す直前のソフィア、炎えん髪ぱつをだしながらも、真っ青なにやけた顔。

「アレルギー持ちの猫ねこ好きだよなあ……」

　直人はなんとなく、そんな風に思ってしまったのだった。







　姫騎士とテレビゲーム







　しとしと雨が降っている昼下がり。キャンピングカーの中。

　早くも定位置になった、ソフィアとミミがコタツ、直なお人とが回転して室内を向いている運転席というポジション。

　全員の視線が、大型のテレビに注がれている。

　テレビの横にゲーム機がセットされていて、ソフィアとミミの二人はコントローラーを握にぎっていた。

　焼き魚の皿くらいの大きさをもつ、液えき晶しよう画面付きのコントローラーだ。

「おっ、四位に上がったぞ、頑がん張ばれミミ」

「ブ──────ン」

「くっ！」

　姫騎士とハーフエルフの少女、二人はレースゲームをしている。

　テレビに映し出されているのはマリオカートというゲーム。二十年以上の歴史を持ち、みんなでわいわい楽しむのに最適なゲームの一つだ。

　ミミは、小こ柄がらな体に大きく見えるコントローラーを抱かかえて、左に右にと、コーナーで曲がる度たびに自分の体も大きく動かしていた。

　一方のソフィアは、居住まいを正して、ほとんど体を動かさず手だけで操作している。笑え顔がおのミミとは裏腹に、彼女はものすごく険しい顔をしている。

　異世界の住人の二人は、当然ながらテレビゲームなど初体験だ。

　しかしミミは開始から一時間ですっかりゲームに慣れて、十二人中四位に入る程ほど普ふ通つうにゲームをしているのに対し、ソフィアはいまだに四苦八苦して、ダントツの最下位でもがいている。

「すごいなミミは」

「オゴ♪」

「子供ほどなれるの早いって言うけど、本当だったんだな」

　一か月くらい前、ファミレスで見かけた、スマホを手足のように操作していた一歳くらいの赤ん坊ぼうの事を思い出した。

　一方で、ソフィアは。

「あっ、また抜ぬかれた。二周遅おくれだな」

「くっ！　ナオト！　こいつら倒たおせないのか！」

「むちゃゆーな。レースゲームだぞ、倒せるわけあるか」

「くっ……あっ、ナオト！　わたし今吹ふっ飛ばされたぞ、なんか緑のこうらみたいのに！　倒せないんじゃなかったのか！」

「ああ、ごめん、倒せないけどぶっ飛ばすことならできるわ」

「なんという卑ひ怯きような手を！」

「そういうゲームだからなあ」

「くっ──」

「おっ、ミミ一位とれるぞ──ああおしいっ！」

「おしいー」

　ミミは上位争いをしていたが、そのレースではゴール直前にこうらをぶつけられて、惜おしくも一位を逃のがした。

　一方のソフィアは、もたもたしてカートを壁かべにぶつけたり、水に落としたり、コースアウトさせたりしてほとんど先に進んでいない。

「ソフィア、リタイアしたらどうだ？」

「わたしは絶対にあきらめない！」

「いや、リタイアした方が早いって」

　姫騎士の「あきらめない」という台詞せりふは力強く頼たのもしかったが（いろんな意味で）、ゲームの中では十一位にすら周回遅れにさせられている状態で、勝ち目などミジンコのハナクソほども残っていない。

　結局、十一位がゴールし、彼女は最下位でレースが強制終しゆう了りようした。

「くっ、なんという屈くつ辱じよく……」

「や、ただのゲームだから」

「お姉ちゃん、もう一回やろ！」

「当然だ！　次は負けない！」

「勝てる要素皆かい無むなんですが……」

　苦笑いをする直人。コンピューター操作の十一位にすら周回遅れにさせられる時点で勝負もなにもないのだが、ソフィアは勝つつもりでいる。

　次のレースがはじめる。

「今ボタンを押せばロケットスタートできるぞソフィア」

「こうか……おっ！」

　見かねた直人はタイミングのアドバイスをして、スタート直後のロケットスタートを成功させた。

　ソフィアのお姫ひめ様キャラはほかのカートとぶつかりながらも、猛もうスタートで一位に躍おどり出た。

「おおお」

　喜びの声を上げるソフィア、だが。

「お姉ちゃんいくよー」

「あああ、そんな黒いのをぶっかけるなんてっ」

　ミミが使ったアイテムで彼女の画面がイカスミに塗ぬりたくられた。

　それでダメダメな操作が更さらにパニックになって、あれよあれよといううちに最下位に転落した。

　結局そのレースも、彼女の最下位で強制終了した。

「も、もう一回だ」

　次のレースも。

「今度こそ」

　その次のレースも。

「く、悔くやしい……でも次なら……」

　更に次のレースも、彼女は最下位をとり続けた。

　直人は茶をすすりながら、二人がゲームをしているのを見守った。

　ふと、窓から陽ひの光が射さしこんでくる事に気づく。窓の外を見ると、雨上がりの空に虹にじが架かかっていた。

「こらー、わんちゃんやめてー」

　不意に、今までと違ちがう声をあげるミミ。

　いつの間にか起き出した子犬が彼女の袖を嚙かんで、ぐいぐいと外に引っ張っていこうとしている。

「どうしたのーわんちゃん」

「わん！」

「本当だ、晴れてる。わんちゃん散歩行きたいの？」

「わん！」

「わかったー。お兄ちゃん、わんちゃんと散歩に行ってくるねー」

　いってらっしゃい、と答えるよりも早く、ミミは子犬と共に雨上がりの車外に飛び出した。

　それまでトップ争いをしていた彼女のカートが完全に止まり、次々と……ソフィアにまで抜かれてしまった。

「くっ、このっ……あああ！」

　かけ声をあげつつ、自分のカートを操作するソフィア。

　真しん剣けんに、そして必死にゲームにのめりこんでいる彼女は、コースアウトとアイテムによる妨ぼう害がいの果てに、ようやく、はじめて自力でゴールする事ができた。

「やったぞナオト！」

　小さくガッツポーズするソフィア、彼女の喜ぶ顔は綺き麗れいだったが、それが十一位でゴールしたものによる笑顔だったので、直人は彼女を生暖かい目で見た。

「どうしたナオト、何故なぜそんな目でわたしを見る」

「ああ、なんでもないよ」

「あれ？　ミミはどこだ？」

　集中していた彼女は、いまさら一いつ緒しよにプレイしていたミミがいなくなったことに気づいたようだ。

「ちょっとな」

「むっ、そうか。じゃあナオト、おまえが代わりにやってくれ」

「おれが？」

「そうだ」

「……やめとくよ」

「ふっ」

　直人が断ると、何故かソフィアは勝ち誇ほこったように笑った。

「怖こわいのか？」

「……はい？」

　一いつ瞬しゆん、彼女が何を言っているのかわからなかった。

「わたしに負けるのがこわいのか。まあわからない事もない、今のわたしに掛かかればお前などイチコロだろうからな」

「ほー？」

「無理にとはいわない、ナオトはそこでわたしの勇姿を見ているがいい」

「なかなか面おも白しろい事を言うじゃないか」

　直人はそう言い、ミミが放ほうり出していったコントローラーを取った。

「ほう、やるのか？」

「ああ、やってやるよ」

「ふふ、強くなったわたしを見せてやる」

「……」

　直人は無言で微笑ほほえみ、画面をみた。

　コースを選び、レースが開始する。

「ふふ、スタートに失敗するとは、直人もたいした──」

　そこまで言ったソフィアのカートに、直人はスタートしてすぐにゲットした緑のこうらをぶつけた。

「な、何をする！　ああ、また」

「……」

「ナオト、それは卑怯──ああまた！」

　緑こうらを三つ投げたあと、直人はバックして、もう一度アイテムをとった。

　今度は赤こうらの三点セットが出た。

　自動追つい尾びのこうらを、当然のようにソフィアにぶつける。

「あっ──こらナオト、やめっ──もうやめろっ」

　十一位のソフィア、最下位の直人。

　直人はレースそっちのけで、彼女の後ろにぴったりくっついていって、アイテムをぶつけ続けた。

　次し第だいに、涙なみだ目めから絶望顔にかわっていくソフィア。

「何をするんだナオト……」

「ああ、言い忘れたけど」

　ナオトはテレビ画面を見つめて、満面の笑えみで言い放つ。

「こういうゲームだから、これ」

　噓うそは言っていない、邪じや道どうだが、確かにある楽しみ方の一つだ。

　そのやり方で絶望にうちひしがれる姫ひめ騎き士しを、更なる地じ獄ごくにたたきおとそうと。




　このあとめちゃくちゃこうらをぶつけた。







　姫騎士と自宅警備員







「働きたくないでござる」

　早朝の街かい道どう。キャンピングカーの中。

　ソフィアの何気ない質問に、直なお人とは珍めずらしく強い口調で言い放った。

　縁えん側がわであぐらを組みつつ腕うでも組んでいるその姿は、さながら昭和の頑がん固こオヤジのようだ。

　彼の反応と言葉に、ソフィアは目を丸くして驚おどろいた。

「働きたくない……でござる？」

「絶対に働きたくないでござる！」

「待てナオト、人間は働くものだ。大人になれば誰だれもが生きるために働くものだぞ。ナオトは大人だろ」

「あんたはこれ以上おれに働けって言うのか？」

　直人は、ソフィアをまるで親の敵かたきのようににらんだ。

「朝六時に家を出て満員電車につぶされて、八時に出社して昼飯はおにぎり一つで夕方の五時まで働いて、そこから残業開始して十二時近くに終電ダッシュして、二時に帰宅して寝ねたらその三時間後はもう起きてまた会社にいく準備をする──そんな生活を十年近く続けてきたおれにこれ以上働けっていうのか」

　ひとつ言うたびに縁側に拳こぶしをたたきつける直人、魂たましいのこもった叫さけびは、今にも血の涙を出しかねないほどの勢いだ。

「え、えっと……」

「鬼おに！　悪あく魔ま！　あんたなんかオークに前も後ろも鼻の穴まで犯おかされて『んほぉおおおっ！』っていってればいいんだ！」

「お、オークは今関係ないだろ」

　天敵の名前を出され、思わずたじろいでしまうソフィア。

「似た様なものだ！　やっとの思いで会社やめた社しや畜ちくに働けっていうのはなあ！」

「だ、だが働かないと生活の糧かてが得られないのも確かだ」

　たじろぎつつも、ソフィアは正論で直人を説得しようとする。が、こういう場合、正論ほど意味がないものもない。

「とにかくおれはもう働かないぞ！　死んでも働くもんか」

「頼たよりがいがある男だと思ってたのに……驚きだ」

　ソフィアは横でなにかぶつぶつ言っているが、労働を強要してくる彼女の言葉など聞く耳持たない直人だ。

　そんな風に憤ふん慨がいしている直人のところに、ミミが愛らしい顔で近づいてくる。

「お兄ちゃんお仕事しないの？　お仕事しないとお腹なかぺこぺこしちゃうよ？」

「それでも働かない。働くくらいならお腹空すかした方がましだ」

「うーん、わかった。じゃああたしがお仕事するね」

「えっ？」

　横でソフィアが驚いた。

「あたしがお仕事して、お兄ちゃんにご飯を食べさせてあげるね」

「本当か！」

「うん！」

「お前はいい子だなあ、よしよし」

　直人はそう言って、ミミの頭を撫なでた。

　撫でられた彼女はオゴゴえへへと目を細めて、顔をほころばせた。

　ミミを撫でながら、勝ち誇った顔でソフィアを見る。

「それみたかソフィア、人間働かなくても生きていけるんだ」

「それは……ヒモではないのか？」

「ヒモの何が悪い！」

　直人は力強く言い放った。

　ソフィアはそれを見て、何をいっても無む駄だだと悟さとったのか、今度はミミに聞く。

「ミミはそれでいいのか？　これじゃダメ男だぞ」

「うん！」

　ミミは大きく頷うなずき、無む邪じや気きな笑顔で答えた。

「だって、働かなくていいって言った時のお兄ちゃんの顔、すごく幸せそうだったから。わんちゃんがみかん箱のなかで寝てる時と同じ顔だったよ」

「それがだめなんだろ……」

　ソフィアは横を見る、あぐらを組んで縁側からの風景を眺ながめる直人は確かに幸せそうな顔をしている。

「だからあたしがお兄ちゃんにご飯を食べさせてあげるの」

　ミミは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でいった。

　あかるくてまぶしい笑顔、それを見たソフィアはますます直人がダメダメに見えた。

「わんちゃん、ご飯を探しにいこ」

「わん！」

　どこかに遊びにいくようなノリで、ミミは子犬と一いつ緒しよに駆かけ出した。

　一人と一いつ匹ぴきを見送ったあと、ソフィアは改めて直人に話しかけた。

「ナオト、お前は恥はずかしくないのか。幼い子供にあんな事をいわせて」

「恥ずかしいなんて言葉はおれの辞書にはない」

「それであの子に与あたえる悪あく影えい響きようは考えないのか」

「そんなの関係ねえ！」

「いいから働け」

「断る」

「働け」

「どうしてもおれに働けっていうのか」

「そうだ、大人の男として当たり前だ」

　にらみあう二人。やがて直人は無表情になって、部屋の中を見た。

「わかった働く、その代わりあのコタツを処分する」

「えっ？」

　驚くソフィア。

「こ、コタツを処分って、何故なぜそんな事をする必要がある」

「コタツはまったりするために買った物だ、会社を辞やめて、部屋の中でのんびりまったりするためにな。のんびりするために必要なものは、働き出したら邪じや魔まになるから処分する。当たり前だろ」

「し、しまえばいいだろ？　なにも処分までする必要は……」

「ケジメだ！」

　直人は強く言って。

「何かのために何かを捨てなければならない事はよくある、あんただって姫騎士の称しよう号ごうを得たとき、一度は女を捨てたはずだ。違ちがうか！」

「そ、それは……たしかに」

　ソフィアはハッとした。

「だからおれはコタツを捨てなければならない。安心しろ、コタツを捨てたらちゃんと働く、元社畜は伊達だてじゃない、全力で働いてみせる」

　直人はそう言って、部屋の中にはいってコタツの前に立った。

「さあソフィア、炎ほのおを出してくれ」

「炎を？」

「そうだ、コタツを処分するため──どうせなら後あと腐くされのないように灰にしてしまうんだ。力を貸してくれソフィア！」

「わたしの手で……コタツを？」

　目を見開き、言葉を失うソフィア。

「そうだ、お前の手でコタツを灰にするんだ！」

「そんな……」

「さあ！」

　直人にせっつかれて、ふらふらとコタツの横にやってくるソフィア。

　彼女は顔を真っ青にして、コタツを見つめた。

「どうしたソフィア、やってくれ」

「うぅ……」

「やれ！　そふぃあああ！」

「うわあああああああ！」

　頭を抱かかえて、髪かみを振ふり乱して、絶ぜつ叫きようするソフィア。

　絶叫のあと、彼女はがっくりと肩かたを落とし、畳たたみの上に手をついてへたり込んでしまう。

　今度は顔を上げて、直人をにらむ。

「わかったぞナオト！　おまえ、コタツを人ひと質じちにとったな」

「今いま頃ごろ気づいたか」

「そんな……卑ひ怯きようだぞ！」

「卑怯もクソもあるか！　こっちはもう働きたくないんだ！」

「本当に……コタツを処分したら働くんだな」

　ソフィアは呻うめきながら、確かく認にんするように直人に聞く。

「ああ、その時は働いてやるよ」

　ソフィアは顔をゆがめて、直人とコタツを交こう互ごに見比べた。

　やがて、彼女は苦く渋じゆうに満みちた、しかし何か決意した様な顔で。

「ナオト……せめて、せめて最後にもう一度だけコタツに入らせてくれ」

「いいだろう、おれも最後にもう一度入る」

「ありがとう、ナオト」

　ソフィアはそう言って、二人一緒にコタツに入った。

　直人は手までコタツに入れて、ソフィアは顔をコタツの上にのせた。

　それぞれが一番くつろげるスタイルで、コタツを満まん喫きつした。

　怒ど鳴なりあいに代わって、切なさがキャンピングカーの中にあふれる。

「コタツは……本当に最高だな」

「当然だ、おれの生まれ故郷が生み出した最高の芸術品だ」

「ナオト……どうにかして、コタツを残したまま働く事はできないのか？」

「……一つだけ、それができる職業がある」

「なんだそれは！」

　ソフィアは食いついた。

　そんな彼女に、直人は真顔で答えた。

「自宅警備員だ」

「自宅……警備員？」

「そうだ、文字通り自宅を警備する人間だ。外敵から自宅を守るために、二十四時間常じよう駐ちゆうして……朝も夜も寝ても起きても、晴れの日も雨の日も家から出ないで、ずっと護まもり続ける過か酷こくな仕事だ」

「朝も……夜も、それは……過酷だ」

「ああ、正直、今までしてきたどの仕事よりも拘こう束そく時間が長い。でもわかるだろ？　何かを確実に守るためには、ずっとそばに張り付いて離はなれないのが一番確実だと」

「それは……確かに」

「このキャンピングカーの自宅警備員になれば、当然コタツも守る対象に入る。それなら壊こわす必要はなくなる」

　だがつらい、直人はため息とともに言った。

　そんな彼に、ソフィアは顔色をうかがうように言ってきた。

「な、ナオト……」

「なんだ？」

「その自宅警備員に……ならないか」

「……話を聞いてなかったのか？　つらい仕事なんだ」

「わかっている、だが……いや」

　ソフィアは手を合わせて、直人に頭を下げた。

「頼たのむ、この通りだ」

「……おれに働く以上のつらさを背負えというのか」

「そうは言わない、わたしにできる事ならなんでもする。だから」

「本当に、なんでもしてくれるのか？」

「ああ」

「……わかった」

　直人がそういうと、ソフィアはパアア、と顔をほころばせた。

「本当か、本当に自宅警備員になってくれるのか」

「ああ、男に二言はない」

「ありがとう！　ナオト！」

「それじゃあ今からおれは仕事を始める、この家を警備するという仕事をな。そうだ、おれが家から出ないようにソフィアは監かん視しをしててくれ」

「わかった」

　頷き、意気込むソフィア。

　二人はコタツに入ったまま、どちらからともなく寝ね入いってしまう。




　日が暮れたあと、直人に遅おくれて起き出したソフィアはようやく自分が騙だまされた事に気付く。

「自宅警備員なんて引きこもりのようなものではないか！　ちゃんと働けナオト！」

「絶対に働きたくないでござる!!」







　姫騎士とワイパーの根元







「よし、じゃあ今日はここまで」

　直なお人とはそう言って、五分と走らせていない車を街かい道どうに止めた。

　助手席に座っているソフィアが、首を傾かしげて不思議がった。

「まだ少ししか進んでないが？」

「ガソリンがそろそろなくなるから、今日からはバッテリーだけで走ることにした。ガソリンはいざって時のためにとっときたい」

「がそりん……とやらはわからないが、それがないと走れないのか？」

「そんな事はない、このキャンピングカーはハイブリッド仕様だから、バッテリーだけでも走れる。この車体の重さだと一分走らせるのにざっくり二十分くらいの太陽光発電が必要だ。一日の半分が昼間だという前提なら、一日に走れるのは六十分って計算だ」

　直人はコントロールパネルに表示されている、ソーラーパネルの出力とバッテリーの容量を軽く計算しながら答える。

「だけどバッテリーを全部車を走らせるのに使うわけにはいかない。照明と冷蔵庫、あとはなんといってもコタツだな。重要な設備に使うための電気を確保しようと思ったら、一日走って五分程度になる」

「うん？　ナオトよ、よくわからないのだが、それは長く走ってしまうとコタツが使えなくなるということなのか？」

「そう言ってる」

「それは大変だ！　すぐに止めよう」

「もう止めてるし、さっきからそう言ってるし」

「そうか！　ならいい」

「ソフィア？」

「使えなくなる前にコタツに入ってくる」

「いやだから確保するために……って聞いてないな。まあいいけど」

　呆あきれる直人をよそに、ソフィアは助手席から六畳じよう間和室にそそくさと戻もどっていき、コタツに潜もぐり込んでまったりしだした。

　今しないとあとでできなくなってしまう、という必死さを感じる。

　直人も同じようにコタツに入ってまったりしたかったが、目の前の光景に目を奪うばわれた。

　車を止めた道の横、ドアガラスの向こう。

　そこに、桜が満開して、花はな吹雪ふぶきが舞まっていた。

「桜……春だったのか」

　つぶやく彼の目の前で、飛んできた花びらがピトッ、とフロントガラスにくっついた。

　彼がいた元の世界とほとんど変わらない、桜色の小さな花びら。

　くっついたそれを見て、直人の中でほんの少し、遊び心が頭をもたげた。

　ハンドルの横にあるスイッチにふれて、ワイパーを使って、花びらを払はらった。

　払われて、ガラスからヒラヒラと飛びたっていく花びら。

　それを見送ると、入れ替かわりとばかりに再びガラスに花びらがくっついた。

　ワイパーで払う、飛んでいく。

　またくっついて、ワイパーで払う。

　なんだか、ちょっとしたゲームをやっているような気分になった。

「お兄ちゃん、何してるの？」

　それで楽しんでいると、ミミが隣となりにやってきて、身を乗り出して話しかけた。

　ワイパーで花びらを払いながら、ミミに答える。

「花のお掃そう除じ」

「それって、面おも白しろいの？」

「やってみるか？」

「うん！」

　ミミは大きく頷うなずき、無む邪じや気きな様子で直人の膝ひざの上に乗ってきた。彼女の小さな手を取って、ワイパーのスイッチに導いてやる。

「ここのつまみをまわすんだ」

「こう？　わああ、なんか面白い」

　言われたとおりにやって、動き出したワイパーにミミは大興奮した。

　キュッ、キュッ、とワイパーが乾かわいた窓ガラスをこすって音をだした。

「面白いか」

「オゴ♪」

「ちなみにもう一段階ひねるとワイパーのペースが上がるよ」

　キュキュキュー。

「オゴオゴ♪」

「ちなみにこんなのもある、ポチッとな」

　ウォッシャー液がぴゅー、と窓ガラスに吹ふき付けられ、ワイパーがそれを拭ふいた。

「オーゴ♪」

　ミミは大喜びで、ウォッシャー液を吹かせては、ワイパーで拭いていく。

　まるっきり無む駄だ遣づかいだが、ミミが楽しそうなのでそれでいいと思った。

「ミミ、ここを見てみて」

「うん？」

「ここに水が半円形で残ってるだろ？　で、いま一枚花びらが入っただろ」

　直人はワイパーの根元、拭き取れなくて半円になっている箇か所しよを指さした。

　濡ぬれたそこに花びらが舞ってきて、そのままくっついた。

「うん、入った！」

「ここに全部、花びらが埋うまるようにしたらいい事が起きるぞ」

「本当に？」

「ああ本当だ、そうだな……願いごとが叶かなうな」

「すっごーい」

　願いごとが叶うと聞いて、ミミは更さらに大喜びでワイパーを動かした。

　プシャー、キュッキュ。プシャー、キュッキュ。

　それを繰くり返していると、花びらが少しずつ、拭き取れない水の部分にたまっていった。

　直人はそれを見まもった。なんとなく子供の頃ころ、祭りの屋台にあるピンボールをやった時の気持ちを思い出す。

「オーゴオゴオッゴッゴー♪」

　気分が乗ってきたのか、オーク言葉で歌を口ずさみながら遊ぶミミ。

　ガタッ、という音が背後から聞こえた。

　振ふり向くと、コタツが傾かたむき、片方だけ盛り上がっているのが見える。

「……ソフィア？」

「はっ」

　コタツから飛び出て、居住まいを正して座る。まるで何事もなかったかのように取り繕つくろった。

「ごほん、な、何か」

「いや何かじゃなくて」

「オゴ♪」

「ヒッ！」

　またコタツの中に潜り込んでしまうソフィア。

「ああ……」

　苦笑いする直人、そういえばオークが苦手だったんだなと思い出す。

　悪戯いたずら心が芽生えた。ミミに聞いた。

「ミミ、それってなんかの歌？」

「うん！　雨降ってー晴れてー、スライムぴょんぴょんー、な歌！」

「なるほど、よく分からないけど、リズム的に童どう謡ようみたいなもんかな。よし、一いつ緒しよに歌おっか」

「本当、わーい」

　ミミは大喜びし、ワイパーを動かしながら歌い出す。

「オゴオゴオッゴオゴオッゴッゴー♪」

「オゴオゴオッゴオゴオッゴッゴー♪」

「オゴオゴゴー♪」

「オゴオゴゴー♪」

　タイミングが微び妙みようにずれながらも、直人はミミに合わせて、オークの童謡を口ずさんだ。

　背後からガタッ、ガタッと音が聞こえる。

　最初はちょっとした悪戯心だったのだが、次し第だいに楽しくなってきた。

　オーク気分で姫騎士をいぢめるのではなく、無邪気な女の子と一緒に歌を歌う方により楽しさを感じた。

　ミミを膝の上にのせて、一緒になって童謡を口ずさむ。

　まるで、子供時代に戻ったような気分だ。

「オーゴッゴ……ゴッ♪」

「ゴッ♪」

「すっごーい、ぱちぱちぱち。お兄ちゃんって歌うまいね」

「そうかな。そうだ、今度一緒にカラオケしようか」

　ゲーム機の中にカラオケのソフトがあったことを思い出す。

「からおけ？」

「テレビとゲーム機を使って、一緒に歌うゲームの事だ」

「おー、なんかすごく楽しそう」

「楽しいぞー、今度一緒にやろうな」

「うん！」

　ミミは日本語の文字は読めないけど、そんなのはどうとでもなると思った。

「あっ、花びらが集まった」

「おっ、本当だ」

　フロントガラスをみると、ワイパーの根元の水たまりが全部花びらに覆おおわれるのが見えた。

　白い餅もちにきな粉をきれいにまぶした、それと似た達成感を覚える。

「お兄ちゃん、これでお願いが叶う？」

「ああきっと叶うぞ、どんなお願いにするのか決まってるのか？」

「うん！」

　ミミは大きくうなずいた。

「もっとお姉ちゃんと仲良くできますように」

　ガタッ。

　背後から聞こえてくる物音は、いままでで一番大きかった。

　見ると、ソフィアはコタツに入ったまま、おそるおそる顔を出している。

　まるでカタツムリのような格好で、微妙な顔をしている。

「──と、ミミは言ってるけど？」

「うぅ……き、嫌きらってる訳じゃない」

「それは知ってる。ミミだってそうだろ？　ソフィアがお前のこと嫌ってないって知ってるだろ？」

「うん！　お姉ちゃん優やさしいよ、夜寝ねるときだっこしてくれるし」

「その上でもっと仲良くなりたいんだよな」

「うん！」

「と、こういうことだ」

　ソフィアは呻うめいて、やがてコタツから這はい出て、おずおずとうなずいた。

「が、頑がん張ばる」

　直人はミミを助手席に座らせてから、いったんキャンピングカーをおりて、ミミが集めた花びらを手のひらに集めた。

　ワイパーの死角が、またきれいになる。

「ソフィア、運転席に座って」

「あ、うん」

「で、ワイパーを動かして、水もだして」

「わいぱー？」

「これだよー」

　ミミが横からソフィアに教えてやった。

　言われたままにやると、直人が花びらをどかした死角に、再びワイパーがとれない水たまりができた。

　風が吹き、桜さくら吹雪ふぶきが舞まう。

　早さつ速そく、花びらがそこにくっついた。

「あっ……」

「たまったら、あんたの願いも叶うかもしれないぞ。……かなえるんだろ？」

　二重の意味で直人がいうと、ソフィアはハッとなった。

　直人をみて、ミミをみる。やがて、ソフィアはワイパーを動かした。

　真しん剣けんに、苦手を克こく服ふくするために。

　その横から、ミミがアドバイスをする。

　直人は車に寄りかかりながら、桜吹雪のなか、協力しあう二人を見守った。




　その晩、同じ布ふ団とんで眠ねむるソフィアとミミの枕まくら元もとに、花びらの小山が二つ分置かれていたのだった。







　姫騎士とインタビュー







　朝日が昇のぼった直後。とまっているキャンピングカー。

　カーテンを閉めた運転席に、直なお人とは一人でいた。

　運転席と居住部分が繫つながっているキャンピングカーだが、こうして閉め切ってしまうと、まるで大型トラックの運転席のような、広くて狭せまい不思議な空間ができあがる。

　そこで直人は一人、茶をすすっていた。

「ふふ、子供のころ、こんな風にちっちゃい秘密基地を作っていたよな」

　思い出し笑いをした。

　まぶたを閉じると、子供の頃の光景がよみがえってくるようだ。

　近所のスーパーからダンボールをもらって、それで秘密基地を作ったり。

　押し入れとかのスペースを使って、部屋の中に自分の部屋を作ったり。

　コタツか布団の中におもちゃを持ち込んで、顔だけ出して、カタツムリのように這って移動したり。

　直人はあの頃から、自分の空間というものにあこがれていた。

「ドラえもんにそういう秘密道具あったよな。ポスターみたいなのを壁かべに貼はると、異次元の部屋に繫がる出入り口になるようなの。あれすっごいよなあ」

　子供の頃見たマンガが、そのあこがれを大きくしていた。

　それを彼は叶かなえた。

　バス型のキャンピングカー、オーダーメイドの六畳じよう間和室。

　それは一言で言えば。




　移動する秘密基地。




　子供の頃からの夢を、直人はキャンピングカーという形で叶えた。

　なんとなくエアコンのスイッチをいれた。温風が緩ゆるやかに吹ふき出す。

「ダンボールの秘密基地を作ったの冬だったから、ストーブを持ち込んでこっぴどく怒おこられたな」

　遠い目で懐なつかしんだ。

　あの時は秘密基地の中が明るくなるし、暖かくなるしで一石二鳥だと思った。

「押し入れの中にも、ロウソクを持ち込んで怒られたな」

　朝なのに、意味もなく運転席の上にあるライトをつけてみた。

　押し入れの中は暗く、電源も引き込めなかったので百円ショップでロウソクを買って持ち込んでいた。

「コタツの時は『変形だ！』っていってコタツの天板をひっくり返して、ふすまを壊こわして怒られたな」

　オーダーメイドでわざわざ「変形」と表記してもらったスイッチを押す。

　背後からうぃーんと機械音が聞こえてくる。キャンピングカーの後ろでドアが開き、縁えん側がわに変形して行くのがわかる。

　バス型のキャンピングカー、パトリシア。

　名前までつけたそれは、直人の少年時代の夢を具現化したもの。

　夢、そのものである。

　直人は茶をすすりながら、なんとなく空を見上げた。

　空はどこまでも広がっていて、青かった。

　雲一つ見えない程ほど、晴れ渡わたった青い空。

　青くて、青くて、どこまでも青い。

　青いから、何もおかしくはないのだけど。

　すごく綺き麗れいで、見ているだけで心がほっこりする青さは、はじめて見るような空に感じる。

　まるで、ずっと隣となりの家に住んでいた幼なじみがはじめて化け粧しようしたのを見たような、知っているはずなのに知らない、そんな気分。

「はて、空ってこんなに青かったっけな」

　首をひねって、考えた。

　少し考えたが、社会人になってからの空がどうだったのか思い出せなかったので、すぐに考えるのをやめた。

　あの頃ころは下を向いてばかりだったけど、いまは幸せで、見上げる余よ裕ゆうがあるから。

　移動する秘密基地で、青空の下で、空を見上げながらのんびり茶をすする。

　幸せだから、考えるのをやめた。

　何もしない時間、何かをする予定もない時間。

　ボーッと空を見上げるだけの時間。

　多分、今日はキャンピングカーを走らせないだろう。

　走らせないで、このまま止まってのんびりしたい気分だ。

　空があまりにも青かったので、今度はエアコンを止めて、窓を開けた。

　ザザザ、と葉は擦ずれの音とともに風が吹いて、肌はだを撫なでて行く。

　風も気持ち良かった。

　都会の排はい気きまみれの風とも、奴ど隷れいにむち打つかのような地下鉄の強い風とも違ちがう。

　穏おだやかで、心地ここちいい風。

　直人は風に吹かれながら、茶をチビチビとすすったが。

「あれ、もうない」

　湯飲みが空になったので、淹いれなおそうと部屋に戻もどった。

「ソフィア、起きてたのか」

　コタツの前にソフィアが座っていた、顔は引き締しまらない感じで、目は半開きだ。

　なにか違い和わ感かんがあるなあ──と思っていたら、寝ぼけているせいか、彼女の上半身の鎧よろいが後ろ前になっている事に気づく。

　姫騎士らしい軽装の鎧が、つっかえることなく後ろ前を可能にさせた。

「ぷっ」

　直人は思わず吹き出した。

　焦しよう点てんのあわないソフィアの目と目が合った。

　ソフィアの分のお茶も淹れて、彼女に渡す。

「あぃぁぉ……」

　ありがとう、と言っているのだろうか。寝ぼけててそれを口にするソフィアの姿が面おも白しろかった。

　直人はくすくす笑って、異世界で通信機能を失い、すっかり使わなくなったスマホをとって、カメラ機能を起動させた。

　カシャ、カシャ、カシャ。

　寝ぼけた姫騎士の姿を次々とレンズにおさめていく。

　青空で取り戻した童心が頭をもたげて、ついでに動画も撮とってみた。

「ソフィア、こっち見て」

「ぅあ？」

「あんたの名前は？」

「そふぃあ……ぺいん……えくすしあ」

「年ねん齢れいは？」

「そふぃあじゅうななさい……」

「得意な事は？」

「てきぐんのかいめつ」
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「物ぶつ騒そうだなおい。苦手なものは？」

「……」

　ぼんやりながらも即そく答とうしていた今までと違って、ソフィアは黙だまってしまった。

　口を真一文字に引き締めて、貝のように閉とざしてしまう。

　直人は不思議がって、更さらに聞く。

「ソフィア？　苦手なものは？」

「……」

「もしかして……」

　ピン、ときた。

　咳せき払ばらいして、喉のどをリセットさせて。

「……オゴッ？」

「くっ！　殺せ！」

　ぱっ！　と顔を上げたソフィア。

　一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいしたソフィア。顔を赤くさせて、半開きだった目が見開かれる。

「ぷっ……あははははは」

　スマホを構えたまま、腹を抱かかえて笑い出す直人。

　ソフィアの反応がツボに入ったのだ。

「あれ？　ここは……」

　ソフィアはきょとんと、辺りを見回した。

「移動民家……洞どう窟くつの中ではなかったのか」

「夢を見てたんじゃないのか？　洞窟に行く用事なんてないだろ」

「それもそうだな。……ところでナオト、それはなんなんだ？」

「ああ、写真と動画をとってたんだ」

「しゃしん？　どうが？」

　直人はスマホを操作して、まずはさっき撮った写真を出して、彼女に見せた。

「ほら、これはあんただろ？」

「え──うわあああ！」

　写真と自分の姿を見比べて、鎧が後ろ前になっている事に気づいた。

　白い肌がみるみる内に桜色に染まる。

「き、貴様なんて事を！」

「いやいやおれは何もしてないぞ、あんたが寝ねぼけて自分でやったんじゃないのか？」

「ウソだ！　そんな事をわたしが……」

「しかし鎧って逆さまにつけられるものだったのか、いい事を知ったぞ。そして……うん、これはこれでかっこいいかもしれない」

「わ、わすれろぉ！　今すぐ忘れてくれえええ！」

「そうだ、こんなのもあるぞ」

　スマホを操作して、今度は動画を彼女に見せる。

『そふぃあ……ぺいん……えくすしあ』

「うわあああああ！」

　写真以上の破は壊かい力を持つ動画に、ソフィアは頭を抱えて絶ぜつ叫きようした。

「なんてことをするんだナオト！」

「いやあ、結構かわいいなあんた。敵軍の壊かい滅めつってちょっとおっかないけどさ。もしかして一人無む双そうとかやるのか。殺さつ戮りくの姫ひめ騎き士しとかそういうタイプの二つ名を持ってたりするとか？」

「そんな二つ名はない！　それに壊滅なんてそんなにしてない！」

　大声でわめいて、更に顔を赤らめる。

「というかそれはなんだ！　魔ま法ほうか！　また魔法なのか！」

「魔法というか……魔ま導どう具ぐのようなもの？　こんな風に手のひらに記録できたりするものだ」

　でまかせだけどな、と心の中で付け加えた。

「そ、それを消せ、消してくれ！」

「えー、もったいないだろ。こんなにかわいいんだからさ」

「消してくれええええ」

「うーん、わかった、ただし一つ条件がある」

「な、なんだ」

　ソフィアは身構えた。

「今日一日、コタツに入らなかったら消してやるよ」

「なっ──」

　まるで世界の終わりのような顔をするソフィア。

「ま、またコタツを人ひと質じちにとるのか貴様は！　どこまで卑ひ怯きようなんだ！」

「人質をとことん使うのが女騎士ものの定番だからなあ。それはともかく──さあ、どうする？」

「くっ……」

　ソフィアは悔くやしそうに顔をゆがめて。

「一日耐たえたら……本当に消してくれるんだな」

「ああ、約束は守る」

　わざわざ守らないような口調でいう直人。

「わかった……約束だぞ」

　ソフィアは頷うなずき、コタツから距きよ離りをとった。

　すると直人はそれに近づき、コタツ布ぶ団とんを本体から引っぺがした。

　それを抱えて縁えん側がわから車を降りて、近くの木に干して、しわを伸のばしてパンパンと布団を叩たたいた。

　布団に日差しが当たる。

　早さつ速そく、ぽかぽか感がしてきた。

　丁度布団を干したいと思っていたところだったので、ソフィアをいぢめるついでにそれをやった。

　これで本格的に今日は車を動かせなくなったが、それでいい。

　車の中に戻ると、早速鎧を着け直したソフィアが、布団のなくなったコタツをじっと見つめている。

　物欲しそうに、我が慢まんしている顔だ。

「ああ、そのコタツなら入ってもいいぞ。布団ない状態なら許す」

「ほんとうか！」

「ああ、本当だ」

　許しを得たソフィアは早速飛びついたが。

「こんなの……コタツじゃない」

　布団を失ったコタツに、彼女はシュンとなってしまうのだった。







　姫騎士とイイオッパイの日







　昼下がりのキャンピングカー。六畳じよう間の和室。

　直なお人とが昼ひる寝ねから起きたら、車の中には誰だれもいなかった。

　六畳間和室、変形後のロフト、シャワー室、トイレ、物置、そしてみかん箱。

　一通り見回してみたが、ソフィアもミミも子犬もいなかった。

　直人は運転席に戻もどってきて、伸びをした。

「はて、どこにいったんだろ」

「みんななら散歩に行きました」

　横から、ほんわかボイスが質問に答えた。

「そうか散歩か」

「はい、散歩です」

「……」

「……」

「あんた誰！」

　パッと振ふり向き、盛大に突つっ込む直人。

　そこに、おっとりとした雰ふん囲い気きの、美女の姿があった。

　桜色のふんわりロングヘアーに、おさんどんを連想させる和服っぽい格好。

　そこだけ見れば普ふ通つうの人間だが、腰こしから下が細くなって、まるでランプの精せい霊れいのように、その先がダッシュボード下のボックスに繫つながっている。

　どう見ても人間ではない。

　だが、直人は気にしなかった。

　なにしろ──。

「くっ……なんていいオッパイだ」

　彼の目は細くなっている下半身ではなく、豊かな上半身に注目した。

　圧あつ倒とう的ボリュームのオッパイ。

　それさえあればほかはどうでも良かった。

「うふ」

　じろじろ見られた巨きよ乳にゆう美女は怒おこるでもなく、むしろ頰ほおに手を当てて、目を細めたまま言った。

「マスターはオッパイが好きですか？」

「大好きだ」

「それじゃあ、触さわってみます？」

「いや、それよりも、オッパイに抱だかれて寝たい」

　直人は即そく答とうした。オッパイとは揉もむものではなく包まれて眠ねむるものというのが彼の持論だ。

「じゃあ……はい」

　巨乳美女は両手を広げた。

　オーケーのサインだ。直人は何も考えず、母性百パーセントのオッパイに飛び込んだ。

　頭を埋うずめて、ほっこりする。

「幸せだ……」

　思わずそんな声を漏もらすほどの幸せ。

「どうですか？　マスター」

「ここは天国ですか？」

「いいえ、ここはオッパイです」

「くっ、やっぱり天国じゃないか」

　締しまりのない口調でキレ気味に言い放ち、更さらにすりすりする。

　すりすり、すりすり。
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　ムニュッ、すりすり。

「はわあん……」

　昼下がりのキャンピングカー。おっとり巨乳。

　いますぐ死んでも構わないくらいの、幸せを感じた。

「これで添そい寝ねまでしてくれたら……もう思い残す事はない」

「添い寝ですか？　マスターがお望みなら」

「本当か！」

　直人は顔を上げた。巨乳美女は変わらず、ほんわか微笑ほほえみを浮うかべている。

　言葉通り、お望みとあらば、という感じだ。

「じゃあ──頼たのむ！」

「はい」

「その前にもう一回オッパイだ！」

「うふふ」

「ただいま……むっ！」

　オッパイに戻るなり、ドアの方から声が聞こえてきた。

　凜りんとした、気高さといぢめ甲が斐いがあることを同時に感じさせる美声。

　オッパイに顔を埋めたまま片目でみると、そこにソフィアがいた。

　ソフィアはすっかりご無ぶ沙さ汰たになった、戦う姫ひめ騎き士しの表情になっている。

　その後ろから、ミミが子犬を抱かかえて、ひょこ、と顔を出してきた。

　彼女たちの帰宅に、直人はオッパイに顔を埋めたまま、平然といった。

「お帰り、散歩に行ってたのか？」

「うん！　あのねあのね、わんちゃんすごいんだよ。ちょっと遠くに行っちゃって、あれえ帰り道はどこ？　ってなったけどわんちゃんがあたしたちを連れて帰ってきてくれたんだよ」

「おー、すごいなわんこ」

「わん！」

「それにしても、たちって」

　そう言って、やはり片目のままソフィアを見る。

　彼女は顔を真っ赤にして、反論する。

「そ、そんなこと今はどうでもいい！　それよりもナオト、いますぐそのモンスターから離はなれろ！」

「なんで？」

「なんでって……どう見てもモンスターじゃないか。髪かみは桜色だし、下半身はないし」

「でもオッパイだ」

「はっ？」

「彼女はモンスターじゃない、オッパイだ」

「な、何を言ってるんだナオト」

「オッパイだがなにか？」

　ソフィアは口をあんぐりとあけて、言葉を失ってしまった。

「む、胸が大事だというのかナオト」

「そうだ」

「そ、それなら、胸ならわたしも──」

「あんた、鎧よろいが後ろ前でも収まってしまうじゃないか」

「なっ──」

「そんなもん、オッパイじゃねえ！」

　再び、愕がく然ぜんとするソフィア。

「お兄ちゃん、あたしは？」

「ミミはそうだな……お母さんはどうだったんだ？」

「えっとね、オッパイ大きかったよ。お父さんも大きかった」

「そっか、両親から最高の遺伝子もらってるんだから、ミミもきっとオッパイがおっきくなるよー」

「わーい」

　ソフィアとは対照的に、大喜びするミミ。

　その間、うちひしがれたソフィアは立ち直って、さっき以上に凜り々りしい顔つきになった。

「テンプテーションのたぐいに掛かかってるなナオト、こうなったら実力で元を断って──」

　炎えん髪ぱつを煌きらめかせて、手のひらをかざす。

「わん！」

　そんな彼女に子犬が吠ほえて、ミミの腕うでから飛び降り、警けい戒かいするように地面に伏ふせた。

「あっ……」

「お姉ちゃん！　家の中で火を使ったらだめ！」

　メッ、の仕草と共にミミがソフィアをしかる。

　しかられたソフィアはシュンとなって、髪が元の銀色に戻る。

「す、すまない。だがしかし……」

「……」

「……」

　幼女と子犬、二対の視線に責められ、ソフィアはすっかり意い気き消しよう沈ちんした。まるでヘビににらまれたカエル状態だ。

　そんなソフィアをたしなめたあと、ミミはトコトコ、と直人のもとにやってきた。

　巨乳美女に向かって、腕を勢いよく振った、子供らしい仕草でお辞じ儀ぎした。

「初めまして、ミミです」

「はじめまして、わたしはパトリシア」

「パトリシアおねいちゃんだね」

「はい」

「ここがおねいちゃんのおうち？」

　ミミはそう言って、巨乳美女改めパトリシアが『生えて』いるダッシュボード下のボックスを指さし、聞いた。

「今はまだ生まれた場所よ、マスターが許可してくれたら、ここにずっと住みたいわ」

「そっか、ここ全部がお兄ちゃんのおうちだもんね」

　ミミは頷うなずき、直人をみた。

　無む邪じや気きな瞳ひとみに聞かれるまでもなく、直人の答えは一つしかない。

「オッパイ！」

「ありがとうございます、マスター」

　どんな契けい約やく書よりも強いお墨すみ付つきを得たパトリシアが、日だまりのように微笑んだ。

「おねいちゃん、ここどうなってるの？」

　パトリシアが生えてきているダッシュボード下のボックスを覗のぞき込むミミ。

　彼女が生えてきている以外の部分は虹にじ色いろのまだら模様になっていて、不思議な空間に見える。

「入ってみますか？」

「はいれるの？」

「ええ」

　にっこりと微笑むパトリシア。

　次の瞬しゆん間かん、ヒュン、と音を立ててミミがボックスの中に吸い込まれた。

「ミミ！」

　うちひしがれていたソフィアが我に返った。

「貴様！　やはり害をなす存在だったか！」

　炎髪を煌めかせ、炎ほのおの槍やりを作って構える。

　子犬がキャンキャンわめくが、今度は引かなかった。

　とっても頼もしく見える炎髪の姫騎士。

　──が。

「お兄ちゃん！　この中すごいよー」

　ミミが、ボックスの中から顔だけ出してきた。

「中すごいんだよ、桜の木があるし、お花畑とかもあるよ」

「そうなのか、すごいな」

「お兄ちゃんもくる？」

「おれはもう少しオッパイしてからいくよ」

「そっか。じゃあわんちゃんおいでー」

「わん！」

　子犬は最後までソフィアを警戒して、ミミと共にボックスの中に飛び込む。

　その横で、直人がオッパイに顔を埋めて、至福の一時を過ごしていた。







　姫騎士と男の夢







「お兄ちゃん、はい、これ」

　ダッシュボード下の収納ボックス。そこからパトリシアが生えていて、同時にミミが出入り口に使っていた。

　上半身だけ乗り出したミミは直なお人とに白い花を差し出した。球状に集まっている花びらが特とく徴ちようのシロツメクサだ。

　直人はオッパイに顔を埋うずめたまま、一本受け取って、マジマジと眺ながめた。

「シロツメクサか、春の風物詩だな」

「そーゆー名前なの？」

「多分なー、こっちの世界で違ちがう名前がついてるかもしれないけどね」

「へえー」

「それよりも、そのシロツメクサはいっぱいあるのか？」

「うん、すっごい大きな庭みたいなところに、すっごいいっぱい生えてるよー」

「そうか。じゃあ、もっととってきてくれるか？　いっぱいとってきたら、それでいいものを作ってあげるから」

「いいもの？」

「うん、いいものだ」

「わかった♪」

　ミミは大喜びで頷き、ボックスの中に引っ込んでいった。

　小こ柄がらな女の子とはいえ更さらに小さなボックスの中に消えていくという、物理法則をまるで無視した光景。

　直人はそれさえも気にすることなく、ミミがシロツメクサをとってくるまでの間、オッパイに癒いやしてもらった。

「はい、お兄ちゃん」

　再び戻もどってきたミミは体ごとボックスから這はい出て、畳たたみの上に立って、持っているシロツメクサの束を直人に手て渡わたした。

　直人はそれを受け取って、オッパイから離れた。

「ありがとう」

「それをどうするのー？」

「ちょっと待ってな」

　直人はシロツメクサを次々に編んでいった。

「ナオト……それはなんだ？」

　それまでパトリシアに警戒して距きよ離りをとっていたソフィアがおずおずと寄ってきて、直人の手元をじっと見た。

　警戒していたが、直人のやる事に対する好こう奇き心しんがまさった形だ。

「まあ見てなって。ふふ、子供の頃ころを思い出すなあ」

　ソフィア、ミミ、パトリシアの三人に見守られる中、シロツメクサが徐じよ々じよに一本の縄なわのように編み込まれていく。直人の手のひらよりちょっと長いくらいになったところで、ミミの目の前に掲かかげて、希望を聞いた。

「ミミは頭につけるのと、手首につけるのとどっちがいいんだ？」

「わかんないけど……手かな！」

「よし、じゃあもう長さは足りるな」

　直人は頷き、編み上げた花の縄の頭としっぽを重ねて、最後にもう一本シロツメクサを使って、しっかり留めた。

　最初は一本一本独立した花だったのが、あっという間に花のブレスレットに大変身した。

　それを、ミミの細い手に通してやる。

「わああ！」

　ミミは瞳を輝かがやかせて、つけてもらったブレスレットを無邪気に喜んだ。

「すっごい、お花が宝石みたいだー」

「だろ」

「ありがとうお兄ちゃん！」

「おう」

　直人は頷き、ものすごく自然な動きで、まるで布ふ団とんで二に度ど寝ねするかのように、パトリシアの胸に戻った。

　パトリシアはうふふ、と彼を受け止めた。

　ブレスレットをつけたミミは大喜びで、再びボックスの中に飛び込む。

「すごいな……ナオト、お前そんなものまで作れたのか」

「ほかにもいろいろ作れるし、遊びも知ってるぞ？　ススキの笛とか、たんぽぽの風車とか、名前は忘れたけど、プロペラになってゆっくり飛んで落ちる花か草とかもあったな」

「はああ……」

「まあ、昔むかし取とった杵きね柄づかだ」

　ソフィアにそう言ってから、顔を埋めたままパトリシアに聞く。

「なあ、あんたが出てるそこってどうなってるんだ？　どこかに繫つながってるのか」

「どうなんでしょう、わたしにもよくわかりません」

「わからないのか」

「はい、どこかかもしれませんし、わたしの中かもしれません」

「ようするに不思議空間ってことか」

「はい」

「まあ、それならそれでいっか」

　納なつ得とく──というより考えを放ほう棄きした直人。

　素す敵てきオッパイに抱だかれたまま、難しい事を考えたくないのだ。

「それでいいのかナオト！」

「心配しないでくださいな、わたしがきちんと管理しますから」

「そう言う問題じゃなくて」

　直人とは違って、ちゃんとした根こん拠きよがないので、ソフィアはいまいち納得できない様だ。

　なおも食い下がろうとすると、ミミがまたボックスの中から飛び出してきた。

　両手いっぱいのシロツメクサを抱かかえて、それを直人に差し出した。

「お兄ちゃん、また作ってー」

「おう、いいぞ。今度はどっちがいい？　もう片方の手のも、作っとくか」

「お姉ちゃんはなにがいーい？」

「わ、わたし？」

　水を向けられて、ソフィアは目を見開いて驚おどろく。

「うん！　お姉ちゃんは頭と手、どっちのがいい？」

「おまえ、ソフィアのためにとってきたのか」

　へえ、と直人は言う。

「うん！」

「ええ子や……」

　オッパイから顔をあげて、わざとらしく涙なみだぐむ仕草をしてから、ソフィアに聞いた。

「って事らしいが、どうする？」

「い、いきなりそんな事を言われても」

「ふむ、そういえばあんた、姫ひめ騎き士しの称しよう号ごうをもらったとか言ってたな」

「あ、ああ。正しよう真しん正しよう銘めい王国の──」

　なにかを言おうとするソフィアの言葉を遮さえぎって。

「なら頭の方──冠かんむりでいこう。ティアラとかそういうのつけ慣れてるだろ？　今もつけてるし」

「た、確かに」

「よし……じゃあミミ」

「なあに？」

「せっかくだから、お前が作ってやりな。おれが教えてあげるから」

「──うん！」

　ミミは一いつ瞬しゆんだけ驚いてから、大輪の花が咲さいたような笑え顔がおでうなずいた。

　ソフィアに、ということならミミが作ってやった方が喜ばれるだろうと思った。

　直人は手取り足取り、ミミに作り方を教えてやった。

　幼い女の子、はじめての経験。

　さすがに直人とは勝手が違って、十分間ほど悪あく戦せん苦く闘とうしてできたのは、花の並びが不ふ揃ぞろいだったり茎くきが飛び出したりしている、なんとか花冠に見える程度のものだった。

「うーん、なんか違うなあ」

　その不出来に、作ったミミ本人も首を傾かしげてしまう。

「はじめてにしては上出来だと思うぞ」

　直人の慰なぐさめに、ミミはでも……と渋しぶった。

「ごめんなさいお姉ちゃん！」

「え？」

「またとってきて新しいの作るから、ちょっと待ってね！」

「ま、待ってくれ」

　ボックスからまた不思議空間に飛び込もうとするミミを、ソフィアは慌あわてて呼び止めた。

　既すでに両腕が向こうに入っている体勢で、ミミは首だけ振ふり向いた。

「どうしたのお姉ちゃん？」

「そ、それでいい。いやそれをくれ」

「でも、これかっこわるいよ？」

「構わない──。いや、それがいいんだ」

「……」

　空間の入り口から手を出して、体ごと振り向き、ソフィアをじっと見つめた。

　やがて、さっき以上の笑みを浮うかべて、花冠をソフィアに渡わたした。

「はいお姉ちゃん」

「あ、ありがとう……」

　ソフィアは受け取って、感動した目でじっと見つめる。

　おずおずと、それを頭にのせた。

「ど、どうかな！」

「うん、すっごく似合うよお姉ちゃん」

「そうか」

「そうだ！　お姉ちゃん。一いつ緒しよにわんちゃんの分も作ろうよ」

「わ、わたしは──」

「さっ、行こう！」

「わっ！」

　渋るソフィアの手をむりやり引いて、一緒に不思議空間に消えていった。

　キャンピングカーの中、残された直人とパトリシア。

　二人が残していったほっこりな空気を満まん喫きつしつつ、パトリシアに聞く。

「ところで、あんたはそこからしか出てこれないのか？」

「いいえ、わたしはこのキャンピングカーの精せい霊れいですから。この車で、ドアのような場所ならどこからでも」

「精霊？」

「はい、精霊。マスター的には付つく喪も神がみの方がわかりやすいですか？」

「ああ、そういうものか」

「はい、そういうもの、みたいです」

「なるほどね。で、どこからでもというのは？」

「たとえば」

　パトリシアはそう言って、いったんボックスの中に引っ込む。

　彼女がそこからいなくなった途と端たん、どこかに繫がっている摩ま訶か不ふ思し議ぎな出入り口が、普ふ通つうのボックスに戻もどって、そこにしまっていた長ちよう距きよ離り運転用のサングラスが見えた。

「マスター」

　背後から声が聞こえてくる。

　振り向くと冷蔵庫の扉とびらが開かれていて、パトリシアはそこから体を出していた。

　やはり体の末まつ端たんが細く、まるでランプの精霊のような見た目だ。

「おお、本当だ」

「お兄ちゃん、これ結んで──ってあれ？」

　パトリシアの横、冷蔵庫の中から飛び出してきたミミが、違ちがう出口になっている事にきょとんとした。

　その姿が愛らしくて、直人の目め尻じりが緩ゆるむ。

「どうしてこっちに？」

「わたしがこっちから出てるからですよ」

「そっかー」

　理由になっていないような理由だが、ミミはあっさり納得する。

　ミミから作りかけのシロツメクサの冠を受け取って、仕上げて返した。

　冷蔵庫の中に戻っていくミミを見送ってから、更さらに質問を続けた。

「で、あんたの名前はパトリシアか」

「はい、マスターにつけてもらった名前です。マスターがわたしにいっぱいの夢を詰つめ込んで作ってくれましたので、嬉うれしくて化けて出ました」

「そっか、夢が詰まってるからか」

「はい、夢が、詰まってます」

「そっか夢かー」

　直人は納得した、今までで一番納得した。

「じゃあ、もっと夢を見させてくれ」

「はい！」

　パトリシアは笑顔で応じて、直人をそっと抱だきしめた。

　男の夢、直人の夢。

　それに抱かれて、彼はゆっくりと眠ねむりに落ちていった。







　姫騎士とカエル







　キャンピングカーの中。シンク一体型のキッチン。

　直なお人とはＩＨクッキングヒーターの上に鍋なべをのせて、龍りゆうのしっぽ煮に込こみを作っている。

　鍋はぐつぐつ煮えていて、醬しよう油ゆとみりんの中に、ちょっとだけくわえたショウガの芳かぐわしい香かおりが部屋の中に充じゆう満まんしている。

「パトリシア、外鍋」

「はい、こちらです」

　横で冷蔵庫から生えてきて、直人の助手をしているパトリシア。呼ばれた彼女は用意していた鍋を直人に手て渡わたした。

　直人はＩＨクッキングヒーターの電源を切って、ぐつぐつしている鍋の取っ手をもつと、渡されたそれに入れた。

　鍋はすっぽり入った。ぴったりかみ合っている、ワンセットの内鍋と外鍋だ。

　そこにプラスチックの材質の蓋ふたをかける。ぐつぐつしている音が聞こえなくなって、湯気も出なくなった。

　完全に密みつ封ぷうされた様子だ。

「うん、これでよし」

「ナオト、それはなんだ？」

「商品名は忘れたけど、保温調理鍋の一種だ。中に入れるとほぼ完全に断熱できちゃうから、一回沸ふつ騰とうしたあとの余熱で調理できるやつなんだ。旅で煮に物ものとかカレーとか食べたいけど、ずっと煮込んでると電力がヤバイから──ってことでこういうのを用意してたんだよ」

「ふむ？　よくわからないが便利なのだな」

「ああ、便利だ。あとはこのまま一時間以上放置して、最後にもう一度沸騰させれば完成だ。ああ、そのうち石焼きシチューも作ってやる、うまいぞ」

　直人はそう言って、壁かべに埋うめ込んだパネルをタッチして、キッチンタイマーを一時間に設定する。

　待っている間、保温鍋で節約した分の電力でゲームでもやろうかな、と思っていたその時。

「マスター、雨が降りそうです」

「雨？」

　振り向き、パトリシアを見た。

「はい、気圧が急に下がりましたので、多分雨が降ります。もしかして雷かみなりもおちるのかもしれません」

　もう一度パネルを見て、パトリシアから言われた気圧の項こう目もくを確かく認にんした。

　そこは正常作動していて、常識的な数字が出ているが、リアルタイムの表示だけなので下がっているかどうかはわからない。

　なので、それをパトリシアに確認した。

　キャンピングカーの精霊はそれを把は握あくしていて、即そく答とうした。

「下がったのか？」

「はい、下がりました」

「そうか」

　直人は少し考えて、窓の外をみる。

　空はたしかに暗くなっていて、今にも一雨来そうな感じだ。更にキャンピングカーの辺りは開けた場所になっている。

「じゃあちょっと車を動かすか。もし雷が落ちるならこんな開けた場所は危険だ」

　直人の知識では、雷は周りで一番高い場所に落ちるので、せめてキャンピングカーより高い木のあるところに車を移動させようと思った。

「みんなちゃんといるよな」

「いるぞ」

「うん！」

「わん！」

　次々と声があがる。ソフィアもミミも子犬も、全員六畳じよう間の方にいる。

「よし、じゃあ移動しよう。悪いけどソフィア、この鍋を押さえててもらえるか。ミミとわんこはひっくり返ったら危ないからちょっと離はなれててな」

　運転席に座り、プッシュスタートでバッテリー走行用のモーターを起こした。

　フロントガラスの向こうに見える──目測で約一キロくらい先にある大樹に向かおうと、アクセルに足をかける。

「待ってください、マスター」

「どうした」

「後輪の下に何かがいます」

　直人を呼び止めたパトリシアが車体後方を見つめている。

「後輪の下？」

「わたしが見てくる」

　ソフィアはそう言って、ドアを開けて、キャンピングカーから降りた。

　ネコがタイヤの間で居い眠ねむりでもしてるのかな、などと直人が思っていると。

「きゃあああ」

　絹を裂さくような悲鳴が耳をつんざいた。

「ソフィア!?」

　直人は運転席から飛び降りて、ソフィアのもとに駆かけつける。するとそこに、尻しり餅もちをついて、顔が青ざめている彼女が見えた。

「どうしたソフィア！」

「あ、ああああ」

「どうした？」

「あれ……」

　震ふるえる手を出して、タイヤを指すソフィア。

　そこに目を凝こらしてみると、タイヤの下に、少しでも車を動かしたら轢ひかれそうなところにカエルがいた。

　カエルはのんきに、皮ひ膚ふが透すけるくらい、ほっぺたを風船のように膨ふくらませている。

「ああ、パトリシアが言ってたのはこれか」

　状じよう況きように納なつ得とくして、ソフィアを見る。

「で、あんたはこれが苦手、と」

　直人は大して驚おどろかなかった。ちょっと大げさだが、女の人がカエルを苦手とするのは珍めずらしい事ではない。

　一方で、追いついてきたミミはカエルを見て大喜びした。

　子供がこういうのを好きなのも、珍しい事ではない。

「わー、ケロケロさんだ」

「ミミはこういうの大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん！　だってかわいいもん」

「そっか、じゃあカエルをどかしてあげな。車動かすから、このままじゃ轢かれちゃうよ」

「うん！」

　ミミは満面の笑えみで頷うなずいて、両手を皿のようにして、カエルをのせて、逃にがそうとキャンピングカーから離れていった。

　カエルがいなくなったあと、立ち上がって取り繕つくろおうとするソフィアに生暖かい視線を投げかけてから、直人は運転席に戻もどる。

　ドアを閉めて、シートベルトを締しめつつパトリシアに礼を言った。

「ありがとうパトリシア」

「カエルでしたか」

「見えてたのか」

「マスターがつけてくれた全周囲モニターのおかげです」

「ああ、駐ちゆう車しや用にナビにつけたアレか。ナビを通さなくてもわかるのか？」

「わたし、パトリシアですから」

「なるほど」

　キャンピングカーの精せい霊れいだから。その一言がものすごい説得力をもった。

　直人は頷き、改めてパトリシアに礼を言った。

「教えてくれてありがとう」

「いえいえー」

　手を頰ほおに当てて微笑ほほえむパトリシア。

　頰が微かすかに赤いのは、マスターに褒ほめられて嬉うれしいからなのだろう。

　ソフィアとミミが戻ってきたのを確認して、直人は車を発進させた。

　途と中ちゆうでパトリシアに言われた通り、ぽつりぽつりと雨が降ってきて、目指した木の下についた頃ころには本降りに変わっていた。

　モーターを止め、シートベルトを外し、運転席を回転させようとしたその時。

「ケロッ」

「ケロ？」

　聞き慣れない声がした。直人は眉まゆをひそめて、声がした方を向く。

　六畳間和室。そこでミミが思いっきり目を泳がせていた。

「ミミ？　いまの鳴き声は？」

「な、なんでもないよ」

「いや、なんでもないって事はないだろ」

「ケロッ」

「ほら、また鳴いたぞ」

「えっと……えっと、オゴ、オゴオゴ！」

「違ちがう、そんな恐おそろしい鳴き方じゃなかった……」

　ソフィアは真っ青な顔で言った。

　ミミの声と、さっきの声の正体に予想がついて、二重の意味で恐れている様子だ。

「ほら、オークソムリエもこんなこと言ってるぞ」

「うぅ……」

　ミミは涙なみだ目めになった。しばらく迷ったが、観念して、隠かくしていたそれを服の下から出した。

　さっき逃がすように言ったカエルである。

　それを見た瞬しゆん間かん、ソフィアは「ひっ」と小さく悲鳴を上げて、壁かべ際ぎわまで後ずさりする。

　ドラゴンとか一人で立ち向かうのになと、直人は吹ふき出しそうになる。

「連れてきたのか」

「うん……ごめんなさいお兄ちゃん」

「いやいいさ、べつに何かがまずいってわけじゃない……ソフィアが怯おびえる以外はな」

「わ、わたしは怯えてなどいない！」

　直人の言葉に、脊せき髄ずい反射のごとく意地を張ったソフィア。

「へえ、じゃあミミ」

「なあに？」

「そのカエル、ソフィアの頭の上にのせてやりな」

「えー、でも……」

　ちらっ、とソフィアを見る。

「いいか？　こういうのは、実際にふれあうのが一番だ。触さわってみたら意外に可愛かわいくて、それで好きになるかもしれないだろ」

「……うん、そうかも」

　ミミは大きく頷き、皿にした手にのせたカエルをソフィアの方にむけた。

　ソフィアは後ずさりしたが、六畳間の中は逃げられる程ほどのスペースはなく、すぐに追い詰つめられた。

「お姉ちゃん……やっぱり嫌きらい？」

「うぅ……」

「……ごめんなさい」

　ミミはぱっと頭を下げた。

「お兄ちゃん、この子、やっぱり逃がすね。お姉ちゃんが怖こわがるから」

「そうか」

　直人は頷き、ミミの頭に手をのせた。

　平然としているが、内心恥はじ入った。

　ソフィアに意地悪するためにミミをけしかけたのだが、図はからずも幼い少女にたしなめられた形だ。

「ごめんな、悪かった、いやな事をさせてしまって」

「ううん。じゃあ逃がしてくるね」

　ミミは笑って、ドアを開けて、カエルを外に逃がした。

「オゴオゴ」

「ケロッ」

　最後に別れの挨あい拶さつをして、カエルはピョン、と飛び去っていった。

　それを見送るミミの横顔はちょっと寂さみしそうで、ソフィアは申し訳なさそうな顔をした。

「……ソフィア」

　直人は少し考えて、彼女に話しかけた。

「お前、折り紙できるか？」

「えっ？　いや、あまりやったことはないが」

「多少はできるんだろ。パトリシア、物置の中に紙があるから何枚か出してくれ。ミミ、ソフィアが今から折り紙でカエルを折ってくれるらしいぞー」

「なっ」

「わかりました」

「本当に？」

　三者三様の反応。

　そのあと、煮に物ものができるまで、直人はつきっきりでソフィアに折り紙を教えてやった。

　ソフィアに作ってもらった折り紙のカエルをみて、ミミは無む邪じや気きな顔で喜び、雨で外に出られない中ずっとそれで遊んだ。










　その日の夜。皆みなが寝ね静しずまったあと。

「マスター」

　寝ねている直人の耳元で、パトリシアが優やさしく囁ささやいて、彼を起こした。

「オッパイ……」

　目をこする直人。寝ぼけている彼は無意識にオッパイを求めた。

　パトリシアは人差し指を立てて「しー」のポーズをして、何故なぜか開いているドアを指さした。

　そして自ら、顔をちょっと出して、まるでのぞきをするように外を見た。

　なんだろう、と直人は半分寝ぼけたまま同じようにした。

　キャンピングカーの後ろにソフィアの姿が見えた。

　ソフィアは地面に這はいつくばって、何かに向かって、おそるおそる手を伸のばそうとしている。

　目が完全に覚めて、なんなんだ、と思った。

「カエルです」

「カエル？」

「はい、さっきからずっと触ろうと努力してます」

「……ああ、克こく服ふくしようとしてるんだな。折り紙で代だい替たい品を作ったはいいけど、それじゃダメだと思ったんだな」

「そうだと思います」

「そうか」

「はい」

　微笑む直人。

　ちょっとだけ残った眠ねむ気けが、穏おだやかな気持ちに駆く逐ちくされる。

　東の空が白みはじめるまで、彼はずっとそこで、奮ふん闘とうするソフィアを見守り続けた。







　姫騎士と共同作業







　晴れた昼下がり。キャンピングカーの外。

　直なお人とは洗車していた。モップとバケツを持って、車体を隅すみから隅まで丁てい寧ねいに磨みがいていく。

　この世界にやってきてから初めての洗車で、バケツの水は土で大分濁にごっている。

　外で水を使ったので手がちょっとかじかむが、キレイになった車体を見て、それが一気に吹き飛んだ。

「ふう、こんなところかな。ほかにどこか汚よごれてるところはないか？」

　直人は手の甲こうで額の汗あせを拭ぬぐい、横にいるパトリシアに聞いた。パトリシアは開けたトランクルームを不思議空間の出入り口にして、そこから生えてきている。

　キャンピングカーの精せい霊れいである彼女は、車体をピカピカに磨いてもらったからか、いつもの穏やかな微笑ほほえみだけではなく、どことなく上気しているようにも見える。

「屋根がまだです」

「そうか、そういえば屋根をやってなかったな。脚きや立たつ出せるか」

「はい、マスター」

　出された脚立を受け取って、屋根の上に登り、このキャンピングカーの生命線でもあるソーラーパネルを磨いた。

　日ひ頃ごろの感謝を込めて、丁寧に、丁寧に。

「これで綺き麗れいになっただろ」

「ありがとうございます、マスター」

　直人はバケツとモップを地面に置いて、パトリシアから少し距きよ離りをとって、全体を見み渡わたせる距離から眺ながめた。

　綺麗になった車体を見て、満足した。パトリシアの隣となりに戻もどってきて、言った。

「ピカピカにするのって気持ちいいよな」

「あの、マスター？」

「なに？」

「あとで、マスターのお背中を流してもいいですか？」

「そうだな、頼たのむよ」

　直人は深く考えずに返事した。

　なんとなく、背中をピカピカに流してくれたら気持ちいいだろうな、と。

　パトリシアにバケツとモップを渡わたして、トランクルームの中に片づけてもらう。そうしていると、道の先からソフィアとミミがこっちに向かってくるのが見えた。

　近くの町に食料の買い出しに行っていた二人は、手にちゃんと荷物を持っているように見えるので、目的は果たしているようだ。

「マスター。なんだか肩かたを落としているみたいです」

「うん？　あれ、本当だ」

　パトリシアに言われて改めてみると、確かにソフィアは肩を落としているように見えた。

「今帰った……」

「ただいまー」

　キャンピングカーに戻ってきた二人は、対照的なテンションだった。

　ソフィアはしょんぼりとして、ミミは上じよう機き嫌げんだ。

「お帰り、どうしたんだソフィア」

　聞くと、ソフィアはうつむいたまま、より悲しそうな顔をした。

「なかった……」

「え？」

「ナットーがなかった……」

「……ああ」

　直人は苦笑いし、それはしょうがない、と思った。

「そこそこ大きい町だったからどこかにはあると思ってたんだが、ないどころか、誰だれもそんなものを知らないそうだ」

「……まあ。遠い国の特産品だから」

「うぅ……」

　納なつ豆とうの事であまりにも意い気き消しよう沈ちんしているので、いい加減かわいそうになってきた。

「あの子に食べさせたかった……」

「わんこのことか……」

　自分のためではない姫騎士の願い、できれば叶かなえてやりたいという気持ちになった。

　直人は少し考えて、言った。

「そんなに落ち込むな、そのうち作ってやるから」

「ナットーを作れるのかナオト！」

　荷物を持ったまま、ソフィアが食いついてきた。

「かもな。ヨーグルトの自作と同じで、最初の種たね菌きんが必要だけど……それさえあれば安定して作れるはずだ」

「なんだかわからないが、そのタネキンとやらがあればいいのか」

「それから大豆な」

「そうか、大豆がなければ話にならないよな」

「種菌が手に入ればだからな」

「ああ！」

　一転、テンションが上がるソフィア。彼女から買い物袋ぶくろを受け取って、キャンピングカーの中に運ぶ。

　二人が買ってきた食料の内、生ものを冷蔵庫に、日持ちするものはトランクルームに入れた。

「結構あるな」

「はい、マスター。小麦粉が一千四百二十一グラム、葉物野菜が二千百八十八グラム、根菜が三千九百八十九グラム増えました」

「へえ、把は握あくできるのか」

「キャンピングカーのたしなみです」

「そうか、ほかにできる事は？」

「人数管理もできます。ただいまビジターが二名入室しました」

　ソフィアとミミがキャンピングカーに乗り込んできた。

「それから、マスターの累るい計けい乗車時間が今現在三百十二時間四十八分です」

「すごいな、それ。意味ないけどかっこいい！」

　パトリシアの台詞せりふは、コンピューターの管理システムを彷ほう彿ふつさせる内容だ。

　キャンピングカーに様々な機能を盛り込んだ、ガジェット好きな直人にとって、かなり興奮するやりとりだ。

　意味はないが、夢はある。

　パトリシアはやはり、直人の夢が詰つまって、具現化した様な存在だ。

「さて、せっかくだから何か作ってみるか。パトリシア、食料が減ったあとの数字も教えてくれ」

「わかりました」

「作る？　ナットーのことかナオト！」

「それはまだ無理だから」

　直人は苦笑いしつつ、少し考えて、聞いた。

「二人は甘いものは好きか」

「大好き！」

　ミミが大喜びで答えた。ソフィアは控ひかえめに頷うなずく。

「それなら何かデザートっぽいのを作ってみるか。何かあるかな……ベーキングパウダーはないよな」

「はい、ありません」

　直人のつぶやきに、横で秘書のように控えているパトリシアが答えた。

「じゃあ、ないなりのものの作り方をするか。今ある材料なら……タルトの生き地じくらいは作れるかな。基本のレシピじゃ足りないものはあるけど、代用品になるものもあったし……まあ大だい丈じよう夫ぶだろ」

「では、それらの材料を出します」

「ああ、たのむ。となると生地の上に載のる果物とかほしいな。なんかあったかな」

「お兄ちゃん、果物がほしいの？」

　ミミが聞いてきた。

「ああ」

「じゃあ、果物とってくる！」

　ミミはそう言って、パッと立ち上がり、パトリシアが生えている不思議空間に潜もぐり込んだ。

　シロツメクサと同じように、中でなにか果物がなっているのだろう。

　しばらく待っていると、ミミが戻ってきた。

　小さな腕うでの中に、大量のイチゴを抱かかえて。

「お兄ちゃん、これでいい？」

「イチゴなんてあったのか」

「うん、いっぱいあるよ」

「そうか、じゃあイチゴタルトを作ろう。ありがとーなミミ、あとはまかせて」

「うん！」

「ナオト！　わたしは何をすればいい」

　ミミが働いたのを見たからか、ソフィアが申し出る。

「あんたはコタツに入って」

「入ったぞ」

「スイッチ入れて」

「入れたぞ」

「はいまったりして」

「するぞ──ってそうじゃない。わたしも手伝うと言っているのだ」

「いいから、あんたは休んでな」

　立とうとするソフィアの肩を押して、コタツに押し戻す。

「あんたは食料を調達してきてくれた、おれはそれを食べられるものに料理する。役割分担だ」

「それでも何かしたいのだ、わたしは」

「うーん、それなら──パトリシア、何か入れ物を」

「はい、どうぞ」

　パトリシアから受け取った入れ物の中にイチゴをいれて、それをソフィアに渡した。

「じゃあ、これのへたをもいでくれ」

「とればいいんだな、任せろ！」

　ソフィアは意気込んで、コタツの上でイチゴのへたを取り始めた。それを見たミミが大喜びで参加する。

「楽しそう、あたしもやるー」

「さて、こっちはこっちで作るか」

「はい」

　パトリシアのサポートを受けて、直人はタルト生地を作った。

　小麦粉に砂糖を混ぜてこね上げ、成形してフォークの先で細かい穴をあけ、フライパンで焼いた簡易的なもの。

　できたものをみて、ソフィアが舌を巻く。

「そんなに簡単に作れるものなのか」

「料理なんて下手へたに手間かけてアレンジするよりシンプルにやった方がいいときもあるんだ。というかおれの料理は基本そういうものばかりだな」

「言われてみると、肉を焼いたときも煮に込こみをした時もそうだった」

「基本手て抜ぬきの漢おとこ料理だからな。まあでも、おいしさの基本は押さえてるから安心しな」

「うむ、ナオトの料理の腕は信用できる」

「ありがとう」

　ソフィアたちがへたをもいだイチゴを受けとって、タルト生地の上にのせる。

「カスタードも作ろうか。パトリシア、小麦粉と卵、牛乳を」

「はい」

　容器の中に小麦粉と牛乳を入れて、ダマにならないようにしっかりと混ぜる。そこに卵らん黄おうを入れて更さらにかき混ぜたあと、レンジに入れて、三分間チンした。

　チンしたものを取り出して、しっかり混ぜてから、今度は一分間チンして、また混ぜる。

　それを何回か繰くり返して、ほどよい硬かたさになったところで、タルト生地の上に流し込んで、オーブン機能にして、予熱したレンジの中に入れて、焼きはじめる。

「あとはこのまま二十分間焼けばできあがりだ。パトリシア、二十分カウントして」

「はい」

　パネルに触ふれる事なく、キャンピングカーの計器をすべて把握しているパトリシアに頼たのんだ。

　待っている間、直人はソフィアとミミがいるコタツに潜り込んだ。そこでまったりしながら、言った。

「あとは焼き上がるのを待つだけ。美味おいしいといいんだが」

「きっと美味しいよー」

　ミミが天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおで言った。

「だって、みんなが協力して作ったものだから」

「みんなか？」

「わたしはなにも──」

　パトリシアが言うが、ミミは更に笑顔で言った。

「あたしがとって来たイチゴのへたをお姉ちゃんがとって、お兄ちゃんが生地を作って、おねいちゃんが焼いたから──みんな」

　ミミの言葉に、直人ら三人は顔を見比べて、やがて頷いた。

　ミミが言った通り、全員の力で焼き上げたイチゴタルトはものすごく美味しかった。







　姫騎士と姫騎士ホイホイ







「殲せん滅めつしてくる」

　真昼のキャンピングカー、離はなれたところにちらっと村が見える街かい道どう。

　事は、ソフィアの物ぶつ騒そうな一言から始まった。

「いや殲滅って……」

「ナオトも見ただろ、あそこにオークが入っていって……オークが暮らす村だって。オークだぞナオト、そんなのを放っておいていいと思うのか」

「いや、その人たちまだ何もしてないだろ」

「今にしでかすに決まってる、オークなのだぞ！　何かあってからでは遅おそいのだ！」

「や、それはそうだけど」

　この世界にやってきた直後の事を思い出す。

「確かにあんたも襲おそわれてたしな……」

「わたしが先にいく、ナオトはあとから来てくれ」

　ソフィアはそう言って、キャンピングカーから飛び降りた。

　村の方を向き、銀色の髪かみを燃やすと、火の粉が立ちこめる。

「王技、アウトレンジペイン！」

　掲かかげた手のひらの先に火の玉ができて、それが徐じよ々じよに膨ふくらんでいき、やがて巨きよ大だいな──ソフィアの身長よりも高い馬の形に変わった。

　ソフィアは炎ほのおの馬に乗って、颯さつ爽そうと駆かけ出した。

　かっこいいと思いつつも、やっかいな事になったなと直なお人とは思った。

　彼は運転席に戻もどって、ソフィアを追いかけようと、モーターのプッシュスタートを押す。

「マスター、バッテリーが四十パーセントを切ってます、ご注意を」

　横からパトリシアが報告した。

　ソフィアのように炎をだしたりというような事はできないが、キャンピングカーそのものでキャンピングカーのすべてを把は握あくしている彼女が、報告したり注意したりする姿は、まるで直人の秘書のようにみえる。

「わかった」

「お兄ちゃん、どこか行くの？」

　直人とソフィアがやりとりしている間も、ずっとコタツで折り紙していたミミが聞いてきた。

「ああ、ちょっと揺ゆれるからつかまってな」

「うん、わんちゃんおいで」

　ミミは子犬を呼びつけて、抱だき上げて膝ひざにのせた。

　それをバックミラーで確かく認にんした直人は、車を発進させて、炎の馬に乗るソフィアのあとを追いかけた。

「速いな」

「現在時速六十キロ、離されています」

「もうちょっとスピードを上げるか」

「バッテリーに気をつけてください」

「わかってる」

　直人は更にアクセルを踏ふみ込んで、ソフィアを追った。

　ふと、視界の先で炎が消えた。

　大地を疾しつ走そうしていた炎の馬が、村の入り口辺りにたどりついた直後に消えてしまったのだ。

　オークの村、姫騎士のアクシデント。

　直人はちょっと嫌いやな予感がして、アクセルをさらに踏み込んだ。

　やがて、村の入り口辺りにやってくると、ソフィアが網あみに掛かかって木に吊つるされている姿が見えた。

　その木の下にオークが二体いて、ソフィアを見上げている。

　片方は豚ぶた鼻ばなが長く、片方は瞳ひとみが見えない程ほどの糸目だ。

　そんなオークに、ソフィアが悔くやしそうにわめく。

「くっ、こんなところに罠わなをしかけるなんて卑ひ怯きようだぞ！」

「オゴオゴ」

「そ、それ以上近づくな！」

「オゴ……」

「わたしに触さわるな、あっち行け」

「オーゴ」

「くっ、いっそ殺せ！　ひと思いにやれええ」

「オゴオゴ」

「オゴゴ……」

　網の中に捕とらわれているソフィア。

　しきりにわめく彼女に、二匹ひきのオークは顔を見合わせてオゴオゴと鳴いた。

「様子がおかしいですね」

　パトリシアがそう言った。直人は同感とばかりに頷うなずいた。

　よくわからないが、なんとなくオークたちが困っているように見えてしまうのだ。

「なんだろうな」

「えっとね、また来ましたよ、どうしましょうか。って言ってるよ」

　後ろからミミが顔を出して、通訳してくれた。

「そか、ミミは言葉がわかるんだったな」

「うん」

　大きく頷くミミ。オークとエルフのハーフは伊達だてではない。

「あの人たちが何を言ってるのか、もっと教えてくれるか」

「うん、いーよ。えっとね……女騎士ホイホイに掛かったのは今月で何人目だ？　七人目ですよ、効果があるのはいいですけど、こう何度も引っかかるとしかけ直すのが大変です。てかさ、こんな簡単なのに掛かるとかこいつらアホだろ。この人、姫騎士っぽいですよ。まじかよ、道理であっさり引っかかるわけだ。そうですね……。はあ……」

　オークがオゴオゴと鳴く度に、ミミがそれをリアルタイムで通訳してくれた。

　途と中ちゆうまで聞いて「ほんまかいな」と直人は思っていたのだが、最後にオークたちが肩かたを落として「オゴォ……」とため息をつくように鳴き合ったので、全体的に妙みように信しん憑ぴよう性せいがあった。

「そもそも女騎士ホイホイってなんだ？　ゴキブリじゃないんだから」

「あの罠のことのようですね。どうやら女騎士、そして姫騎士によく効く罠のようです」

「直じかに聞いてみた方が早そうだな。ミミ、ちょっと一いつ緒しよにきてくれるか？」

「うん！」

　一緒になってキャンピングカーを降りると、ミミはパッとオークたちに向かって走って行った。

　そこで「オゴ」とオークたちを見上げて、ぱっとお辞じ儀ぎした。

　オークたちは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、オゴオゴと会話が成立して、やりとりを交かわした。

　やがて、糸目のオークが中ちゆう腰ごしになってミミの頭を撫なでた。

　ますます敵意や危険を感じなくなった直人がそこに近づいていく。

　オークたちは直人の接近に一瞬警けい戒かいしたが、ミミが何か言うと、その警戒を解いた。

「ミミ、どういう事なのか聞いてくれるか？　まずこれ」

　そう言って、罠に掛かっているソフィアを指す。

「うん！　オゴ、オゴオゴ？」

「オゴォ……」

「えとね、これは女騎士ホイホイっていって、いきなり襲ってくる女騎士とか姫騎士を捕つかまえるための罠なんだって。よく理由なく襲われるから、こういうのをつけたの」

「オゴゴ」

「しびれ薬とか混ぜてるから、それが効いてきたら下ろして、遠いところに捨ててくるんだって」

「オゴォ」

「お兄ちゃんはこの姫騎士の仲間？　畑の仕事があるから、このまま引き取ってくれると助かる、って」

「……うん、つまり？」

　オークたちの言葉、ミミのリアルタイム通訳。

　それを頭の中でまとめて、整理した。

「つまりおれが止めるのもきかずに勝手に突つっ込んで、女騎士ホイホイに引っかかって、善良なオーク相手に向かって、一方的にくっ、殺せ！　ってわめいてるわけだ」

「そ、それは──」

「この人たちがそう言ってるけど？」

「そんなの、ウソをついてる可能性もある」

「オゴ？」

　ソフィアがいうと、ミミが小首を傾かしげて、上うわ目め遣づかいでオークたちに何かを聞いた。

　すると長鼻のオークが目を細めて、彼女の頭を撫でた。

　ちょっとだけ困った様子のオーク。とてもではないが悪意があるようには見えない。

「今のは通訳無しでもなんとなくわかったぞ」

　直人は白い目でソフィアを見た。

「うっ……」

「ミミ、姫騎士はこっちで引き取るから、下ろしてって伝えてくれる？」

「うん！」

　ミミの取りなしで下ろしてもらったソフィアは、しびれ薬がちょっと効きはじめているのか、地面にへたり込んでシュンとしている。

「じゃあ行こうか、このままここにいてもご迷めい惑わくだしな」

「はーい」

　ミミは答えて、オークたちにもう一度お辞儀をして、別れを告げた。

　するとオークの片方、糸目の方がミミに何かを言って、いったん村の中に入り、すぐに戻ってきた。

　何かを持ってきて、ミミに渡わたした。

　それを見て、直人が聞いた。

「それはなんだ？」

「えっとね、干し芋いもだって。おばあちゃんがおやつにってくれたの」

「あの人オーク、おばあちゃんだったのか！」

　驚おどろき、オークの方を見る。

　糸目のオークが小さく手を振ふってくる。おばあちゃんだと聞くと、その顔はとても優やさしげに見えた。

　なんかもう、いろいろと申し訳ない気分になる直人。

　ミミにおやつを渡してくれた同族（ミミにとって）のオークたちに、このまま礼もせず立ち去るのはどうなのか。

「マスター、大変です」

　急に、パトリシアがそんな事を言った。

　おっとりとした口調はいつものままで、とても大変そうには聞こえない。

「どうした」

「さっきの走行でバッテリーをかなり消しよう耗もうしました、このままわたしを動かすと、夕方くらいから電気がなくなってしまいます」

「うん」

　頷く直人。

　それがどうした、と思ったが、すぐにピンときた。

「そうだな、それなら動かせないな」

「はい、動かせません」

「じゃあ動かさないようにしよう」

　直人はわざとらしく手を叩たたき、ミミに言った。

「ミミ、あの人たちに聞いてきてくれるか？　この車をその辺に駐とめてもいいかって」

「止めるの？」

「ああ、今夜はここに泊とまろう」

「──さよならしないの？」

　ハーフエルフの少女は瞳を輝かがやかせた。

「ああ」

「わかった、行ってくるー」

「ナオト？」

　ソフィアはへたり込んだまま、驚きよう愕がくした表情を浮うかべる。

「さて、車を動かすか」

「はい、マスター。あの辺りがちょうど明日の昼間も日ひ陰かげになると思いますよ」

「うん、日陰はいいよな。日陰ならちょうど一日分の生活用電気になるだろう」

「はい」

「ちょっとナオト、いったい何の話をしている」

「おばあちゃんに干し芋のおやつ。うーん、田舎いなかのばあちゃんを思い出すなあ」

　昔を懐なつかしむ直人、穏おだやかに微笑ほほえむパトリシア、大喜びのミミ。

　全員、この状じよう況きようを楽しんでいた。




　姫ひめ騎き士しを除いて。







　姫騎士と便所飯







　村はずれの空き地、キャンピングカーの運転席。

　朝の木こ漏もれ日の中、直なお人とはハンドルを握にぎって、全周囲モニターを使って駐ちゆう車しやしていた。

　前後左右につけられた複数のカメラで、画面に車の周りの景色をすべてナビに映しだすシステムは、最新技術なのにファミコン時代のゲームの様な感覚を持たせるものだ。

「よし」

　車を予定した木こ陰かげに停とめて、「変形」のスイッチを押し、後ろのドアを開かせる。

　徐じよ々じよに、縁えん側がわになっていく。

　直人は運転席から和室を通って縁側に向かう。

　そこに、まだ泥どろがついている野菜が大量に積まれていた。

　ついさっき畑に行って積んできた、取れたての野菜だ。

「さて、降ろすか」

「オゴオゴ」

　直人が腕うでまくりしていると、そこに糸目のおばあちゃんオークとミミがやってきた。

　おばあちゃんオークが何かを言って、ミミが通訳する。

「ありがとう、それはこっちがやりますよ。だって」

「いいんですか？」

「オゴォ」

「まだまだ若い者にはまけませんよ。だって」

　おばあちゃんオークはそう言って、野菜を運び出した。

　山のような野菜を風ふ呂ろ敷しきの様な布にくるんで、まとめて持ち上げたのだ。

　さすがオークだけあって、おばあちゃんでも力持ちだ、と直人は思った。

「はは、ひょろいおれなんかよりもずっと心強いな」

「マスターはデスクワークばかりしてましたから」

　斜ななめ後ろの秘書ポジションからパトリシアが言った。

「ああ、そうだ。そのかわり月の残業二百時間でも三日三晩寝ねずに仕事するのも余よ裕ゆうでできるぞ」

「さすがマスターです」

　おっとり口調で持ち上げてくれる台詞せりふは聞いていて気持ちがいい。

「元社しや畜ちくは伊達だてじゃない」

「うふふ」

　直人は縁側に座り、体を後ろに傾かたむけた。

「パトリシア、オッパイ」

「はい。どうぞ、マスター」

　パトリシアはうふふと笑って、直人を抱だきとめた。

　彼女の柔やわらかいオッパイをソファーに見立てて、縁側で寝そべった。

　風が吹ふいてきて、風ふう鈴りんが鳴った。

　その風がとても気持ち良かった。

　ふと、思い出したように直人が聞く。

「そういえばバッテリーは？」

「おばあさんの野菜を運んだので大分使ってしまいました。エアコンを使用した場合、夜の九時前後に電力が底をつきます」

「そっか」

「昨日に比べて気温が三度ほど下がってますので、縁側を開放して風に吹かれるのもいいかもしれません」

「そっか」

「エアコン無しでしたら、翌朝まで持つよう管理します」

「そっか」

　パトリシアの言葉に適当に返事をして、直人はのんびりした。

　あえてキャンピングカーを日陰に止めていることもあって、風は涼すずしかった。

　たまに涼しすぎてちょっと寒くなるときがあるけど、オッパイの谷間で受け止めてくれたパトリシアの体が温かかった。

　前は寒いけど、後ろは温かい。

　絶好のうたたね日和びよりだ。

　生まれてくる眠ねむ気けに、直人は身を任せた。




　ふと、違ちがう風を感じて、直人は目を覚ました。

　目を開けると、パトリシアがうちわで扇あおいでくれているのが見えた。

　木と葉でできた、手作りのうちわだ。

「それ、どうしたんだ？」

「はい、さきほどおばあさんが来て、これを渡してくれました。お昼になったら暑くなるから、と」

「昼か。今何時？」

「十二時五十九分です」

「普ふ段だんなら昼休み終しゆう了りようの時間だな。昼休みなんて実質なかったけど」

「そうですね」

　そう言って、また言葉がなくなる。

　首筋がちょっと汗あせばむ真昼の陽気に、パトリシアのうちわの風が心地ここちよかった。

　直人はまたうとうと寝入ってしまった。




　なんだか腹が重かった。

　なんだろうと思って目を開けて下を見ると、そこにミミがいて、彼の腹を枕まくらにして寝ている姿が見えた。

　なんとなく頭を撫なでてやった。

　それで、起こしてしまった。

「おはよう」

「はよ……」

　寝ぼけたまま、ミミは目をこすった。

　体を起こしたハーフエルフの少女に聞く。

「おばあちゃんのところに行ってたんじゃないのか」

「うん、行ってたー。それでね、おばあちゃんがこれくれたのー」

　ミミはそう言って、縁側の隅すみっこにおかれているスイカを指さした。

　ソフトボールより一回り大きいだけの、スイカにしては小ぶりなものだ。

「スイカか、春なのにあるんだな」

　直人のイメージだとスイカは夏の果物である。

「おばあちゃんが言ってた、春だから小さいのしかなくてごめんなさいって。夏になったら大きいのもあるからって」

「なるほど、春スイカ、みたいな品種があるのかな」

　直人はパトリシアに抱かれたまま、考える。

「スイカは冷やした方がうまいから、冷やすか」

「じゃあ、冷蔵庫に入れようよ」

「いや」

　ミミの提案に、直人は少し考えて、言った。

「ミミ、おばあちゃんにこの辺に川があるかどうか聞いてきてくれるか？」

「川？　それを聞いてどーするの？」

「スイカはな、川で冷やしたほうが美味うまいんだぞー」

「そうなの？」

「恐龍のしっぽをこのまえ焼いただろ、あれと同じで。スイカは川で冷やすのが一番美味いんだ」

「そっか！　わかった、聞いてくる」

　ミミが走って、村の中に消えていく。

　三分もしないうちに、長っ鼻のオークと一いつ緒しよに戻もどってきた。

　どうしたんだろう、と直人は思った。

「おじいちゃんが川に持ってってくれるって。ついでに、だって」

「オゴッ」

　長っ鼻のオークは釣つり竿ざおを持っている。釣りに行くついでに、という事のようだ。

「それとね、お兄ちゃんのこと、わかってる、って言ってるよ。何をわかってるの？」

「あはは、なんだろうなー」

　直人はオークと笑い合った。

　言葉はまったくわからないけど、なんとなく通じ合った気がする。

　長っ鼻のおじいちゃんオークは小玉スイカを受け取って、脇わきの下に抱かかえて去って行った。

「さて、もうちょっと寝るかな」

「おばちゃんが呼んでるからいってくるね」

　ミミがそう言って、風のように駆かけていった。

　直人はもうしばらくうたた寝した。

　不思議な事に、いくら寝てもまだ寝られる。

　以前は、たまの日曜日に寝ね溜だめしようとするとかえって疲つかれて気持ち悪くなったりしたのだが、まったくそんな事にはならなかった。

　のんびりとしてて、いくらでも気持ち良く寝られる感じだ。




　次に起きたときは夕方になっていた。

　目を開けると、おばあちゃんオークの姿が見えた。

「どうしたんですか？」

　直人は敬語で聞いた。相手がおばあちゃんだと知ってから、なんとなくそうなったのだ。

「オゴオゴ」

「えっと……」

「なんと言ってるんでしょう」

「わからないな……」

　困る直人とパトリシア。

　辺りを見回す。ミミはいない。

「オゴ」

　困る二人に、おばあちゃんオークが持っていた布の袋ふくろを差し出してきた。

　袋の中から様々なものを出して、直人に手て渡わたす。

　昨日ミミに渡わたした干し芋いもや、様々な果物だ。

「ああ、おやつか」

　なんとなくわかった直人。これはおやつなんだ。

　田舎いなかに帰ったとき、食べきれないくらいのおやつを出してくれたおばあちゃんの事を思い出した。

　今もそうだ。直人の目の前に、食べきれないほどのおやつが現れたのだ！

　おばあちゃんという人種はどこも一緒なんだな、と直人は思った。

　直人は数時間ぶりにパトリシアのオッパイから体を起こし、足を縁えん側がわから下ろして、おばあちゃんに深々と頭を下げた。

「ありがとうございます」

「オゴォ」

　ミミはいなかった。でもなんとなくわかった。

　直人の耳には、「足りなかったら言ってね」と言われたように聞こえた。

　足りても次から次へと持ってくるおばあちゃん的な台詞せりふに、直人はもう一度、深々と頭を下げた。

　帰るおばあちゃんの背中を見送る。

「何かお返しに作りたいな」

「焼きブドウはどうでしょう」

「そうだな。手伝ってパトリシア」

「はい！」

　彼はパトリシアと共に部屋に戻り、キッチンで今し方もらった果物をオーブンレンジで焼いて、それをおばあちゃんオークのところに届けた。

　当然、おばあちゃんからその三倍くらいの料理のお返しをもらったのは、言うまでもないことだった。

　こうして、直人はオークの村でほっこりする一日をすごしたが。




　次々とおとずれるオークに怯おびえた姫ひめ騎き士しは、一日中トイレに閉じこもり、ご飯もそこで食べていた。







　姫騎士と天岩戸







　オークの村はずれ、駐とまっているキャンピングカー。

　この日も朝から、直なお人とは縁側でのんびりしていた。

　鳥がさえずり、春風が葉は擦ずれを奏かなでる。

　うららかな陽気は、二日目になっても直人を浅い眠ねむりの連続から捕とらえて放さない。

　文句どころか進んで頭をオッパイにのせてくれるパトリシアと一緒にのんびりしていた。

　虫が顔に止まるのさえ気にならないくらい、のんびりしていた。

「オゴ」

　野太い声が聞こえた、目を開けると長鼻のおじいちゃんオークが見えた。

　おじいちゃんは肩かたに木材を担かついでいる。

「ども」

　直人は体を起こして、縁側であぐらを組む。

　会え釈しやくして、こんにちはというと、向こうもオゴ、とそれっぽい言葉を返してくれた。

　通訳ミミ無しでも、これくらいの事ならできる。

　どことなく仏ぶつ頂ちよう面づらに見える顔で、オークは辺りをきょろきょろと見回す。何かを捜さがしているみたいだ。

「ミミを捜してるんですか？　えっと……」

　そういえばミミの姿が見えないな、と中を見る。

「おはよー」

　そこに丁度、ミミが出てきた。

　寝ね起おきだからか、手の甲こうで目をこすっている。

「おはよー、おじいちゃん」

「オゴ」

「そっか……オゴゴ」

　オークの言葉に切り替かえて返事をする。

「うん……わかった、おばあちゃんには言わない」

　まだちょっと寝ぼけているのか、ミミはオークの言葉を喋しやべったり喋らなかったりしている。

　その直後におじいちゃんオークに何か言われて、オークの言葉で言い直す。

「本当に？」

　瞬しゆん間かん、ミミの目がカッと見開かれた。

　何かに期待するような、わくわくした笑え顔がお。

　オークが村のほうに向かってオゴオゴと鳴くと、はじめて見るオークが三人現れた。全員がおじいちゃんオークと同じように木材や麻あさ縄なわなどを担いでいる。

　それをキャンピングカーから数メートル離はなれた場所におろし、見た目からは想像できない器用な手つきで木材を組み上げていく。

　瞬またたく間に、手作りのブランコができあがった。

「それは？」

　直人がミミに聞く。

「ブランコだって」

「それは見ればわかる」

「おじいちゃんの子供が遊んでたものを、倉庫の中から見つけたから、貸してくれるって」

「見つけたって……」

　直人は苦笑いした。

「木材の断面が新しいですね」

　パトリシアが言って、直人が頷うなずいた。

　おじいちゃんの子供がいくつなのかはわからないが、今担いできたブランコに使われた木材はどれも断面が真新しい。

　今にも樹液が滴したたってきそうなくらい新しい。

「今日作ったんだろうな、ミミのために」

「そう思います」

　頷き合う直人とパトリシア。

　部屋の中から子犬が出てきて、縁側で直人を見上げて、「わん！」と鳴いた。

「どうしたわんこー、散歩行きたいのか」

「わん！」

「うーん」

　しっぽを振ふりながら見上げてくる子犬。

　散歩かー、と直人は渋しぶった。

　子犬を連れて散歩に行くのもいいけど、もうちょっとのんびりしていたい気分だ。

「昼ご飯のあとでいいかー」

「くぅーん」

「うーん、じゃあ今行くか」

　直人が重い腰こしを上げようとすると、オゴ、とおじいちゃんオークが話しかけてきた。

「本当に？　あのねお兄ちゃん、おじいちゃんが、散歩ならおれが連れて行くって」

　それをすかさず、ミミが通訳してくれた。

「いいんですか？」

　直人が聞くと、オークは厳いかつい顔で頷いた。

「分かりました、お願いします」

　直人はそう言って、子犬に手作りのリードをつけて、オークに手渡す。

　オークはそれを引いて、無言できびすを返して歩き出した。

「わん！」

　最初はわけがわからずオークと直人の顔を交こう互ごに見比べていた子犬だったけど、代わりに散歩に行ってくれると理解したのか、しっぽを振って大喜びで駆かけ出した。

「ォゴ」

　子犬はおじいちゃんオークを追い越こし、引っ張る。引っ張られたおじいちゃんオークは危あやうくバランスを崩くずしかけた。

「おご」

「わんわん！」

　しっぽを振って駆け回る子犬と、のっしのっし歩くおじいちゃんオーク。

　一いつ緒しよにやってきた仲間（？）たちと笑い合いながら、ゆっくりと歩いて、去って行った。

「お兄ちゃん、見てみて」

「ブランコの上に立つと危ないよー」

「だーいじょーぶ」

　おじいちゃんたちが作ってくれたブランコをこぐミミ。

　オークの血を引いているからか、それとも適応力の高い子供だからか。

　ミミは立ち乗りで、前後に百八十度振るくらいの勢いでブランコを楽しんだ。

　鳥のさえずりに、春風が奏でる葉擦れ音。

　そこに加わる、女の子の笑い声。

　直人は再び、うとうとした。

「オゴ？」

　どれくらい時間が経たっただろうか、直人は再び、オークの声におこされた。

　目を開けると、今度は糸目のおばあちゃんの方だった。

　おばあちゃんはブランコに乗っているミミと話している。たまに見る身み振ぶり手振りから推測するに、ブランコの事を聞いているようだ。

　そこに、おじいちゃんと子犬が戻もどってきた。

　おじいちゃんはおばあちゃんを見て、直人の目にもわかるくらいぎょっとして、動どう揺ようした。

「オゴ……？」

「オゴオゴ」

「オゴ」

「オゴォ！」

「……」

　急に怒ど鳴なりだすおじいちゃんに、じっと見つめるおばあちゃん。

　二人はしばしにらみあって、やがておじいちゃんのほうがしゅんと肩を落とした。

　なんとなく身に覚えのある光景だなと思っていると、ミミが横にやってきた。

「なあミミ、おじいちゃんとおばあちゃんは何を話したの？」

「えっと、みんなに迷めい惑わくかけてどうするんですか、だって」

「村人のみんなを巻き込んで作ったんだな、おばあちゃんに内ない緒しよで」

　直人は子供の頃ころ田舎いなかに帰ったとき、おじいちゃんにおもちゃを買ってもらったけど、勝手におもちゃを買い与あたえたことで、おじいちゃんがおばあちゃんに怒おこられた時の事を思い出した。

「頑がん固こオヤジと亭てい主しゆ関白やってる人って、意外と奥さんに弱いんだよな。年取るとなおさらだ」

「どーいう意味？」

「おじいちゃんが怒られてかわいそうだって意味だ。……そうだ、ミミはブランコのお礼を言ったか？」

「あっ、まだー」

「じゃあお礼を言ってきなー。作ってくれたおじいちゃんと、あとおばあちゃんにもな」

「うん！」

　ミミは走って行った。直人は「両方にだぞー」と大声で付け加えた。

　ミミは二人の前に立ち、ぺこり、とお辞じ儀ぎして何かを言った。

　するとおばあちゃんがたじろぎ、おじいちゃんがフフン、と鼻をならした。

「あっ、そこで調子にのると──」

　直人の危き惧ぐ通り、おじいちゃんはまたしてもおばあちゃんに怒鳴られて、シュンとなってしまった。

　そこに、さっきのオークたちがやってきた。

　今度は木材ではなく、肉や野菜、そして大きな鍋なべを担かついでやってきた。

　そこでわいわいと設置をはじめる。

「ミミー、それはなんだー」

「お昼ごはんー、みんなで食べようだってー。おじいちゃんのおごりでー」

「また怒られますね」

　パトリシアが言う。

「もう怒られてるな」

　おじいちゃんはおばあちゃんに耳をつねられ、周りがそれを見て笑いつつも、取りなしている。

　ちょっとした宴えん会かいになりそうな光景。直人は期待した。

　ミミがいるからかもしれないが、オークの村のみんなは温かく、良い人ばかりのように思えた。

　ふと、キャンピングカーの奥から「ガタッ」という音が聞こえた。

　見ると、トイレのドアがちょっと開いていて、ソフィアがそこから顔をだして、様子をのぞいているのが見えた。

「ソフィア、お前もくるか？」

「オ、オークなんかと一緒に食事ができるか」

「そっか」

　直人は振り向き、鍋の準備をするオークたちを見た。

　ソフィアには何も言わないが、何とかできないものかと思った。

　それであれこれ考えていると。

「わんわん」

　子犬がキャンピングカーの中に入り、トイレの前で鳴いた。

「くぅーん、くぅーん」

　見ると、トイレの中に潜もぐり込んで、小さな体でソフィアの足を押しているのが見えた。

　ナイス子犬、と直人は思った。

「一緒に来てほしいみたいだぞ」

「そ、そうなのか」

「同じ釜かまのメシを食ったら懐なつかれるかもしれないぞ」

「本当か！」

　ソフィアは一いつ瞬しゆん食いつき、すぐに取り繕つくろって、ごほん、と咳せき払ばらいした。

「一緒に来てほしいのか？」

「わん！」

「し、仕方がない。今回だけだぞ」

「わん！」

　ソフィアはそう言って、久しぶりにトイレから出てきた。

　表に出るとオークたちは一瞬ぎょっとして、ソフィアもびくっとなった。

　しかし子犬とミミが間に入ってくれた事で、天敵である両者が、ぎこちないながらも、大おお鍋なべで煮にえたものを一緒に食べたのだった。







　姫騎士と厨二病







　夕暮れのオーク村、キャンピングカーの前。

　縁えん側がわの先、大鍋をぐつぐつ煮ているたき火の前。

　直なお人と、ソフィアはオークたちと雑談していた。

『そもそもな、おれたちは人間の女なんてどうでもいいんだよ』

『そうそう、人間の女にこの鼻があるか？　こんな美声オゴオゴが出せるか？　そんな人間の女に欲よく情じようなんて普ふ通つうするわけねえだろ』

「はあ、じゃあなんで女騎士とか姫騎士とか襲おそうんですか？　実際襲った事例はあるんですよね」

「そうだ、それをどう言い訳するつもりだ！」

　直人とソフィア、二人はミミの同時通訳を介かいして、おじいちゃんオークたちと会話していた。

　オークと姫騎士との確かく執しつについて直人が聞いたので、こういう会話になった。

『確かにそういう事もある』

　耳毛ボーボーのオークがため息混じりに言った。

　そこに、長鼻オークが腕うで組ぐみして、首を傾かしげながら言う。

『なんでかしらねえけんどよ、大人になるちょっと前にそういう時期があるんだ。妙みように周りがむかついて、何にでもむかついて、世界中のだれもおれの事をわかってくれねえ、って思うような時期があってよ』

『そうそう、男はわりとみんなそうなる』

「うん？」

　なんか聞き覚えのある話になったぞと、直人は思った。

『まあ普通はいじけるだけで済むんだけんどよ、そういうヤツの中の一部がまずい方向にこじらせるんだ』

『おれはおれで、ただのオークじゃねえ』

『女騎士に舐なめられるようなオークにはなりたくねえ、とかよ』

「厨二病か！」

『ちゅうにびょう？　なんだそれは』

　長鼻オークが首をかしげる。

「ああ、中二という概がい念ねんがそもそもないのか。えっと……反はん抗こう期きをこじらせたようなものですよ。はしかみたいな一過性の、頭の病です」

『そういう名前なのか。うん、そう、そのちゅうにびょうに罹かかったヤツが女騎士を襲うんだ』

『だからまあ、こっちも引け目を感じてよ。襲われるのは困るけど、実際向こうにも迷惑かけてるしよ』

「そういうことだったのか……」

　頷うなずき、納なつ得とくするソフィア。

　この村にやって来た直後の──ついさっきまでの気き炎えんがまるで消えてなくなっていた。

「納得するのか、それで」

　彼女の反応に、いつもながらちょろいな、と直人は思ったのだが。

「父上が言ったのだ、この世にはわたしが知らない事は山のようにある、知らない事に出会ったらまずは受け入れろと」

「……」

　目を丸くする直人。

　それはかつて聞いた台詞せりふ。

　彼女と出会った直後に、キャンピングカーのあれこれを話した時、彼女が言った台詞だ。

「あんた……」

「うん？　なんか言ったかナオト」

　首をかしげるソフィア。

「いや、なんでもない」

「うん？　しかし何か言いたげな顔をしてるぞ」

「してない」

「いやしてるではないか」

「そんな顔してない……これはオッパイがほしい時の顔だ！」

「はい、マスター」

　横からパトリシアがずい、とオッパイを差し出した。

　直人はそれに顔を埋うずめた。

「くそ、相変わらずイイオッパイだ」

　そう言って、ごまかして、ソフィアの追及から逃のがれようとした。

　そして、オークたちの話が続く。

『とにかく！　おれらは人間の女なんかにゃ興味ねえんだよ、健康的な男はな』

『だから捕つかまえて犯おかすとかそういう事は普通しねえんだ』

『そういう目で見られるのは困るよな』

『困るっつったら、あれも困るな。くっ、殺せ』

『そうそう、女騎士とか姫騎士とかいう人種は何かにつけておれらに突つっかかってきてさ。それで捕まえて穏おん便びんに帰そうと思ったら二言目には「くっ、殺せ」だしよ』

『そうそう、「放せ」とかじゃなくて「殺せ」なんだよな。あれは困る』

　途と中ちゆうからオーク達の話が女騎士や姫騎士に対する愚ぐ痴ちになっていったので、直人はミミにいって、通訳をやめさせた。

　オーク達が盛大にオゴオゴと愚痴りあうのを漠ばく然ぜんと眺ながめていると、ふと、離はなれたところに子供のオークを見つけた。

　子供オークはじっとこっちを見つめている。もしかして、と思った直人はミミの肩かたをトントンと叩たたいて、子供オークを指した。

「あっ」

　ミミは子供オークのほうに向かって駆かけていった。

　離れたところで何かを話す子供二人。それを見ていると、横からソフィアが聞いてきた。

「なんだろ、あれ」

「ミミの友達なんじゃないのか、あの子明るいから、早さつ速そく友達を作ったんだろ」

「なるほど」

　何かを話していたミミは子供オークの手を取って、こっちに連れてこようとした。「こっちで一いつ緒しよにあそぼ」と陽気なミミが誘さそっているのは想像に難かたくない。

　しかし、その手を子供オークはふりほどいた上に、ミミに向かって舌をべーと出して、身を翻ひるがえして駆け去って行った。

　ミミは手首を押さえた。ふりほどかれたときにあたったようだ。

「あいつ！」

　ミミの厚こう意いを無下にした行いに、いきり立つソフィア。

　直人はオッパイから顔を起こして、とっさに彼女の手を摑つかんで引き留めた。

「あー、待て待て」

「何をするナオト、放せ」

「いやいやいや、何するつもりなんだあんたは」

「何するって、決まってるだろ。ミミにあんな事をしたあいつを、懲こらしめてくるんだ」

「やめとけ、子供の事に大人が出ていくのはかっこわるいぞ」

「しかし」

「それにあれはなー、多分だけど、あれは照れてるんだ」

「照れてる？　何言ってるのかわからないぞナオト」

「オゴオゴ」

　直人がソフィアをたしなめる横から、耳毛のオークが割り込んできた。

　心なしか顔はにやりとしている。気になる子に素す直なおになれないのは、オークも同じの様だ。

　言葉は通じないが、なんとなく通じ合った。

　直人は耳毛のオークと乾かん杯ぱいした。

　ミミが子供オークを追いかけて行くのを、直人とオークたち大人がほのぼのして見守っていた。

「わからん」

「あるある話ってやつだ」

「オゴッ」

　その光景をみたソフィアはしばらく、腕うでを組んで頭をひねった。

　やがて。

「オークは意外と……人間と同じだったんだな」

「そうみたいだな」

「……今まで突っかかっていた自分が恥はずかしい」

「まあしょうがないんじゃないのか。言葉通じないんだし」

　そう言ってソフィアを慰なぐさめた。

　しばらくうつむいて何かを考えていたソフィアだったが、いきなり立ち上がって、決意を固めた表情をした。

「よし、わたしは決めたぞ」

「決めたって、何をだ？」

「この話を、みんなに知らせる」

「みんなって？」

「この大陸のすべての国にだ。わたしがオーク親善大使になって、実情をみんなに知らせる」

「……いきなり何を言い出すんだあんたは」

「そしてオークと人間の間を取り持つ。今の話を聞いてると、みんなもっと仲良くなって、歩み寄って幸せになることができるはずだ」

「いやそうかもしれないけど」

「よし、決めた！　行こうナオト！」

　意い気き揚よう々ようと話すソフィア。直人は眉まゆをひそめる。

「行こうって、どこに」

「王都だ、今すぐ父上に会って話してくる。善は急げだ！」

「待て待て、おれは酒飲んでるんだ。飲酒運転は危険だからせめて明日に」

「なら、わたしはもう寝ねる」

　そう言って、本当にキャンピングカーの中に戻もどって、寝てしまった。

　そのあと、ミミの通訳でオークたちにそれを話すと、全員は顔を見合わせ苦笑いするのだった。







　翌朝。

　村を発たつ直人たちを見送るため、オークが村の入り口に集まってきた。

　糸目のおばあちゃんオークは食べきれないほどのお菓か子しをミミに渡わたした。

　その横で、酌くみ交かわした男たちは再会の約束を交わしていた。

「また来る」

『待ってる』

「きゃあああ」

　ふと、悲鳴が聞こえた。

　どうしたんだろうと、一同悲鳴の方向を見る。

　そこに、罠わなに掛かった女騎き士しの姿が見えた。

　オーク、直人、そしてソフィア。

　全員がそれに苦笑いした。

「女騎士ホイホイすごいな」

「くっ、殺せ！」

「おー、なんか懐なつかしいな。ソフィアと同じ事言ってる」

「言うなナオト！」

「オゴオゴ」

「そこの女！　のんきに見てないで助けろ！」

「だって、どうする？」

「……放っておこう」

「そうだな、おじいちゃんたちならやさしくキャッチアンドリリースするだろ」

　ソフィアがそう言い、直人はにこりと笑った。
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　直人たちはオークたちに別れを告げて、ソフィアの故郷、王都に向かってキャンピングカーを走らせた。







　姫騎士と見取り図







　砂すな嵐あらし吹ふき荒あれる中、停車しているキャンピングカー。

　砂嵐によって発電量がほぼゼロになり、二重の意味で走れなくなった。

　パトリシアとミミと子犬は不思議空間の中にいて、直なお人ととソフィアは六畳じよう間和室にいた。

　直人はコタツの上に紙を出して、そこに絵を描かいていた。

「ナオト、それはなんだ？」

「これか？　これはこのキャンピングカーの見取り図だ」

「見取り図……」

「ほら、これがあそこの運転席、これがこの和室、これがシャワー室……」

　きょとんとするソフィアに、直人は紙とオーダーメイドの内装を一つずつ指さして、説明した。

「なるほど、この移動民家の内装を描いてるという事か」

「そういうことだ」

「それにしても上手うまいなナオト、この……見取り図？　こんな簡単な線でよくわかりやすく描けるものだ」

「わからないんじゃなかったのか」

「そういうものだと理解すれば、途と端たんにわかるようになった」

「なるほど」

　直人は頷うなずき、描き上げた見取り図を見つめながら言った。

「こういうの、子供の頃ころからさんざん描いてきたんだ」

「子供の頃から？」

「そっ。昔からずっとキャンピングカーが好きで、将来はゼッタイキャンピングカーを買うって決めてたからな。学生の頃に独学で建築の見取り図の描き方を勉強して、こんな感じで自分の理想のキャンピングカーをいくつも描いてきたんだ」

「いくつもか、ほかにはどんなものを描いたのだ？」

「そうだな……たとえばこんなのがある」

　直人は新しい紙をとって、サラサラサラとペンを走らせた。

　迷いのない手つきで、新たな見取り図を描き上げていく。

　今度は縦長の車体の真ん中に、長方形のパーツが目立つように描かれていた。

「これは……この四角いのはなんだ？」

「ベッドだ」

　直人が答える。

「ただのベッドじゃないぞ、家族まとめて寝られるキングサイズのベッドだ。で、ベッドの横のここに常夜灯、こっちに本ほん棚だな。後ろは一面の窓ガラス。天てん蓋がい付きのベッドも考えたけど、キャンピングカーだからそれはあまり意味がなかった」

「うん？　意味がないというのはなぜだ？　普ふ通つうの家と何か違ちがうのか？」

「そうだな、天蓋付きのベッドはカーテンを下ろすと一種の密閉空間になるだろ？　それって結構秘密基地感があるんだ。だから普通の家だといいんだけど、元から移動する秘密基地って感じのキャンピングカーだとちょっと余計な感じになる」

「なるほど、こだわりがあるのだな」

「ああ、あるんだ」

「それにしても、車の中を丸ごと寝しん室しつにするのだな。ほかに何もいらないという感じなのかな？」

「その通り。豪ごう華かな寝室だけを載のせたキャンピングカーだ、シャワーとかトイレとかキッチンとかそういうの一いつ切さいなくて、超ちよう高級寝室だけをポンと載せてみた。これの初期バージョンはラブホテルを参考にして描いたんだ」

「らぶほてるとやらはわからないのだが、これは……暮らしにくくないのか？」

「暮らしの利便性を考えてないからな、そもそもモデルがラブホだし。これは簡単な旅行のために使うものなんだよ、彼女ができたときに、っていうコンセプトだな」

「なるほど」

　よくわからないがとりあえずうなずいた、という感じのソフィア。

「ほかにはどんなのがあるんだ？」

「ほかは……そうだな、こういうのも考えた」

　新しい紙を取り出して、描く。

　縦長の車体が二つ分描かれた。

「これは、二台あるということか？」

「いやちがう、一階と二階──二階建てのキャンピングカーだ」

　言いながら、「１Ｆ」「２Ｆ」と描き加えた。

「このはしごみたいなのが階段だ」

「ああ、なるほど。階段ははしごみたいに描くのだな」

「一階はパーティールーム、ちょっと立派なリムジンって感じだな。でもって二階はほら、全面ガラス張りになってるだろ？　ああこれはガラス窓って意味だ。こんな感じのラウンジになってて、高いところから夜景を楽しむためのつくりだ」

「ほう？」

「むかし寝しん台だい列車を見た時に、全面ガラス張りで走りながら夜景を見られるんなら最高だな、って思って考えた構造だ」

「走りながら夜景か……ほかにはなにかないか？」

「山ほどあるけど……そうだな」

　ソフィアの質問に、首を傾かしげて記き憶おくを探さぐる。

「こんなのはどうだ？」

「これは……さっきのより大きいな、それにまた二階建てだ」

「そうだ」

「二階のここは……円えん卓たくか？」

「おっ、読めるようになってきたじゃないか」

　直人はニヤリと笑った。

「そう、それは円卓、会議用のな。ここの二階は円卓をつけた会議室って事になってる、その下の部屋はプレジデントデスクをつけた、まあ社長室だな」

「ほう？」

「ドアを開けて出たそこは平社員のオフィス、机を六個くらい並べてみた。コンセプトは移動する会社だ。会社を建物ごと移動させたら面おも白しろいって思ってな。富ふ豪ごうとかがプライベートジェット持ってるってところからの発想だな。建物を載せてから、ついでに社員も乗せてしまおう、ってね」

「ほうほう」

「逆にこんなのも考えていた」

　言って、更さらに描く。

　今度はかなり小さめで、内装から推測して一畳程度の広さしかない部屋だ。

「ずいぶん小さなのが出てきたな。ベッドと机があるけど、くっついてるな。このマークはどういう意味だ？」

「ペダルだ！」

「ぺだる？」

　曖あい昧まいなアクセントでオウム返しする。「ナットー」を彷ほう彿ふつとさせる発音だ。

「ペダルはわからないか。帆はん船せんとオールは？」

「それはわかる」

「なら、それで想像してみてくれ。風の力じゃなくて、オールを漕こいで走る船と、太陽の力じゃなくてペダルを漕いで走る車だ」

「なるほど」

　たとえをだしてやると、ソフィアは素す直なおに頷いた。

「これは単に、三輪車みたいなものに手作りの革をかぶせただけのものだ。学生時代実際に作ろうと考えた。これなら天気に関係なく、足が動く限り走れる。すばらしいものだぞ」

「ほかには何かないか？」

「ふふ……キャンピングカーの魅み力りよくをそろそろわかってきたな」

　直人はにやりとして、見取り図を描いて、ソフィアに次々と「おれがかんがえたさいきょうのキャンピングカー」を教えた。

　ソフィアはその都度素直に頷き、感心した。

　そんな反応に直人は気をよくして、考えたものをすべてさらけ出した。

「最後は──これだ！」

　さささ、と今までで一番短い時間で見取り図を描いた。

　縦長の車体には運転席以外、何もついていない。

「これって……なにもないぞ」

「車庫だからな！」

「車庫？」

「そう、キャンピングカーを駐とめるための車庫、移動車庫ってところだな」

「移動民家の中に移動民家を入れるのか？」

「そうだ、さらに中のキャンピングカーには自転車も乗っける」

「さらに中にいれるのか？　何故なぜそんな事を？」

「ロマンあるじゃないか！　三段階合身！　みたいな感じで」

「すまんがそこはわかってやれん」

　ソフィアは言った。

「しかし、いろいろ考えてたんだな」

「昔から好きだったからな、キャンピングカー。パトリシアを買う時も、どういうヤツにしようかさんざん迷ったよ。最初のキャンピングカーだからここはやっぱり六畳一間だろ！　って思ってこんな風にしたな」

　顔をあげて、パトリシアの内部をくるっと見回す。

「六畳じよう間、天てん井じようのふすま、エアコンにコタツ、冷蔵庫とレンジ付きのキッチン、風ふう鈴りんをつけて縁えん側がわ、そしてトイレシャワー別！」

　オーダーメイドの内装を一つずつ数え上げていく直人。

　その目はまるで少年のように輝かがやいていた。

「おれの夢だったんだよ、これ」

「愛してるのだな」

「ああ！　キャンピングカーも──パトリシアも！」

「だから、心地ここちよいのだなここは。乗ってていつもほっこりしてて……気分がよくなる」

「そうだろ！」

　直人は自じ慢まんげに言った。

　ソフィアは少し考えて、改めて、という感じで切り出した。

「なあナオト」

「どうした？」

「もしも、今新しい移動民家を作るとしたらどんなものにするんだ？」

「今？」

「そうだ」

「今か……」

　首をひねる直人。

　そこに、条件を付け加えるソフィア。

「わたしたちが一いつ緒しよに乗るものなら、どんなものを作るんだ？」

「なるほど、そういうことなら──まずは犬小屋だな、簡単な庭もつけよう」

「それはだめだナオト」

「なぜ」

「庭はいいが、あの子の家はみかん箱だ。そこは譲ゆずれん」

「なるほど」

　頷うなずく直人、確かにそうだなと思った。




　そうしていろいろと意見を出し合う直人とソフィア、二人は新しいキャンピングカー、理想のキャンピングカーを設計していった。







　姫騎士と餌付け







「今日はここまでだな」

　夕方、直なお人とはそう言い、キャンピングカーを止めた。

　パネルに表示されているバッテリーのゲージが赤くなっていて、これ以上車を走らせるのは危険である事を示している。

「お兄ちゃん、後ろ開けてー」

「おー」

　縁側の「変形」スイッチを押して、キャンピングカーの後方を開放する。

　完全に開かれると、ミミと子犬が一緒になって車外に飛び出した。

　渓けい流りゆうのせせらぎが聞こえてくる。キャンプに適した場所だ。

　飛び出して川に向かって行く少女と犬を、直人は窓ガラス越ごしに見守ったまま、助手席に座るソフィアに話しかけた。

「あとどれくらいでつくんだ？」

「今日と同じくらいの距きよ離りを走れば王都が見えて来る」

「そうか、じゃあ明日の昼過ぎくらいに出発しよう」

「朝じゃないのか」

「バッテリー使い切ったからな、午前中だけでも充じゆう電でんさせないと動けない。午後からでも、だましだましになるだろうし」

「そうか。すまないなナオト」

「いいや」

　直人は微笑ほほえんだ。

「あんたがやる気になってくれたんだ。コタツを使うのさえ犠ぎ牲せいにしてさ」

　にやりとする直人。

「先を急ぐならバッテリー使い切ってコタツ使えなくなるぞー、って言った時のあんたの顔をみてたらなー。あれほど『断腸の思い』という言葉が似合う顔をおれは知らない、初めて見た」

「そ、そんな顔してないぞ！」

　ソフィアは顔を赤くさせて、反論した。

「そうかー？」

「そうだ。そ、それにもう暖かくなってきたし、コタツくらいなくても大だい丈じよう夫ぶだ」

「そうなのか？」

「ああ、そうだ」

　ソフィアがそう言った直後に、ミミがパタパタと走ってきて、運転席のドアを叩たたいた。

　直人はパワーウインドウを下ろして、肘ひじをかけて顔を出した。

「どうしたー？」

「お兄ちゃんお姉ちゃん！　外さむいー」

「プッ」

「現在の外気温は十五度です、夜になればさらに下がると思います」

　思わず吹ふき出す直人。背後から秘書っぽく、パトリシアが報告口調で言った。

　口を押さえて、半笑いでソフィアの方を向く。

「寒いってさ」

「うっ……」

「ちなみにミミが寒がってるけど、どうする？」

「うぅ……」

「そうだお姉ちゃん、たき火しよう？　火を出してー」

「た、たき火だな？　わかった今行く！」

　まるで逃にげ出すかのように、慌あわてて助手席から飛び降りるソフィア。

　ぐるっと車を回っていく彼女を目で追いかけた。彼女はミミと共に、薪まきを拾い集めて、河か川せん敷しきに並べていった。

　炎えん髪ぱつを煌きらめかせて、薪に火をつけるソフィア。

「さて、晩ご飯の調達でもするか」

　直人はそういい、物置にある長鼻オークからもらった釣つり竿ざおとエサをだして、キャンピングカーから降りた。

　小石を踏ふみしめて、川の方に向かって行く。

　夕日を反射する川は静かで、綺き麗れいだった。

「釣りをするのか？」

　後ろからソフィアが話しかけてきた。

　ミミと子犬がたき火の周りを駆かけ回っている。

「ああ、何匹びきか釣って晩ご飯にしようかなって」

「ナオトが料理してくれるのか？」

「ああ」

「そうか、ナオトの料理は上手うまいから、楽しみだ」

「はは、おだてても何も出ないぞ」

「本気だ、ナオトの料理は上手い」

「……そ、そうか」

　直人は照れてしまった。

　ソフィアのまっすぐな視線とストレートな言葉はどうにも照れくさい。

　褒ほめられ慣れていない彼は、ストレートに褒められると、それだけで照れくさくてつい目を逸そらしてしまう。

　逸らした視線の先にはミミがいた。

　オークとエルフのハーフの子は無む邪じや気きな顔で、訝いぶかしむ様子で聞いてきた。

「褒めたらなにもでないの？　ごはんも出ないのー？」

「どうなのだナオト」

「……ごはんはちゃんと出るから」

「わーい」

　無邪気に喜ぶミミ。直人はさらにぷい、と顔を逸らした。

　視界の隅すみに、穏おだやかに微笑み、それ以上何も言わないソフィアの顔が見えたからだ。

　まるで形勢逆転とばかり──な状じよう況きようだが、直人がソフィアに意地悪したがるのに対し、ソフィアはそういう事をほとんどしてこない。

　一本気な彼女らしい反応である。

　直人はそのまま、釣りの準備を始めた。

　釣り針ばりの先にエサをくくりつけて、川の中心に垂らす。

　その横に、またもソフィアが寄ってきた。

「どんな魚が釣れるのだ」

　他意のない質問だ。

　直人は少し考えて、そのまま答えた。

「夕方の川釣りなら、ヤマメあたりが釣れるんじゃないか？　いればの話だけど」

「ヤマメか」

「春のヤマメは美味おいしいぞ、塩焼きにするだけで充じゆう分ぶん美味しくなる」

「塩、ご用意します」

　パトリシアが言って、キャンピングカーの中に引っ込んだ。

　元の世界から持ち込んだ調味料がまだあるので、それを用意するため戻もどったのだ。

　直人はそこで、夕暮れの川に釣り糸を垂らし続ける。

　離はなれたところからミミと子犬がじゃれ合う声が聞こえる。

　隣となりにソフィアが静かに佇たたずんでいる。

　ふと、彼女が口を開いた。

「影かげが長いな」

「影か……。子供の頃ころ、影を踏んで遊ばなかったか？」

「影を踏む？」

「ああ」

　頷く直人。

　糸を引き上げて、エサを確かく認にんして、また川の中に戻す。

「自分の影を追いかける遊びだ。頭を踏んだら勝ち、とかそういうルールで」

「自分の頭の影なんて踏めないのではないか？」

「ああ、踏めないな。夕方になって影が伸のびてくるとますます踏めなくなる」

「なのに、踏もうという遊びか？」

「そうだ。普ふ通つうは友だちと鬼おにごっこのルールでやるんだけど、友だちと別れたあとの帰り道とかでよくやったよ」

「なるほど？」

　よくわからない、という顔をするソフィア。

　そこに、ミミが話を聞きつけてやってきた。

「影かげ踏ふみってなんか面おも白しろそうだね！　一いつ緒しよにやろうお姉ちゃん！」

「……そうだな、やってみようか」

　ソフィアは微笑んで、ミミと一緒に影踏みをはじめた。

　二人並んで、ひょい、と影の先せん端たんに向かって飛ぶ。

　影が逃げる。ひょいと飛ぶ。

　飛ぶと逃げる。それを追いかけて飛ぶ。




　追いつけそうで、当然のことながら追いつけない遊びだ。

「やっぱり踏めないねー」

「そうだな」

「じゃあ相手のを踏むってのはどうだ？」

　直人が釣り竿を持ちながら横から口出しした。

「相手のをか？」

「そうだ……こうしよう。おれが魚を釣り上げるまでに、ミミがソフィアの頭の影を踏めたらミミの勝ち、それまで逃げ切れたらソフィアの勝ち。ってのはどうだ？」

「おー、なんか面白そう」

「勝ち負けがつくのか……」

「で、勝った方が晩ご飯魚二匹、負けた方は魚抜ぬきな」

「なに！　ナオトそれは──」

「じゃあいくぞー。レディー……ゴー！」

「きゃははは」

　ミミがソフィアの影に飛びついた。

「うわっ！」

「あ、お姉ちゃん避よけた」

「奇き襲しゆうするなどずるいぞミミ！」

「えい！　えい！」

　ミミがぴょんぴょん跳はねる。

　ソフィアが慌てて避ける。

　傍はたから見てじゃれ合っているように見えるが、晩ご飯が懸かかっている分、ソフィアはかなり真しん剣けんになっている様子だ。

「くっ、こうなったら……王技！」

　炎髪を煌めかせて、手のひらをかざして炎ほのおの玉を出す。

　空の炎の玉がソフィアを照らし、地面に映る彼女の影をかき消した。

「どうだ、これでもう踏めまい！」

「お姉ちゃんそれずるいー」

「なっ！　ずるい？」

「ずるいっていうか、想像の斜ななめ上っていうか。普通は踏まれないように木の影かげとかに隠かくれるもんなんだよな」

「木の影……そうか、大きな影の中に隠れてしまうのだな」

「お姉ちゃん！　それ禁止ー、炎禁止！」

「いやしかし」

「よし、それ今から反則にするから。三秒以内でやめなかったらあんただけ生魚な」

「なんだと！」

「サーン、ニー」

「くっ」

　ソフィアは呻うめいて、炎の玉を消した。

　そして再びできた影に、ミミがピョン、と飛びつく。

「マスター、生魚ですが、一応醬しよう油ゆが──」

「しー、刺さし身みは奥の手だから今日はまだ使わない」

「わかりました」

　頷うなずくパトリシア。

　二人が見守る中、ソフィアとミミは西日が落ちきるまで影踏みを続けた。







「うぅ……」

　夜、たき火を囲む一行。

　ソフィア以外、串くしに通して塩をまぶし、たき火で焼き上がった魚を食べている。

　内訳は直人、ミミ、パトリシアがそれぞれ一いつ匹ぴきずつで、子犬が二匹だ。

　一人だけ魚なしのソフィアが涙なみだ目めで、恨うらめしそうに全員を見ている。

「わたしだけ抜きだなんて」

「ルールはルールだからな」

「うん、お姉ちゃん、わんちゃんに影を踏まれちゃったから、しょうがないよね」

　日が暮れるまで、ソフィアはミミからよけ続けた。大人げないと言われながらも逃にげ切ったと安あん堵どするソフィアに、パトリシアが指し摘てきした。

　足を止めた彼女の影、その頭の部分が丁度、子犬が寝ねそべっているところにあったのだ。

　踏ふまれた訳じゃないが、格好としては踏んでいる形になった。

　その結果、彼女の分の焼き魚が子犬に渡わたった。

「うぅ……ナオトが焼いた魚を食べたいぞ」

　ソフィアは涙目で、しっぽの干し肉をかじっている。

　その姿がさすがにかわいそうになってきて、もう一匹釣つってやろうか、と思ったその時。

「わん！」

　子犬が焼き魚を一匹くわえて、ソフィアの前に置いた。

「わ、わたしにくれるのか？」

「わん！」

「おー、良かったねお姉ちゃん」

「おめでとうございます」

　ミミとパトリシアの祝福の中、ソフィアは焼き魚を頰ほお張ばった。

「ありがとう！　美味うまいぞ子犬！」

　しきりに感謝するソフィアを見て、直人はぼそっと「納なつ豆とう」とつぶやいた。

「……あんたが餌え付づけされてどうする」

　王都到とう着ちやく前の、最後の夜。

　相変わらずの、笑い声が絶えない夜なのであった。







　姫騎士となくなった夢







　走行中のキャンピングカー、よく晴れた昼下がり。

　運転手の直なお人と、助手席に座っているソフィア。

　二人の視線の先、フロントガラスの向こうに城が見えてくる。

　白はく亜あの宮きゆう殿でんと呼ぶに相応ふさわしい、華はなやかな都に彩いろどられた建築物。

　十キロ以上離れているそこに向かって延びていく街かい道どうは、さまざまな人々が行き交っている。

　男や女、商人や旅人、大人から子供。さまざまだ。

「珍めずらしがられてるな」

「そうだな」

「……でも、驚おどろかれないんだな」

　その事に、逆に驚く直人。

　キャンピングカーの周りには、馬車や人力車などといった乗り物もある。

　その中に交じって二十キロ以下の速度で走行しているキャンピングカーだが、周りの人間にさほど驚いた様子はない。

「驚く？　なぜ？」

「うーん」

　少し考える直人。

　こういうときのお約束として、「鉄の箱が走ってる！」という驚かれ方があるのだが、そんな気配はまるでない。

　ほぼ全員が珍しい乗り物なにかがある、というレベルの雰ふん囲い気きだ。

「こういう乗り物はほかにもあるのか？　えっと……馬とか人間とか、そういうのに引かれないで自走する乗り物が」

「移動要よう塞さいほどではないが、似たようなものは王家が保有しているぞ。ほとんどが見みかけ倒だおしで、式典くらいにしか使えないが」

「なるほど、王家レベルなら似た様なものがあるのか」、と直人は思った。

「にしても、ここまで長かったな」

「一か月くらい共に旅を続けたな」

「そうか、あんたと会ってからもう一か月も経たつのか」

　片手でハンドルを握にぎって、右みぎ肘ひじを窓にかけて、今までの事を思い出す。

　様々な光景が、想おもい出が。

　直人の脳のう裏りを駆かけ巡めぐった。

「いろいろあったな」

「ああ、いろいろあった。コタツでみかんを食べたり」

「コタツみかんは正義だからな」

「ナットーというものをむりやり食べさせられそうになったり」

「わんこが美味おいしく頂きました」

「しっぽ肉の泥どろ包み焼きをしたり」

「……あの料理法は覚えておくとサバイバルに役立つぞ」

「変な鍋なべを使った煮に込こみ料理を作ったり」

「……」

「釣つった魚を焼いたり」

　助手席で、数え上げていくソフィア。

　最初は相づちを打っていたのだが、次し第だいに、直人は白い目で彼女を見るようになった。

「食べ物の事ばかりだな、あんた」

「なっ──」

　絶句して、顔を真っ赤に染めるソフィア。

「そこまで腹ぺこキャラだったか」

「腹ぺこ──違ちがうぞナオト！　わたしは腹ぺこ女ではない！」

「いやだって、今したの、食い物の話ばっかじゃないか」

「そんなことない！　ほかにも……ほかにも……」

　必死に何かを思い出そうと唸うなるソフィアだが、一向に思い出す気配がない。

「シロツメクサのブレスレットと冠かんむり」

「そう！　それ」

「……さくらの花びら」

「ちゃんと取ってあるぞ！」

「…………そふぃあじゅうななさい、とくぎはかいめつ」

「うわああああ、それは忘れろぉぉ！」

　頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようするソフィア。

　しばらくして、冷静さを取り戻もどして、言った。

「ほ、ほら、いろいろあるじゃないか」

「……食べ物以外全部おれが思い出させたんだがな」

「そ、それは──もういい、ナオトなんかもう知らん！」

　ぷい、と顔を背そむけるソフィア。

「パトリシア、アレとってくれアレ」

「どうぞ、マスター」

　パトリシアが横からすい、としっぽの干し肉を差し出してきた。

　それを受け取って、ソフィアに渡す。

「ほらソフィア」

「なんだ──あむっ」

　目の前に出された干し肉に、反射的にかぶりついた。

「もぐもぐ……美味しいー」

「……」

「はっ、ち、違うぞこれは！」

「パトリシア、みかん」

「どうぞ、マスター」

「ほい」

「もう騙だまされないぞナオト、お前の手口はもう──」

「そういえばみかんってもうなくなるよな、パトリシア」

「はい、それが最後の一個です、マスター」

「だってさ」

「くっ、た、たかがみかん程度で」

「そうか、じゃあパトリシア。それを剝むいて」

「はい」

「わ、わたしは食べないぞ」

「あーん」

　直人は運転したまま、口を大きく開けて、横に向けた。

　そこに、パトリシアがみかんを一房ふさ差し出してきた。

「はい、あーん」

「あむっ……うん、うまい！」

「うふふ」

「あっ……」

　さも美味しそうに、食べさせられたみかんを頰ほお張ばる直人。

　それを見たソフィアが息を漏もらす。

　そこに、ミミがおねだりしてきた。

「おねいちゃん、あたしもあたしも」

「どうぞ」

「あーむ。うん美味しい！」

「あぁ！」

「パトリシア、おれにも」

「あたしもあたしも」

「はいどうぞ」

「あ、ああ、あああ……」

　直人とミミがみかんをつぎつぎと食べていく。

　徐じよ々じよになくなっていくみかんと二人の顔を交こう互ごに見比べ、徐々に絶望的な顔になっていくソフィア。

　それでも言い出せない、一度意地を張ってしまった以上、いまさら言い出せないという顔をしている。

「……そうだ、最後のみかんだから、わんこにも食べさせないとな。わんこー、みかん食べるか。まだ三分の一残ってるぞ」

「くぅーん」

　みかん箱の子犬はシュンとして、鼻の先と目だけを残して、みかん箱に潜もぐり込んでしまう。

　当然だ、魚は美味しく食べられても、柑かん橘きつ類るいは死ぬほど苦手なのが犬である。

　それでも、直人はみかんを勧すすめた。

「よしパトリシア、わんこのところに持ってってあげなー」

「はい」

「──ま、待ってくれ」

　パトリシアがみかんを持って子犬のところに向かって行くのを、ソフィアが慌あわてて呼び止めた。

「どうした」

「み、みかんは子犬に毒なんだぞ」

「そうだっけ？　まあ大だい丈じよう夫ぶだろ、食べてみたら意外といけるかもしれないし」

「ど、どうしても子犬に食べさせたいのなら……わたしが代わりに食べる」

「あんたが？」

「そうだ、わ、わたしが身み替がわりになる」

「うーん」

　直人は少しだけ考えて、やがてうなずいた。

「そこまで言うなら……くく、願いを叶かなえてやろうじゃないか」

　直人はわざとらしく、芝しば居いがかった口調で言った。

　一方でナチュラルに芝居っぽいソフィアはぱああ、と顔をほころばせた。

「じゃあパトリシア、残りの全部渡わたしてあげて」

「わかりました。どうぞ」

「やっ──ごほん、し、仕方ないから食べてやる」

「ああ、残さず食えー」

　残った三分の一のみかんを受け取ったソフィア。

　心なしか、顔がほっこりしている。

「お兄ちゃん……わざと？」

　ミミが小声で耳打ちしてきた。

　直人は彼女の頭を撫なでて、無言で返事をした。

「くぅーん」

　みかんを頰張る姫ひめ騎き士し。その横に、子犬がやってきて、直人を見上げた。

　直人はゆっくりと車を走らせながら、子犬をちらっと見て。

「わんこもたべたいのか？」

「くぅーん」

「みかんはダメだから、干し肉でいいかー？」

「わん！」

「パトリシア」

「はい、どうぞ」

　ほとんどノータイムで干し肉を差し出すパトリシア。

　つーと言えばかー、直人とは以心伝心で、まるで熟年夫ふう婦ふのようなコンビだ。




　そうして、直人、ソフィア、子犬、ミミ、パトリシア。

　一いつ緒しよに旅をしてきた者たちが、まるで宴えん会かいのように飲んで、食べて、喋しやべって──まったりした。

　やがて、キャンピングカーは城下町の外周、城じよう壁へきにたどりつく。

　直人はそこで車を止めた。

「さ、着いたぞ」

　ソフィアは車を降りて、運転席の直人を見上げる。

「ナオトは降りないのか？」

「あんたはこれから一働きしてくるんだろ？　これからの人間とオークのために」

「ああ、そうか」

　キリッ、と凜り々りしい顔で頷うなずくソフィア。

　直人はほとんどはじめて、彼女の事を見た目以外で姫騎士らしいと思った。

「おれは働くのいやだから、ここにいるよ」

「……働きたくないでござる、だったか」

「ああ、死んでも働きたくないね」

　もう二度と。直人はそう思い、にっこりと微笑わらった。

「……わかった」

　頷くソフィア、ちょっとだけ、寂さみしそうな。

「ああ、じゃあな──」

　わかってくれた彼女に、直人はもう一度微笑ほほえんで、手を振ふろうと腕うでを上げた、その時。

　ぴっ、という音が手元から聞こえてきた。

　見ると、ミミがプッシュスタートを押して、モーターを再起動させていた。

「こらミミ、悪戯いたずらは──」

「行こう、お兄ちゃん」

「いや行こうって──」

「あの白くておっきいのがお姉ちゃんのおうちだよね？　あたし、お姉ちゃんのおうちの中が見たい」

「いやおうちの中がって」

「わん！」

「わんちゃんもみたいの？　みたいって、お兄ちゃん！」

「いやその……」

「大変ですマスター、オッパイが縮みました」

　パトリシアが、言葉とは裏腹に緊きん張ちよう感かんのない口調で言う。

　が、言葉通り、はち切れんばかりのオッパイが縮んでいる。

「な、なんで縮んだんだ？」

「積せき載さいしたものがほとんど食べ尽つくされてしまいましたので、今すぐに補給しないといけません」

「びっくり人間かあんたは！」

「精せい霊れいですから」

　おっとりとした微笑みとともに言った。

「それに、なんだか夢がなくなりました」

「……」

「ソフィア様、食料と水の補給、それに太陽がよくあたる場所は王宮にありませんか」

「あ、ああ」

　きょとんとしてから、答えるソフィア。

「あるぞ、とびっきりいい場所が。食料も水も用意させる」

「というわけです、マスター」

　パトリシアはにこりと笑った。

「ここは一つ、わたしのオッパイのために一ひと肌はだ脱ぬいでくれませんか？」

「……」

「マスター、みかん」

「わかったわかった」

　苦笑いする直人。

　まさか、自分の方がお膳ぜん立だてされる方になるとは思いもしなかった。

「乗って、ソフィア。それと案内して」

「わかった！」

　ソフィアは再び、助手席に飛び乗った。

　もうちょっとだけ付き合うか。

　直人はそう思って、アクセルをゆっくりと踏ふみ込んだ。







　姫騎士と姫の父親







　太陽が真上を通過してしばらく経たつ、昼過ぎのキャンピングカー。

　王宮の中庭に駐とまっているその中に、珍めずらしく人が大勢いた。

　様々なものを運んでくる使用人に、一人身なりのいい、立派な髭ひげを蓄たくわえているいかにも大臣風な男が、紙に書かれたリストを読み上げていた。

「オリハルコンの包丁、アブソリュート岩のどんぶり、竜りゆう鱗りんのキッチンミトン、黒き九きゆう天てんの夜や光こう珠しゆ──」

「わあー、なんかすごいものばかりだね」

「……」

　わくわくした目で、運ばれてくるものをマジマジと見つめたり、積み上げられたものの横に駆かけ寄るミミ。

　一方で、直なお人とは微笑みをたたえたまま、大臣が読み上げるのを聞いていた。

「以上が王女殿でん下かの御ご下か賜しである」

「ありがとうございます」

　礼を言うと、大臣と使用人たちがぞろぞろと立ち去った。

　積み上げられたものを眺ながめつつ、直人は縁えん側がわに座る。

「いろいろもらっちゃったな。あとで礼を言わないと」

　つぶやくと、パトリシアが車の中から大分切なくなった上半身を出して、聞いてきた。

「中に運びますか？」

「いいよ、あとでゆっくりやろう」

「はい」

「にしてもオリハルコンの包丁か。子供のころ石器でナイフつくってたのを考えると、すごいものを手に入れたもんだ」

「石でナイフ作るの？」

　品物の数々を見て回っていたミミが、キョトンと小首をかしげた。

「作れるよ」

「どうやって？」

「そうだな……ミミ、あそこにある石を二つ拾ってきて。片方は平べったいのでなー」

「うん！」

　パタパタと走って行って、パタパタと戻もどってきた。

「これで良い？」

「うん、これならちょうどいい感じだ。こういう石を二つ持って、左ので右のを叩たたくと……ほら割れただろ。で、割れたここが鋭するどいだろ？」

「うん」

「これを繰くり返していくと──」

　直人はカチ、カチッと石を叩きつけあった。

　右手に持っている平べったい石が少しずつ割れて、やがて、鋭えい利りな縁ふちができあがる。

　それをミミに見せた。

「ほら」

「すっごい、ナイフになった。お兄ちゃん、これちょーだい？」

「ほら。危ないから気をつけなー」

「うん！」

　ミミは石のナイフを持って、とたたと駆けていった。

　それを使って、庭の草や花を切ったりしている。

　明らかに手入れされた花もある。

「こらーミミ、お花を切ると怒おこられるぞー」

「かまわんよ」

　ふと、横から声をかけられた。

　穏おだやかで、落ち着いた男の声だ。

　顔を上げると、人当たりの良さそうな、中年の男がそこにいるのが見えた。

　年は四十くらいといったところか、声と同じく、人の良さそうな、温和な顔つきをしている。

「ここ、いいかな」

「どうぞ」

「粗そ茶ちやですが」

　男が縁側に座ると、横からパトリシアがすい、と湯飲みを出してきた。

　男はそれを受け取って、スン、と匂においを嗅かぐ。

「ありがとう。おや、これは珍しい香かおりのする茶だね」

「笹ささの葉を乾かん燥そうさせて、煎いってつくったお茶です」

　直人が疑問に答えた。

「笹の茶とは、聞いたことがないね」

「手作りですよ、子供の頃ころによく作って飲んでたものです、サバイバルの本に載のってたのを覚えてます」

「ほう」

　なるほど、と頷うなずく中年男。

　笹の茶に口をつけて、直人をじっと見つめてきた。

「キミは何かを作るのが好きなようだね、さっきの石のナイフもそうだ。磨みがくのではなく打つ、実に面おも白しろいやり方だと思ったよ」

「見てたんですか。ええまあ、子供の頃にいろいろやりました。秘密基地を作るために、あれこれ覚えました」

「秘密基地。わくわくする響ひびきだね」

「男の子のあこがれです。そういうの作ったことありますか？」

「ああ、あるよ。余も城下町の外れにそういうのを作っているよ」

「へえ？」

　二重の意味で、直人は頷き、男を見た。

「余は彫ちよう刻こくが趣しゆ味みでね、暇ひまがあるとそこに行って、木像を彫ほっているのだよ」

「木像ですか、どういうものを彫るんですか？」

「建物や人だね。ここ数年は余が妻と出会った想おもい出の街の事を思い出しながら、いろいろと彫って、それを再現しようとしているのだ」

「ジオラマですか、いいですね、そういうの」

「暇な時にしかしないのだが、ついつい時間が経つのを忘れるほどのめりこんで、それで大臣に怒られているよ」

「わかります、おれもここでのんびりしてるとつい時間が経つのを忘れてしまいます。怒られはしませんが」

　男がやっていること、その緩ゆるやかな空気を想像する。

　ふと、男が話題を変えてきた。

「キミが、あの子を送り届けてくれたのだね」

「……ええ」

「父親として、礼を言うよ」

　もしかしたらと思ったが、やはり横に座っているのはこの国の国王のようだ。

　慌あわてて頭を下げる空気でもなかったので、直人は今まで通り振ふる舞まうことにした。

「お礼ならいっぱいもらいました」

　と言って、横に積んである品々をみる。

「それは王としてのものだ、今の余はあの子の父親としてここに来ている」

「なるほど」

「というわけで。改めて、ありがとう」

　会え釈しやく程度に頭を下げてから、王はため息をつきつつ、話を続けた。

「あの子は昔から一本気でね、こうと決めたら引き下がらない性格だった」

「なんとなくわかります」

「先日も『オークの国を壊かい滅めつしてくる』などという書き置きを残していなくなったのだ」

「……ものすごいわかります」

　そふぃあじゅうななさい、とくぎはかいめつ。

　直人はそれを思い出した。

「それで帰って来たと思ったら、今度はオークたちの味方をするようになっていた。何があったのかと心配に思ったのだけど……」

　王は直人と、キャンピングカーを見た。

「なんとなく、わかったような気がするよ」

「なんとなく、わかった理由がわかります」

　通じ合う男同士。

「いい道具だ。余もこんなふうに、隠かくれ家がを動かせるように作りたいと思う」

「では、一つだけアドバイスを」

　同じ男の子として、と言外に匂わせながら。

「なんだろう」

「狭せますぎず、広すぎずの方がいいです、必要なときに誰だれかを中に入れるにしても、普ふ段だんは一人で使う事を想定して作ってください。なぜなら──」

「──秘密基地だから」

　直人の言葉を引き継つぐかのように、王は言った。

　直人はにやりとした。

　男の子同士、なんとなく通じ合った瞬しゆん間かんだ。

「ふむ、キミと話せてよかった。おかげでいろいろやりたい事ができたよ」

「夢が膨ふくらみますね」

「余も、可能なら時間を気にしないでのんびり秘密基地に籠こもりたいものだ」

「逆に時間制限をつけてみては？　長い休きゆう暇かを取る感じで。ここからここまで全力でのんびりするぞ、と」

「ほう？」

「なにか作ってるんでしたね。今作ってるものを……三か月以内に完成させちゃいけないって自分ルールにして」

「なるほど、逆にする、ということだね」

「はい、むりやりにでものんびりするんです」

　会社を辞やめた瞬間の事を思い出した。

　あれから、彼はむりやりのんびりしている。

　てこでも働かないぞ、少なくともキャンピングカーが壊こわれるまでは働かないぞ、と決めて。

「そうだな」

　王は何かを考えて、頷き、立ち上がった。

　茶を一気飲みして、湯飲みをパトリシアに返す。

「キミと話せて良かった。必要なものがあったらなんでも言ってくれたまえ、キミの夢のために協力したい」

「ありがとうございます」

「あれ？　おじちゃん誰？」

　そこに、ミミが戻ってきた。

　オークとエルフのハーフの子は愛らしい顔そのままで王を見上げる。

「余は──」

「あっ、お父さんと同じ話し方だ！　そっか、この国の王様なんだね」

「そういうことだ」

「ソフィアお姉ちゃんのお父さんなんだね」

「うむ」

「じゃあ、これ、あげる！」

　ミミはそう言って、石のナイフで切って作ったと思おぼしき、花のブレスレットを国王に差し出した。

　シロツメクサではないが、同じ作り方のブレスレットだ。

「おお、これはありがとう」

　それを受け取った国王はミミの頭を撫なでて、ブレスレットを受け取ると、今度こそ立ち去った。

「お兄ちゃんのぶんも作ってくるね」

「ああ」

　そういってまた、とたたたと去って行くミミ。

　貧乳の精せい霊れいが出してくれた茶をすすって、直人は日が暮れるまでのんびりした。







「御ご下か賜しの品である」

　翌日、呆あきれ顔の大臣が運んで来たのは、木で彫ったキャンピングカー、直人、ミミの置物だった。







　姫騎士とキャンピングカー







　昼下がり、王都の外。

　キャンピングカーの中、直なお人とは運転席に座って、あれこれチェックしている。

　その横で、ダッシュボード下のボックスから、貧乳の精霊が「生える」ように出てきて、秘書の如ごとく直人を補ほ佐さしている。

「現在の発電量は？」

「2.567kWhです」

「順調だな、食料の備び蓄ちく量は？」

「小麦粉二万六千四百八十グラム、野菜類は七千六百三十九グラム、肉類二千二百十六グラム。そのほか調味料多数」

「主食をいっぱいもらえたのが大きいな。しばらく、うどんを打っていろんな食べ方をしてみるか」

「はい。ちなみに乗員マスターほかビジターが二名、マスターの乗車時間は六百十六時間三十二分、ビジター一は五百二十三時間一分、ビジター二は三百九十八時間四十四分です」

「よし、どこにも問題はないな」

「はい。システム、オールグリーン」

　パトリシアの台詞せりふを聞いて、直人はニヤリ、と笑った。

「わかってるじゃないか、あんた」

「マスターの夢の結けつ晶しようですから」

　パトリシアはうふふ、と笑った。

　出会った時から終しゆう始し一いつ貫かんして穏おだやかな彼女。

　惜おしむらくは、何故なぜか巨きよ乳にゆうではなくなったことだ。

「さて、準備もできたし、そろそろ出発しようか。ミミ、わんこの事捕つかまえてて」

「……」

　背後に向かって呼びかけたが、返事はない。

　ビジターの入室は確かく認にんしているので、寝ねてるのかな、と思って振り返ってみると。

　ミミがコタツの上で、白い紙にお絵かきをしているのが見えた。

「ミミ？」

「……」

「集中しているみたいですね」

「みたいだな、何を描いてるんだ？」

　直人はシートのロックを外し、運転席をくるっと百八十度回して、六畳じよう間の方を向いて身を乗り出した。

　目に入ったのは、見覚えのある絵。

　長方形の中に内装を配置した、キャンピングカーの見取り図である。

　しかも──。

「これは、マスターとソフィア様が相談して作りあげた見取り図ですね」

「ああ、そうみたいだ」

　頷うなずく直人。

　見覚えのあるそれは、パトリシアが言った通り、彼とソフィアが相談して作りあげたものだ。

　こうしたらいい、ああすればもっと良くなる。と、直人リアルとソフィアフアンタジーの感性をいいとこ取りした夢のキャンピングカーの見取り図だ。

　それを使って、ミミはお絵かきしていた。

　それはただの落書きではなく、しっかりと、意味のあるものだった。

「なにか、記号を書き込んでいるみたいですね」

「……人生ゲームだな」

「人生ゲーム、ですか」

　首をかしげるパトリシア。

　直人はミミの書いているものを見つめながら続けた。

「ああ、ボード版のやつ。家族が増えると、コマになる車に棒を挿さしこんでいくあれ」

「ああっ」

　ハッと得心するパトリシア。精霊ではあるが、キャンピングカーの化け身しんである彼女は直人の世界の知識を持っている。

　それで説明を受けて、すぐにピンときたようだ。

　直人は改めて、ミミが書いているものを読み取ろうと、じっと見つめた。

　彼女がそこに書き込んでいる記号は、全部で五種類あった。

　それぞれ特とく徴ちようを持つ記号が、都合五種類ある。

「五つか」

「あれ？　お兄ちゃんどうしたの？」

　つぶやくと、ミミははじめて気づいたかのように顔を上げた。

　訝いぶかしむ彼女に、直人は優やさしく聞き返す。

「ミミこそ、なにしてるんだー」

「うん、足りないものを書いてるの」

「足りないもの？」

「うん！　あたしと、わんちゃんとおねいちゃんと、お兄ちゃんと、お姉ちゃん」

「住む人の事は書かないものだぞ」

「大事なことなのに？」

　そう言って、キョトン、と小首をかしげるミミ。

　たしかに、大事な事なのかもしれないと思った。

「……うん、大事な事かもしれないな」

「でしょー。それでねそれでね、こんなふうなおうちにしたら、みんなどこにいるのかな、って想像しながら書いてるの」

「あれだな、不動産のチラシにたまにある、理想の家族イメージってやつだな」

「そういうのがあるの？」

「ああ。見てて結構和なごむんだよ、あれ」

　直人は真っ先に、リビングのソファーに座って新聞を広げている父親役の姿を思い浮うかべた。

　見取り図に記号だが、ミミがやっているのはそういう事だ。

　直人は見取り図を何枚か手に取った。

「なるほど、ミミはこういうイメージか」

「うん！」

「おれはずっと運転席か」

「うん！　だってお兄ちゃんの位置はそこでしょ」

「たしかにな」

「そして、ソフィア様は助手席なのですね」

「……そうだな」

　頷く直人。

　どの見取り図をみても、ソフィアは助手席に座っていた。

「コタツのそばじゃないのか」

「うん、お姉ちゃんはそこ」

「なるほどな……」

　パラパラとめくっていく、やがて、一番見覚えのある図面が目に入った。

　六畳一間の和室、トイレ、シャワー別に、独立したキッチンシンク、そして変形展開する事ができる縁えん側がわ。

　唯ゆい一いつ、紙の上方に「パトリシア」と書かれている、実現しているキャンピングカーの見取り図だ。

　そこにも記号が五つ書かれていた。

　コタツの横にミミ、冷蔵庫から生えているパトリシア、隅すみっこのみかん箱にいる子犬。

　そして、運転席の直人と、助手席のソフィア。

　直人はそれをしばし見つめてから、コタツの上に戻もどしてやった。

　そして、ミミに向かって言う。

「さて、そろそろ出発しよう。お絵かきするのはいいけど、ケガしないようにつかまっててな」

「お姉ちゃんは？」

「彼女は──」

　直人が自分の中にある言葉を探そうとした、その瞬しゆん間かん。

　それがやってきた、まるで考える暇ひますら与あたえまいと、それがやってきた。

　開けた窓から熱風が直人の顔を襲おそう。

　やってきたのは、炎えん髪ぱつを煌きらめかせて、炎ほのおの馬に乗っている姫騎士。

　彼女は馬から下りて、キャンピングカーの前に立った。

「ソフィア？」

　驚おどろく直人を無視して、銀色の髪かみに戻した彼女は慣れた手つきで助手席側のドアを開けて、車に乗り込んできた。

「間に合ったか」

「あんた、どうして」

「わたしをおいていくなんてひどいぞナオト」

　ソフィアは直人をにらんだ。

「いやひどいって。あんたは人間とオークの間を取り持つためいろいろやるんじゃないのか」

「そうだ」

「なら忙いそがしくなるだろ？　おれは働きたくないから──」

「父上から勅ちよく命めいを頂いた」

「勅命？」

　首をかしげる直人。

「そうだ、まずは下準備として、各国に親書を送ることになった」

「なるほど、よくある流れだな」

「それをわたしが届ける事になった」

「まあ、王女で大使……これもよくあることだな」

「父上の命令は、三か月以内に届けるな、と」

「時間制限か、うん、これもよく──」

　言いかけ、ハッとする直人。

「待て待て今なんて言った、三か月以内？」

「そうだ」

「届けろ、だよな」

「いや、届けるな、だった」

「……はい？」

　どういう事だ？　と首をかしげる直人。

「マスター、昨日の話では？」

「……あっ」

　パトリシアに言われて、それを思い出す直人。

　昨日、国王と話していた事を。

　国王はそれを、そのままソフィアに言った、という事だろう。

　もっと、娘むすめをのんびりさせるために。

「そうか」

「そうだ、だからナオト、わたしを帝てい国こくにつれて行ってほしい。三か月以上かけて」

「帝国か……」

　直人はすこし考えて。

「帝国って、あの移動要よう塞さいをもってるって国のことだよな」

「そうだ。いろいろ参考になるかもしれないぞ」

「参考か」

「そうだ、参考だ」

　見つめ合いながら、頷き合う直人とソフィア。

　なんの参考なのかは、あえて言うまでもない事のように思えた。

「……よし、じゃあ行こうか」

「ああ！」

　慣れた手つきで、助手席に乗ったままシートベルトを締しめるソフィア。

　みかん箱の子犬。

　コタツのミミ。

　巨きよ乳にゆうに戻ったパトリシア。

　助手席のソフィア。

　そして、元社しや畜ちくの直人。




　姫ひめ騎き士しとキャンピングカー。

　旅は、まだ始まったばかりである。
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　あとがき







　キャンピングカーってすごいんですよ!!

　内装が和室のキャンピングカーもオフィス一つ丸ごと入ったキャンピングカーもフェラーリを積せき載さいして母ぼ艦かんのごとく走る超ちよう巨きよ大だいなキャンピングカーも全部実在します。

　旅の途と中ちゆうサービスエリアでコタツみかんに癒いやされることも、ノートではなくデスクトップパソコンを積み込んで今日は海で明日は山を眺ながめながら仕事することも、でっかいキャンピングカーで目的地まで行って積載した軽自動車でコンビニまでひとっ走り行ってくることも。

　これらのことがすべてできちゃう夢の移動する秘密基地、それがキャンピングカーなんです!!




　子供のころから、そんな「移動する秘密基地」が憧あこがれでした。空き地に廃はい棄きされたリヤカーの上に、スーパーとかからもらってきた空き箱でダンボールハウスをつくって、街中を走り回って、その中に鉛えん筆ぴつとノート、ロウソクを持ち込んで小説を書いたこともあります。

　そのころから、キャンピングカーに乗ってあっちこっち旅しながら、絵を描えがいたり小説を書いたりするのがずっと夢でした。

　この作品、『姫騎士とキャンピングカー』は残念ながらキャンピングカーの中で書くことができませんでした。かわりに手元にキャンピングカーのミニカーをこれでもかってくらいに並べた環かん境きようで書きました。

　いつかキャンピングカーに乗って書いた『姫騎士とキャンピングカー』を、夢あふれる楽しい原稿を、お届けできることを祈いのりつつ、筆を置かせていただきます。





二〇一五年八月　三み木きなずな　拝　　
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